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建 材 審 査 証 明 書 発 行 の 件

予て申出に係る三塁印石綿ギルソイドル 【7 イγ グについて審査の結果下の通り証明脅を発行した。

優 良 証 明 書 27年度生存 1 号

1.  品名 三 星 印 石 綿 ギ ル ソ イ ド ル ー フ イ ン グ

1.  製 品 社 名 田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

昭和26年10月10日提出された資料につ き本会建材審査委良会に於て審授の結果此製品は別昔日特徴に依り優良と認め

る。

昭 和 27 年 6 月 9 日

特 徴 概 記

，. 原紙の抄造に同社・持許の無織性化学者色維を使用しあるため、 アス 7 7 }L . トの浸透率が径めて良好である。

之 原料が無機質であるから腐蝕せず永久性がある。

.;3.  ギルソイドがアスフアルトの熱て容易に溶解するので、施工上気泡を生ずる憂は少〈ルーフイングとアスフア

ルトとの密着は非常によい。

4.  上掛 ( コーチング 〉用アスフアルト特製M Bコムバウンドを使用しであるため、夏期ても常温ては附着しない

社団法人目本建築協会々長 竹 腰 健 造 以 上

向上建材審査委員会委員長 置 塩 意

…  … …  一一一、、

昭和26年度中発行した建材審査優夏証明は下の逼りである。

1  昭和26年10月 5 自 製品社名 目 木 セ メ ン ト 防 水 剤 製 造 所 品 名 セ メ ン ト 防 水 剤 ウ オ ー タ イ

トB 号 吸水皮並耐圧強度良好にして浸透遮断率高度なるものと認める 。

2 昭和27年 1 月11 日 製 品 社 名 合 資 会 社 佐 村 木 商 庖 品 名 新 型 実 用 新 案 平 安 瓦

3. 昭和27年 1月11 日 製 品 社 名 ナ = ワ 瓦 株 式 会 社 品 名 ナ ユ ワ S 五

4  昭和27年 1月11 目 製品社名 オ ー ケー商 会 奥 村 丈 太 郎 品 名 実 用 新 案 機 架 材 胴 問 サ ポ ー ト

従来の鴨居等接合判事法の改良に着想された比金物は優良 と認める。

5.  昭和27年 2 月17日 製 品 社 名 朝 日 石 綿 工 業 株 式 会 社 品 名 特 製 朝 日 波 型 ス レ ー ト 〈水圧機に

よる加圧製品 〉

ｾ Ｎ＠ 昭和27年 2 月17日 製品社名 田 島 応用化 工 株 式 会 社 品 名 三 ツ 星 印 ア ス フ ア ル ト タ イ ル

1  昭和27年 3 月11日 製品位名場事城コングリ ート工業 株 式 会 社 品 名 波 型 石 綿 ス レ ー ト ( 水圧

機による力n圧製品〉

新刊 「プラスチヴクスとビ= ロン」パンフレヴト発行

本会記念事業のー として五月から各地で開催の建築

講習会は至る所盛会であるが、共テ キス ト中材務部内

のー節にあ る合成樹脂については特に来聴者の注意を

喚起、各地共終講後サY フ・ J レに集中質問殺到され多大

の興味を呼び好評を博 している。本会出版委員会では

予而このパ Y フレツト の出版を企画 していたが、 この

i 現象に鑑み急ぎ発刊す る事と した。Ji! Pち題 してプラ ス

チックス とピエロ ゾと し四六版約 50 頁に アグ リライ

ト、 メラミ y ( デコラ 〉、ビニー ル( 硬質、塩化〕等

建築資材 として関係らるものを納めた内容極めて平易

に簡潔に要績を得、然も余り専門的に亘らぬ便利な小

冊子である。

このパンフレヅ トば今後開催の講習会に持参、テキ

ス ト補助として発売ずるが筒一自締望者にも広く 頒

布 す る 。 建築ｾ係者が起ド 一 本を座右に さ れる価 値 ｾ

るものと信じ、お奨めする次第である。但し本パゾ フ

レツトば再版しないから希望の方は売切れない内至急

申込まれたい3

1部定価 70円 〒8門 但本会負ば 1 部に限 り

送車ヰ共 60門
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創 立 3 5 年 記 念 事 業 後 援 申 込 芳 名

創 立35年記念事業も各位の御後援により着々進行しつつありますことを厚く御礼申上げます。 本 日

現衣に於ける申込を賜ったものは下記の通りでゐります。 前例1申込洩れの向も何卒絶大の御援助を脇

りオ記事業の完遂に御協力下さいますようお願い申上げます。

昭 和 27 年 6 月 20 日

記 念 事 業 委 員 会 委 員 長 資 金 部 長 東 畑 ・ 謙 一

@ 申込芳名並金額( 申込受付噸)

東洋i洋五株式会社殿 20，0ω 

池 田 建 材 殿 10，0卯

田島応用化工株式会社殿 50，000 

浜 田 理 一 殿 1，000 

利1 谷 新 一 殿 1，000 

小林建設株式会社殿 1，000 

林式会社大阪防水建設社殿 3，ωo 

T . Y防水工業株式会社殿 2，000 

黒川化学工業所殿 2，000 

大日特殊建材工業所殿 2，000 

工 藤 甚 五 郎 殿 300 

清 水 一 雄 殿 〈 東 京 ) 1，000 

山 本 良 雄 殿 5 Q0  

カ 日 目 安 彦 殿 〈高知) 3∞ 

やよひスレ ート 株式会社殿 10，∞。

今 回 隆 人 殿 ( 山 口 〉 羽胸

元 木 貞 治 殿 1，ω。

中 谷 至 広 殿 300 

佐 久 間 逸 治 殿 5 Q0  

落 合 勇 一 段 3ω 

竹 腰 健 造 殿 10，000 

熊 本 喜 代 司 殿 〈 中 国 ) 300 

中 野 順 次 郎 殿 1，000 

林式会社大阪建築事務所殿 却， 000

池 田 宮 菅 殿 3ω 

高 橋 慶 夫 殿 3ω 

前 内 文 二 郎 殿 却。

柴 川 伝 槌 殿 〈 高 松〉 筑) ( )

福 田 万 亀 雄 殿 1，ω 9  

荒 川 市 次 殿 〈 東 海 ) 300 

中 島 茂 右 衛 門 殿 〈 京 都 〉 筑) ( )

株式会社明和工務庖殿 〈兵庫) 3，000 

株式会社竹中工務応九州支庖殿〈九州、1) 3，{ 削

池 田 . 谷 久 吉 殿 300 

池 田 武 彦 殿 ( 長 野 〉

林 金 房 殿

左 谷 米 三 郎 殿

大阪土木工業株式会社殿

小 林 盛 太 殿 〈東京〉

久 保 田 種 古 殿

石 橋 健 市 殿 〈 和 歌 山 〉

株式会社村田硝子庖殿

株式会社山本建材社殿

株式会社藤本工務庖殿

岩 佐 直 則 駁 〈 兵 庫 〉

山 木 窯 業 商 f占 殿

野 中 駒 市 殿

田 村 享 殿 〈 兵 庫 〉

株式会 社 河 野 組 殿

内 外 土 木 建 材 社 殿

ナ= ワ瓦株式会社殿

上 島 八 助 殿 〈東京〉

官 嶺 誠 丸 殿 〈東海〉

竹 内 さ く殿て兵庫〉

大 西 正 一 段 〈 兵 庫 〉

速 7k 逸 夫 殿

竹 内 孝 殿

鹿島建設株式会社九州支届殿 CiLナ1'1)

吉 田 安 三 郎 殿

徳永硝子株式会社殿

伊 東 五 郎 殿

野沢石綿セメント株式会社殿

東洋陶器株式会社大阪営業所殿

栗原工業株式会社殿

千 賀 正 人 殿 〈 東 京 〉

喜 多 村 義 雄 殿 ( J Lナ11)

藤 勝 治 殿

鈴 木 広 好 殿 〈中国〉

ω

ω

ω
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板 井 公 威 殿 〈 九 州 、 [ )

大 谷 木 広 殿 〈 東 京 〉

野 崎 謙 三 殿 〈 仙 台 〉

株式会社熊谷組福井出張所殿〈福井〉

内 藤 多 仲 殿 〈 東 京〉

阪 口 貞 一 郎 股

上 林 博 雄 殿

芳 J II 時 男 殿 〈中国〉

堅 田 静 雄 殿 ( 兵庫〉

保 図 初 、 三 段 〈 東 京 〉

東 畑 謙 三 殿

東 畑 建 築 事 務 所 殿

浅海電気産業株式会社殿

飯 塚 源 吉 殿 〈 松 江 〉

弁上工材株式会社殿

石井建材有限会社殿

株式会社平田グイノレ本社殿

大手口工業林式会社殿

和田木材工芸株式会社殿

株式会社平山木工所殿

上 谷 製 作 所 殿

島 村 佐 次 郎 敗 〈和歌山〉

日木板硝子株式会社殿

村野 ・森建築事務所殿

日新工業株式会社大阪支庖殿

薮 中 一 良 敗

岩 本 博 行 政

渡 突き葬殿〈京都〉

桑田硝子株式会社民主

高野アスフアルト工業株式会社殿

近畿電気工事林式会社 殿

荻 野 賀 ー 殿

梅 野 三 蔵殿〈九州、1 )

赤 江 久 寿 彦 殿 〈九州〉

中 村 収 次 郎 殿 〈高松〉

高 島 太 郎 殿

島 田 啓 太 郎 殿 〈 九州、1)

武 回 径 一 敗 〈 今 治 〉

株式会社建材社大阪支庖殿

今 林 彦 太 郎 殿 く 兵 庫 〉

中西直育産業株式会社大阪営業所殿

株式会社久保商庖殿

株 式 会 社 明 正 社 殿

東 建 商 会 殿
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日建設計工務株式会社殿

岩 崎 甚 太 郎 殿

株式会社大阪吉川商応殿

株式会社室谷商届殿

安田レ ーノレ株式会社殿

丸尾建材株式会社殿

山 東 商 会 殿

栗 本 栄 一 殿

赤 坂 建 材 庖 殿

株式会社中央商会殿

岩元工業株式会社殿

小 西 山町 民主

光 井 福 松 殿

高岡建設株式会社殿

伊 丹 久 吉 政

谷 口 向 武 殿

中央電気工業株式会社殿

株 式会社ヤマト電気商会殿

藤 岡 正 一 殿 〈 中 国 〉

合資会社佐村木商庖殿

菅 沢 英 夫 殿 〈札幌〉

合資会社奥村重兵衛商泊ー殿

株式会社東京興業貿易商会矢阪支庖殿

工藤電気工業株式会社殿

藤 坂 捨 治 郎 殿

池 田 達 雄 殿

近畿建設興業株式会社殿

東海電気土木株式会社殿

旭硝子株式会社大阪支庄殿

株式会社大阪電気商会大阪暖房商会殿

大 林 芳 郎 殿

株式会社三兆商会殿

富 永 長 治 殿 〈東京〉

大鉄工業株式会社殿

大島応、用化学工業株式会社殿

飯 田 賢 次 殿

の こ よ し 金 物 庖 殿

浅 井 美 装 如 工 所 殿

株式会社ケントグ殿

亀 井 株 式 会 社 殿

株 式 会 社 大 林 組 殿

株式会社竹中工務庖殿

株 式 会 社 鴻 池 組 殿

株 式 会 社 銭 高 組 殿
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株 式 会 社 松村組 殿 60，000 宇都厚型スレ ー ト株式会社殿 10，000 

西松建設株式会社関西支庖殿 40，000 大仏建材株式会社設
2，000 

林 式 会 社 浅 沼 組 股 40，000 不二建設株式会社殿
10，000 

株式会社戸 田組大阪支庖殿 3り， 000 落 藤 臨 古 殿 〈 札 幌 〉 1，000 

鉄; 董建設興業株式会社大阪支庖殿 30，000 
5子 治 国 政 雄 殿 ( 和 歌 山〉 300 

株 式 会 社 奥村組 殿 30，000 
富 松 助 六 股 (

/ /  600 

株式会社藤木正務庖殿 30，0ω 資 志 満 一 殿 ( / /  1，000 

大 日木土木株式会社大阪支庖殿 20，000  
N i J 1 村組一 般〔 / /  1，000 

島j肱建設株式会社大阪支庖殿 20，000 
布 袋 国 雄 殴 (

//  1，000 

佐藤工業株式会社大阪支出殿 1C， OOO 
1児 島 正 積 殿 〈 / /  〉 1，000 

株式会社来日工務庖殿 10，000  
栗 林 馬 殿 〈

/ /  
3  1，000  

株式会社郷組大阪支庖殿 10，000  
栂 野 正 春 殿 〈 / /  〉 1，000  

株 式 会 社 神11崎組殿 10，000 
L11  l'崎 庄 殿〈 / /  〉 1，000  

株式会社幸子、木組殿 10，000 
島 田 正 己 殿 〈

/ /  1，000 

三井建設j株式会社大阪支出殿 10，000 
大 橋 武 雄 殿 〈 // 1，000 

長建設株式会社大阪支庖殿 10，000 
班 木 芳 I殺 ( //  〉 1，000 

株 式 会 社 中 島 組 殿 llO，OOO 
第一工業株式会社大阪支 j古殿 30，000 

育て ｾｾ＠ 一
殿〈富山〉 303 

株式会社・清水工業所殿 10，000 

山 12 励 ー ，殿 I ，OlTO  
株式会社桐田商会殿 30，000 

木 下 茂 玉 子 殿 t松山〉 500 
株式会社大阪城ロ研究所殿 10，00n 

伺 田 孝 男 殿 1，000 
加藤建設株式会社殿 3，000 

寺 戸 常 三 郎 殿 〈 東 海 〉 300  
0J 口 伊 作 殴 〈 京 都 〉 300 

渡 辺 啓 迄 殿 303 
井 上 善 博 殿 〈 九 州 〉 500 

株式会社井上浄夫1喜ir.占殿 10，000 
玉置産業林式会社殿 10，000 

株式会社沼凶建材活殿 2，000 
株式会社原田商庖殿 10，000 

株式会社大和商会殿 2，000  
株式会社谷: 本商庖殿 2，000 

株式会社金剛商会殿 2，009  
宮 飼 克 二 殿 〈兵庫〉 300  

永谷セメントイじエ株式会社殿 2，000 
株式会社栄興商会殿 .20，000 

石 川 建 築 事 務 所 殿 15，000 林式会社朝日工業社散 30，000 

大阪コンペス建材社殿 1，000 株式会社西原術生工業所大阪支庖殿 30，000  

何 本 会 男 殿 1，000 オt 館 コ 次 郎 W& ( 和歌山〉 300 

立工農業株式会社殿 5，000 吉 本 務 渡 殿 300 

三 徳 鋳 工 所 殿 2，000 荒 川 義 夫 殿 〈 京 都 〉 300 

安 宅 )1慎 一 殿 500 吉 田 信 武 殿 〈 兵 庫 〉 1，000 

宮 地 米 三 殿 〈 兵 庫 〉 1，000 徳 永 正 二 殿 300 

被向林式会社大阪支庖殿 30，000 大 倉 τ 郎 殿 〈 京 都 〉 500 

東洋リノリユ ーム株式会社殿 50，000 吉 川 清 殿( 東海〉 1，000 

臼 野 勝 好 殿 1，000 星 広 文 殿 1，000 

長谷川信太郎殿( 兵庫〉 500 以上 6 月20日現在

滝 沢 真 弓 殿 1，000 

西林石材工業株式会社殿 5，000 

、百円 国 銀 郎 殿 〈 九 州、1) 300 

繭 崖 毅 殿 1，000 

』其 ロ 恒 夫 殿 1，000 



居 間

ア ー ノレ ・ プ ロ ッ ド 博 士 郎 カ リ フ ォ ノ レ ニ ア 設 計 P ヒアノレト ・ノイトラ

RESI OENCE F OR DR.  MR.  6.: MRS.  E. L. BROD， ARCADI A， CALl FORNI A Ri chard J. Neut l' 8 ， archl tect 

( ARTS  6.: ARCHI TECTUREi 昔、h¥A Y，1952. )  
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居 間

ア ー ノレ ・ブロッド 博 士 郎 カリフーァノν ニ ア 設計 Y ヒ ア / V ト。 ノ イ ト ラ

RESI DENCE FOR DR.  MR.  &: I'1RS.  E.  L.  BROD， ARCADI A， CALl FORNI A Ri chard J. Neutra， architect 



ｊ こ ・ 台 ｾＮの 内部。 Ｗ オミヴを依せたヴらン主 ー

とそのすにさーりつけの言主総レ ンジガある。

下左・博士邸外景。下右 s 化粧室の一昔日=



工事中 の扶況。

ノースウエスタン火災相互保険曾祉ピノレ・ 設計 Y ヒ ア ノv t - . ノイトラ

NORTHWESTERN MUT UAL  FJ RE ASSOCI ATJ ON BLDG. .  LOS ANGELES.  CALl F. Ri chard. J. Neautra.  Archi  tect 



上・ ピノレの 2 階を占めるアメリカ ・F レヨシ合 壮 大 卒 洋 岸 スタゾオの感接室と展示室。

下・ ピノレの外叡 で、 白い プ ラス F ーの 日 除 け の 砕 を 際 立 た せ た こ つ の 姿 。 ( 向 討 此 建

築 の 紹 介 l主任に本託、の 5 月裁に徳裁涛で 詳 細 は其れ を 参照 されたい。〉



沖 縄 工 事 の 賞 情

特 に 建- 築 工 事 に 就 い て

吉 田 一 彦

K A 1 U HIK O  Y O B H I D A  

lま し
も1 き

現在、沖縄に於いて大規模に展開されている米軍建設工事は、我々 の想像する築城と云った概念で表現される軍事

的基地の建設からは速くかけ離れ たもので、主と して、道路工事、兵 舎、家 族宿 舎及び夫等に附随する施設でるり 、

快 適なる「住」と云う線に沿って進められて居る様でるる。

沖 縄の風土に起因する特色と しては、第一に台風対策でるる。具体的な例を挙げると次の通りでるる。所調カマポ

コ兵舎英他の軽量建物に あっては、建物全体を地面にしば りつけると云った恰好で深聞の方向に ワイヤー を屋根の上

から張って建物を固定している。ワ イヤ ーは約 2 間毎に張られ、その両端は土中のコ ; / 1 リ戸ト に緊給され てい る。
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左 7 ・ 十

キサー よ

b  バ ケッ

トに容れ

るコ ンク

リー卜

右 9 ・梁

下端主主の

コン〆グリ

ー ト打。

中 11 ・ボ ウ ・ フ ロ ー

仁定規摺の後で行われる。〉

、

." 

ム

. .. .  ，."" 

左 8 ・梁

下端迄の

コ: / グリ

ート 打。

右 10 ・梁

及 び ス ラ

プのコ γ

クリート

打

鉄筋コゾクリ 戸 卜建の兵舎其他では台風時、風圧其{ 也 I  イ反飯建物 7 メリカ人は個人の生活のみならず:集

に依る慈硝子の破鼠を避ける為、ス 卜戸ムシャツタ { が 団生活に於ても安全衛生の聞を非常に君主要視している

最近の設計では設けられている。 カしこの考え方は勿論、現場事務所、宿舎、倉庫等に迄

次に施工i回に就いて考へる時、先ず煩に浮んで来る事 及( まされている。例えば、宿舎は保健衛生に就L 、て厳軍

は同米施工法の差異であるが、夫は結論的には物資の差是 に1[ 4; =督され、殊に便所は全部水洗王えにした上、その浄化

かで恕まれた固とそうでない国との差であると思われ 設備に迄考庸が払われ、開口部は全部フライスクリ戸ゾ

る。この考え方の裏付けをなす具体的輔の紹 介 が 繍 等の防蝿設備を設けると云う具合で、叉1週間に1問、軍

の目的であるが、以下、その対象を主として兵舎建築に よ句 D. D.T . が撒治れている。但し、与はの事項は軍用

置き、施工11際序に従って質点、的} こ述べたいと思う 。 地に建てられる場合でーあって、民有地にある宿舎等に闘

ｬ ｾ ＺｩＧ ｬ＠ 1  1950年 11 月に重要つ t: 季節外れの台風によ IJ ，J こ しては J) ，ょの点に就いて殆んど無関心の状態であるのは

述の手段を総じて置かなかった私迷の組立式現場事務 興味深い事突である。併し乍らJ 沖縄の機な気候風土; I t

所は無残にも我々の眼前で床から H 士会部吹き飛ばさ の他窓条件の揃った所に於いて集団生活を蛍むに当って

れた。 従来、仮設と云えば、兎角、不完全で不衛生なもの しか

9  2 仮 置量 造らなかった我々に対して . . 1. : ) よのアメ リカ人の仮設に

7  

。
、

./  ， 



爽jすの考え方は幾多の教訓を与えている様に思われる3

叉、 各工事に対 して多数の草麻華街: 貸与 される関係

上 、モー F 【プールの設置が要求されるのは我国には見

られない風景である。

[ fi 宅1 2  

I I  水・電気 民間にあっては非常に不自由であるが

寧関係業者の施設には無制限且つ無償にて支給されてい

る。

[ 註1 Ｒ 最もｾ逮している那覇市ですら 、 電気は Ｑ Ｒ 時迄

で以後は消き れ、叉水道は未亡に市の一部にしか供給

されて居らない状態で、ー般民家では井戸が大切な財

産のーつになってい る。

ｾ＠ 3 土 工 事

第一の特徴は重機械の使用である。申ず迄もなく 、今

建 、我 A が経験 して来た入力に依る施工方法は、此方法

に比絞すれば、 能率、 工費等の点に於て問題とならな

い。今、我々に貸与 された主要重機械に就いて、その歩

多} を記すと大路次の通りである。

第 1  室長

名 事 訴 | 歩 掛 摘 要

プ7了τ て亨て=- 1 ｾ Ｎｾ ｾ＠ __  ，ｾＮＮＮＮ｟＠ I一一一一一一一

、 r/8時 |
( D 8)  1  L w V  ｾ ＧＯ ｕ ＮＮＮＮ，Ｎ＠ I  

キ ヤ リ オ ー ル I ｾｾｾ＠ 1  

1  2lJ O  1  

0 2cr )  I  ' : ' uv I  

パーク ・ホー I 12o I  

トレンず司: / t/' .  1  パ

マシゾ | 深6' .rtJ 2'  120' I  

写! 1t ( 1) (2)  (3) 惨烈の1 J >

敷地1造成の内で興味らるのは、高い盛土の上でも平気

で鉄筋コ γ クリート の建物を建てる事で、勿論、此に対

しては宍相当な技術的手段が慎重にま箆ぜられている。或

る工事: を例に挙げる と、約20]尺の盛土の上に建つ兵舎の

I駐 31

敷地造成に当り 、シープス ブート・ ローラ戸による充分

なる展圧が要求され、同時に何回もの地耐力試験〈プノレ

トーザーを使い、 半日位で簡単に測定出来る。〉 が行わ

れている。止t工法は泥土の様な秋い叫L盤の場合にも応用

されている。 即't_， 、 軟い泥土は全部、 ょの方法に準じ

て、良質の土と置き換えられている。叉、岩容の出てい

る土地の敷地造成も同様に して、ジヤツク ・ハ ゾマー 、

ルーター、 プル トー ザ{ 等の組合せで非常に簡単に行わ

オL ている。沖縄は起伏が多く 、広い平坦地少い珊琉礁 の

島である上に、眺めの良い台地に建築敷地がよく選ばれ

るので、与L上の様な工事は始終行われているが、何れも

・短期間に、且つ能率 よく行われてし うる。止ヒ等l士重担金械を

使 用する土木工事の大なる特色であ ると恩われ る。

次に 、外部1給排水及び電気王事等の配管工事: 道路工事

〈砂利敷迄〉等は建築工事に先立って始めるのが普通で、

我国の筋工法とは逆である。此方法の方が仮設えの利用

等を考え合 す時、 寧ろ合理的 な様 でｾる 。

8  

時 三T

K  

l 註 1 3 シープス 7 ー ト・ロ ーラー 写呉 (4 Ｉ 参照のｾ

重 畳 水ナキ場合〈胴1ケ〉 約 1000kg

7) <ヲN; シタ トキ 〈胴1 ケ) ! ! OOOkg  

脚 ノ 数 〈胴1ケユ付キ〉晶ケ x 22列 = 88 ケ

脚ノ支圧力

支圧面積〈胸1ケニ ツキ) 5. 5 c mx  5. 5c m=30.  25c m
2  

地盤ガ良ク固 メラレ F 場合ハ、 胴1 ケニ 付キ壬本ノ腕ェテ

支ヘラレルトスルト。

- ( 周1ケェ ツキ) 30.  25c m
2  

x  4  =  121c m
2  

支 圧 力〈水ヲ充シタトキコ〈水ナキトキコ

2000kg  ｟，ｾ＠ _'._ 1__" 1000kg 

一一一一:69. =16.  ukg/c m:.l 一一一一一一 = 8. 3kg，' c m
2

121cm"  --. - - - 0'  -- -- 1乙1 c m" - .  - - . 0 

以上でわかる様に 、 脚 の 土中にめ ｨ 込む深さ ｾｪ もる事

によって、 地盤の地耐カ 会長日る ことが出来る 。

同時に接面面積が綾め てIJ 、なるため効果の ある 炭圧を

笑施する こと が出来る 。

次に、建物基礎に就いて述べるに、殆んど総 て独立基

礎で、5' x ' 号、6' x 6' 等の寸法適り正確に 、 且つ、垂

直に基礎底面迄登抱りし、然も 、羊奨を切った面の様に

する惑が要求される。但し 、山の来易い土質、叉{ t ，岩磐

等で羊奨の様に掘り得ない土質等の場合には、少 し広い

目に掘って仮粋を入れるのは我国の夫と同様でるるが、

薬石の上に捨 コy クリ戸トを打たないで、 直接、法礎 コ

ンクリ 戸ト。を打つ点が臭っ ている。此場合、土質により

コゾグリ ー トを打つ前に、基礎底面一杯に防水性のクラ

フト・ベ戸パ F を敷く事になっている。理由ば、砂質等

ではコゾクリ ート の水分がl Q: l . 牧され易いからである。

ｾ＠ 4 主 体 工 事

柱、及び梁等は鉄筋 コγ クリートであ るが、壁{ 主的火

壁及び耐髭壁以外、外壁、厚f，"、 間仕切壁、厚4" の コゾ

クリ { トブロック積で< bる。そして 、コ γ クリ ー トとコ

ンタリ F ・ト プロックと の・縮工)1関序は後者を先: こした方

が「おさまり」が良い様でるるが、; 特以上の場合では、

段取りの関係から、コゾ クリート打ちを先に行っている

t 註 1 4  コン クリート・ プロツ F の標準寸法は7" %x7"

% x  15" % 及び3" %x  7" %  x  15" %でこの他、奨型のも

のが若干 ゐる 。 目地は縦、横 共 %かで ゐる 。 従って 目

地真々の隠離は 4" 8" 16" となる。

I 仮枠エ事 仮枠をコ γ クリート の強度、及び仕上

げの両国 より考えるのに 、7.l'<セメゾトよじを一定に保つこ

と、即ち 、施工中に於いて i仮枠よりの漏れを最小にする



とと、並びにコゾタリ ート の打上国を良くするために何

よりも仮枠は平滑にして隙聞のない面を持たねばならな

い。以上の理由により 、化粧コゾクリ ート 用仮枠として

は、通常防水ベニ ヤヵ: 使用される。 アメリカのベニヤ板

の寸法は 4' x 8'  x %" である。

沖縄に在っても日本製の厚いベニヤ板を使用した例が

あるが結果は惑い様でるる。原因は防水加工カ巧之充分な

為 、雨其の他の湿気の影響によりベニ ヤ板自身が反って

7 1 j と同時に、そのカヵ: 強くて仮枠の構造をも破援して

了う点にらる。次に、日本製ベニ ヤ板を使用して比較的

好成績を挙げている例をを紹介する。且日ち、パネルによ

り下地を作った後、 3' x 6'  x 弘H のベニヤ板を釘付けす

る方法で、之によるベニ ヤ板が薄い為、万ー反りを生ず

る様な状態になっても厚手のものより、その力が小さい

関係から、反りは目立たずコ γ クリ戸トの打上国も比較

的良好でらる。而も経験から云ってベニ ヤ板も尿素製品

より 7 エノール製品が良〈、且つ、材質も繍が最も良い

織でるる。此方法によるペユヤ仮の使用回数は2 - 3回で

るる。

仮枠の締付金物としては、以下に挙げる理由により 、

F ORM- TI E  : z うい般に使用されている。①番線による締

付けはコゾタリ 戸ト打ちの際に使用するパイプレ ー J t -

の為に番線が延びて仮粋が膨仇ること。①仕様議には、

コゾクリ戸トの表面から1" 以内に鉄分が存在してはなら

ないと規定されているが、F ORM- T I E を使用する時に

は、大休止t条件を満足する事が出来る。F ol tM- TI E は

径弘H にして、通常縦横共2以内に配列されているが、そ

の締付要領を説明すす1ば次の通りでらる。郎ち、下図に

土ればワツシヤ ーは点A B : &びB より外えは自由に移動

し得るが内えは出来ない様になっている故、 A B間の距

離 1 Ii . 一定で所要のコゾクリ戸ト厚を与える様になって

いる。そして間A C及びB D聞に、夫々、円から外に向

って板、i践パタ等の}I 民序に組んだ上、更に C 及びD 点に

於いて 、TI E-HOL DE R と称する鉄棋によって締付けら

れるのである。
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らl上の説明によって分る様に F ORM- T I E 仮枠の締

付と同時に S E P A R A T OR の役自をも剰2 ているつ

次に、 コ γ クリ戸ト打ちの後、仮枠を除去すれば

F ORM- T I E のA C及びB C間は外に現れ、同時に A B

聞はコゾタリート中に埋っているが、銀出部分を援じ切

る様にすれば、 A 及びB 点より 1" の距離にある「くびれ

た」点、即ち、コソタリ戸ト表面より V の点で F OR M-

T I E は折れて前述の第2条件を満足する。

与L上の F ORM- T I E はアメリカ の R I C HMOND 会

社の特許品で、 主党国でも他の商品と同様、 夫々似たも

のが製作されているが、英の価値は現在の所未知数でる

る。筒、独立註の締付にも色々な方法があるが、我国で

現在行っている両捻ポ { ルト による締付けも 、あま り遜

色はない様でるる。

II 鉄筋工事 鉄筋は異型鉄筋カ可吏用される。鉄筋工

事で特に注意しなければならない点( 主、柱紛のi継手でる

る。それは、議礎から 2 階叉は屋上迄の様な長い鉄筋を

建てると鉄筋足代もらり 、基礎、地中梁及び 1 階上聞等

のコ γ クリ 【ト 打ちが面倒になるので普通は 1 階床上迄

の柱筋を建てている。勾皆与L上の場合も之に潜じている。

L註 J 5  

III コンクリート工事 知花に在るBUT CH- P L ANT

〈コゾタリ戸ト配給所〉からミキサーで所要の現場迄コ

Y クリートを迩搬する方法は一一此様にして運搬される

コγ クリ戸トは R E A D Y MI X E D C ONC R E T E  と呼

ばれる一一我国のコゾク リF ト工事には見られない施工

法を展開する。

l 註 J 5 知花静石場 ( CHI BA NA QU A R Y) 現在迄の

所、 コゾタリート其の他の建設材料は①比処で生産

されるが、その種類並びに能力を挙げると次の通 bで

ある②

C ONC R E T E  600- S00cy /D A  Y  

-
D  

C ONC R E T E  BL OC K  6000個 i2是正年

A S P HA L T  ( 道路用) 600- 700TON/D A Y  

C O:NC R E T E  PI PE ( 6"- 36" 各種〉

共のf也骨材

ｾｾ＠ (5)  (6)  Ol!llの

これを具体的方法に就いては後で述べるが、この方法

によるコゾクリ ート打ちの計画の中で最も重要なことは

コ: / 1 / リ戸トを遂搬するミキサ戸が現場内各所を自由に

通り得る事で、従って現j場内の掃除は非常にやかましく

監督され、扮除の不充分な時にはコゾク リ戸ト を打たせ

て資えない所カキ司除が完全に行われる迄、全工事に亘っ

て中止を命ぜられる場合が度々起る。蕊に云うミキサ戸

とは自動車のよに所謂ミ キサ戸を載せたものを指す。そ

の容量は 4
1

/
2
cy、3cy 治手普通である。そ して B UT C H

P L A NT から現場迄は空紋し乍ら運搬し、現場到着後、

水戸げから所要の水を加えて練っている。写塁手6) 酬

コゾタリートのスラゾフ・は建物では3 - 6でるるが、パ

イプレ戸ターくその振動数は毎分50∞〉を使用する関係

上、普通は3- 4である。以上の説闘で分る通り、アメリ

カでは最近コユノク リF トの強度をコたにする為、強度を左

右する水セメゾト比を低くし、即ち、 J .Kによる空路率を

少くする事によって密度の大なる コゾグリ戸トを得る為

に、施工可能の範囲内で出来得る限り水量を減らした堅

紋のコゾク リF トを振動詰している。

比との通 りでるるが、骨材の割合は組位度によって毎日

変えて居る様である。 E腕調合の場合は含水量を考慮し

9  



コンクリートの配合車E燥状態

第 2 表 I 註 1 6  

一一一一伴U E μ 与一日 正T 71< 

cl竺s A ーは笠! E _ 1_ _ _ l 空白」笠自J 望生

11 B  i  48⑬11 1  1828 11 1  1457 川 2011

11 B  1  489 11 1  185壬11 1  1509 11 1  1811 

H  C  1  44311 1  190411 1  1517 11 1  18 11 

l 駐 1 6 コンクリートのクラスは A. B. Cに大体分りられ

ているが CL AS S A はマ Y ホー ル、 機械基礎害事。

CL AS S  B は特殊なものを除いたすべての鉄筋コ Y ク リ

【ト 用、CL AS S C は無筋 コγ グ リート 用である 。

筒、第 3 表を見て奇異の感じを受けるのは砂利よりも

砂の量の方が多い事でるるカ人之は砂の中に、砂利と名

付けても差支えないものが混在 しているからである。

写!it ＨＷ Ｉ 珍照のｾ

コγ クリ 戸ト 打に就いて具体的に述べると次の様でる

る。]!pち、基礎、地中梁、及び 1 階上聞はミキサ 【よ り

直接にコ y クリF トを打っているc 従って前にも少し述

べた様に、建物理主地内にミキサ { を入れる必要がるるの

で鉄筋足代其の他の仮設には我国とは違った計画を しな

ければならない。2鞘 以ょの コシ グリ戸ト 打は2段に分け

て打って居る。写!J4 (8) 参照の事即ち、第1回は柱及び壁を

梁下端迄打つ。方法は、ミキサーよ り移鼓武のグ レ【 γ

に取付けられたパケッ ト〈容量は約 1cy) を仲介として、

スラプの仮枠ょに設けられたホッ パ ーに、一旦コゾグ リ

ート を容れ、続いてカ 戸 ド草によって所要の柱或いは壁

に流 し込む。 但し、床上 5の高さ迄は、上から自由に流

込む事: は許されないので、漏斗及びシ ユ戸トを作って此

目的に合わせている。

此際、梁及びスラプの図紡其の他は行わない。写民 (9)

惨照の本最初の コγ クリ戸ト打の次に、上記の配筋英のイ也

を行った後、続いて、第 2 回目の梁及びスラプのコ γ 究

リート打を行うが、今度は、パケット より直接、仮枠上

にコ γ グリ【ト を流す。叉、コ γ グリF トの水平打継ぎ

は、 スパンの中央が原則でるるが、 イ嘆のある場合に

t士、イ漂の側より 、イ漂の巾の 2 倍の距離の点にとって

いる。以上が 2 階以上の場合の コシ グリート 打σ、方法で

あるが、之を 2 固に分けて施工する理由は、配筋を全部

行うと、梁より下へ堅練のコ Y クリ戸トを流すのは非常

に困慨でるる上に、パイプレ戸 ! i t- 、漏斗及"tf シユ【ト

ヵ: 入らない為である。写真 ( 10) 参照の7J

コγ クリ F ト打の能率t士、ミキサ』より出されたコ Y グ

10 

リート が、 仮枠に打ち込まれ る迄の時間によるが、2階

以との場合は平均10- 15分でる る。次に以上の方法によ

る階毎の コゾクリー l、工事〈仮枠及び鉄筋工事を含めた

広義の意味〉の速度の標準は経験から云って 、約40日/ 降

でるる。此速度は我国の夫に比ペて、極めて遅いが、現

在の所、コ Y グリート の配給手続、配給遅延及び英他の

関係から、之は延びるとも短縮 し得ない状態でまbる。

次に、コ Y グリート工事中、興味ある床 コン クリ ート

打に就いて述べる。即ち、後でタイル其他の仕上を行わ

ないコンク リート 床は原則として コγ グリ戸ト打の時に

仕上げて了う。理由は、我国でー現在行って居る様に後か

ら土聞のモルタノレ塗を行うと、下地の コY グ リー トと モ

ルタ ルとが肌雌れし易いと云う考え方に基いて居る。 ミ

キサ戸 叉l士パケットより流さた コン グリート を先づ双口

英他の器具で床の所要高さに迄、大体均らした後、コ ゾ

グリ 戸卜 表面を叩いて粗資材を沈め、そしてコゾクリ{

ト表面がモル F ルに似た配合になって仕上し易い状態に

なれば定規摺を行い、続いて木銀押え叉はボウ・フロー

等を行って、表面の小斑を取ると同時に水分を上部に浮

び上らせてコ ν p リート の急速なる硬化を防ぎ、次に金

銭にて仕上げを行って居る。写真 (11 ) 参照の事 コγ クリ ー

トを打ち始めてから仕上完成え迄に委する時聞は 3 時 間

内外である。運悪〈 、床仕上中に於て雨が降る様な場合

には、止むを得ず、 コγ クリート を約 1ρ 低〈打ち、雨が

止み次第、早急に、モルタノレ塗を行って仕上げて居る。

屋上の防オ守下地のスラプt土木室長押えて終って居る。以上

の様にして仕上げられた床は他の仕上工事が全部終了し

た後、グライ: / ! f ーで研o j; れる。続いてハ ーードナ ー CHI!.

鉛叉{ " t マグネシ ウム化合物 2 Lbsを7k 19a1. に溶かしたも

の〉を 2 回塗布すすLば、コ γ クリ戸トの表面は急速に夜

化すると 同時に コンググート中にらる少さな震は析出す

る。最後に床は ワツ グスにて磨かれる。

床に関聯; b る階段はコ Y グリ戸ト打の後、約45分以内

に厚3//' のモル F ノレにて仕上け・る様〈踏商は木銀、蹴よ

及踊場は金銭押へで‘段鼻には、カ戸ボラシ 〆ムの段鼻タ

イルカ: っく。〉になって居るが、 実際には非常に施工が

困難な為、我国の夫と同様、主体工事完了後1" の塗厚に

て施工する事カ暗に許可 されて居る。

9  5 仕 上 工 事

I 外部 外壁は コ: / 9'リ ート、 叉はコンク トート・

プロッ クの上に圧搾空気によるモルタル〈シツ ヨト ・ク

リートと呼ばれる〉の吹付けを行し¥その上に、セメゾ

ト・ウオ - J t - ・ペイント を2回吹付けて仕よげてい石、

ショット・ グリート は普通1/.;/' }享で、モ ルタ ルの配合は

容積比にして 1: 4
1

/ 2 である。此際、砂の含水量は5%以

下と示されているが、その判断は実際には、手で趨って

見当をつけている。若し、'7k分が多い時には、後で述

る様にホースが諾って施主不可能となる。従って雨の多



レ沖縄で、はジ ヨット ・グリ ー ト用の砂の乾燥に就いては

特に考慮する必要がある。

次に ジヨ ット・ クリ ート の施工法に就いて述ベる。即

ち、セメ γ ト・ガY に以上の配合の乾燥混合材を入れ る

と同時に コム プレツサ{ より 圧搾空気を導入 して夫を加

庄 ( 30_ 301b/i n! l ) する。 ガγ の中で加圧された材糾は

ホー スを遜って、その尖端の ノズルに逮 し、此処で水を

加えられる く此時の圧力は151b/in勺と同時に噴射され

てγ ヨット・タリート になる。此際、噴射圧を一定にす

る事、壁面に直角に吹付ける事、及び、ノ ズルと壁面と

の距織を約 3択に保つ必要がるる。叉、噴射される材斜

の流れが一様でない為に強圧点、砂の斑点、過71<点等を

生 じる場合が屡々ｾ るが 、 其時には ノ ズルを他の 方 向に

向けて祝整する。

ジヨット . !I リ戸ト を吹付けたま与の壁面は不陸があ

り、叉不必要な 「創出るり 」で夜われているが、定士見摺

によって之を解決 し、最後に定規F替の痕跡を消す程度に

騒 〈吹付けて仕上げている。この工事を行って痛切に感

ず る事は、①凹凸の少い、大きな函績の壁面其他の仕上

げには能率も良〈 、好都合であるが、隅角部の多い建築

物の壁面仕上げには施工困難でるる? ②非常に汚1 の多

い工事で、 関口部の養生も簡単に出来ない上、 絶えず

「跳ねるり 」芙他で消摘しなければならず、叉附近ー稽

はモ ルタルカ; 飛散 して彼服を痛め易いき事h 、甚だ厄介な

工事であ る。

11 内部 化粧コゾ グリート 用の仮粋には防水ペニ ヤ

を使用 しているが、コ :/ !I トート の打上面に残る仮枠の

継ぎ目は、 コン クリ ート が充分乾かない内にグラ イγ 〆

戸掛けにより除去され、 叉 F OR M司 T I E の穴の様な凹

部は 1:2 のモルタ} 1 . - にて穴埋した後、前者同様の手段に

より、スム ースな面を作って居る。

左官仕上げは主 として、セメ γ ト・ プラスタ ーの 3 回

塗で、壁、巾木等の凸出部は コーナー・ピード〈叉はプ

ルノ ーズ〉、ベース ・ス グリー ドと称する角金物宅保護

している。叉、窓及び出入口に於ては、上及び右翼の三方

向に、失 身、 コ{ ナ{ ・ピ ー ド〈叉( t . プノレ ノ【 ズコ取付

けている。プラスタ ーの配合は、容潰比でセメ ゾ ト、1、

砂、3、消石灰、1/舎である。そ して外壁、コ γ グ日【ト

. プロック の場合にはその内面はアス フアルト のを 2 回

塗布 して防水した後 ，プロツ グの目地より出した番線に

より 、 リプ ラス を止めて、 プラス ター下地を作ってい

る。次に、我国に於ては想像も崩来ない。 コゾク リート

下地のプラス タ【 の亀裂に就いて一言す るが、これは現

在沖縄に在る全業者の共通の問題にして而も極めて重要

なも のである。即ち 、プラ スター 工事: の萄ー前準備、施工

方法、 及び養生等に就いて、 如何に細心な注意を払っ

ても 、下地が コゾクリート の部分は仕上げ完成後、3- 4 .

週間にして壁面に大き な包毅を生ずる と共に全面に豆 り

無数の小包裂が見られる。 〈下地、 ラス叉はコ ンタリー

トプ ロックの場合には、小亀裂のみ起る〉而も大きな亀

裂の附近は例外なく下地の コンクリー トと プラス ' J - と

の聞に完全に肘離れが起って居る。叉、 商白い; $ には 3

回に分けて塗られたプラスター の各局は完全に判別し う

ることで、市も 、英等の聞でも脱離れを起 し易い。

これらは使用する背' 材に大いに原因があるものと思わ

れるが、若し、此f佐定が正しいものとすすLば、全島刑務礁

より成っている沖縄では重大な問題であ る。事実、我国

t註 1 7  

の骨材に比し、その化学的組成に於て非常に劣っている

[ 鮭 1 7 現在、実験 中で結論は釆1:理事って居ないが、骨

材の恐い こと丈は断言出来る。

プラス ター 工事に関税して面白いのは、木製出入口枠

及び新縁等の大工工事は原則と して左官工事の終了前に

着手しない事でるる。

塗装工事は、化粧コ γ クリー トの場合には、菌の修繕

後、 プラス ター 面は充分壁が乾いて から行うのでるる

が、1由性ベイ γ トの 3 回塗 となって居る。但し、最初に

塗るP R I ME R S E A LE R  pAI NT に相当す るベイ γ トは我国

にて( 士、最近になって、やっ と生産された様であるが、

今迄は、一般には 「サイズ」 、叉は耐アルカリ の下塗用

ベイγ トを使用して居る結果は 「サイ ズ」の方ヵ: 良い。

之等の塗装に先立ち、コ γ クリー ト商に就いて アルカリ

性分の有無を調ベ、若し有れば併設亜鉛の溶液にて 中和

させて居る。そ して、英の テス トには リトマ ス試験紙が

使われている。

9  6 む す び

以上簡単乍 ら、 沖縄に於ける建築工事の肉、興味ある

事項 を拾い上げて紹介する と同時に之に従事して来た一

員と しての感想を併せ記 した積りであるが、工事の内容

は各地区の監督事務所の方針に基いて、叉、同一地区内

でも監督官の個人差に より、作業場毎に若干相違 してい

る事を御断り して置〈。 く筆者杉拭会社松村組技師〉

議妨"11切幽222砂'1の底

創業30年 乞古い歴史と新しい授術

ZFテι 弘美241: 52義語王:1請負

語集長正にお手入れの い らぬ美索工事ノ 一 一

株 式 主 主 事 手 守 圃 君 旨 匝 岳

会 駐 ヲ 巳 河 、 ー . . . ｾ＠ " .  

大度市東区瓦町( 堺筋} 三和 由 三 階 III耐 暗伊 捌 香
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沖 縄 の 電 気 工 事 に 就 て

沖縄は米軍の進駐以来一面の焼野原に軍民共パラック

建に住まって居り送配電線、屋内配線も仮設的のもので

何れも箪直接指揮の下に現地電気業者カ現行 しましたも

ので日本の業者が来島しましてから初めて本格的工事を

初めここ一年にて幾分本建築に移りつつらります状態で

御座いました。次に)1債を追って電気状況を申し上げます。

1. 現地住民の間に於ける電燈電力事業

くわー般電震は夜間のみにて各市町村に各所にノ上答 品

のガ ソリ ν 叉はデイー ゼルェ ν ジン直結わ発電機を

据付けて配電して居ります。

( 2) 動力は各事業場で自家用発電機を使用して居りま

す。

く3) 仁イ〉上記電燈、動力源は箪払下のデイ ーゼル叉

はガ ソリ γ 直結発電機で、大体大型で2 5 k w程度で

局地的に据付け発電して居ります。

〈ロ ) 規模の大きい町は之れを2 - 3合据付け単独運転

して居ります地区組合協同体型式で経営されて居り

ます。

ゃっ送電時聞は夜間日没前より大体に於てロ時 〈早

い所で11持、遅い所で午前 2 時〉迄となって居りま

す。

ζ ュコ配電線材務及電力源少い関係上、町村部落はず

れの区域は小 さい自動車エY ジY でキヤゾデ ー屋の

コy プレタサ ーに自動車用 6- 12V 発電機をペルト

糾運転し豆電球で凌いで居る所もあります。

〈ホ〉配電線は未だ完全なる配管線はなく何れも米軍

の組立式鉄管 cf育円型コ電柱の払下を受け之を施設

するか叉は丸太棒程度で末端場所に於ては茶合碍子

等は全然使用せずク ルクルと電柱に捲きつけた程度

で配線して居ります。

〈へ〉上記配電線は目下車i f r - - - 的配電網にする様討画さ

れ発電所電波、と共に着々整備されつつあります。

〈ト 〉電置の供給契約は大体ー燈当り契約で75円仁日

本円225円) - 85円〈日本円255円〉寝でワット数の

契約はありません。大体使用目的により燈数、容量

を割当てて居ります。従って盗電盗用が多〈電力源

の小さいのに加え配電線の太さも小さいため電圧は

特に降下し正規電圧 115'¥7 ( 110- 117V) カ確保出

来ず最低5OV - ω V程度で、高いので80V位が需要

家電圧となって居ります。故に市販で75V用の電殻

が盛んに売られて愛用されて居ります。

〈チコ屋内配線も屋外と同様仮設的で最近の本建築のe
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建物を除いて、かなり 上等の建物でも 、天井裂を キ

ヤプタイヤ ーゴム線叉は 4種線にて引廻して居る程

度でるります。

2. 米軍が現在施設せる電源送電線、 配電線工事。

沖縄は御承知の様に南北に長〈延びた島で特iこ中部

以南に米軍施設多〈各軍管区及部隊関係低圧は 120

ｖ Ｓｾ目 Ｔ 線式〈動力 Ｒ Ｚｊ Ｘ ｖ Ｉ 管区内配電線は Ｒ ， ＴＰＰｖＳｭ

4 線式〈線開4，1回 V 、カ デナ航空隊では部13，800 V

を並用 して居ります〉 となって居ります。住宅は大

休単相三線式を引込んで居ります。

( 1) 上記高圧配電線は目下絵合発電設備と共に13，鉛O

V 配電線に切替えられつつあります。之の工事も苦

々業者の手に依って施行されつつらります。

( 2) 軍施設及住宅、公共建物関係の配電線及送電線は

各管区地域内は目下計画の工事に於て架線工事は ケ

ープル工事に計画され着々施行中でるります。

( 3) 変電塔、小容量屋外変電室を各所に設けて居りま

す。

3. 向上の将来計画

く1) 沖縄では水力電源、は東部地方で目下言十回中のもの

がある様子でありますカ望み薄のものと存じます。

沖縄中南部の綜合電源として目下沖縄島5分の1南部

マ温ナ・ト

に位した海岸線の牧港に東京芝浦電気の施工〈建物

は清水組下請〉で出力11，500KW l'  - ボ発電機〈火

力燃料は重油の噴霧を採用) 4 台、合計 46，OOOKW

設備の鉄骨鉄筋の発電所を建設中であります。着工

は昭和26年春で本年 6 月頃挨工の予定となって居り

ますが欧か来年になると考えます。街この発電所完

成と共に箪施設に供給する と同時に一般民蒋向け と

して余裕電力 ( 5- 6，000KWの予定〉を送 る惑にな

って居ります。

送電線は 66，OOOv で鉄答で 1回線那覇南部より石

川F付近〈沖縄の3分の l 南に位する所〉迄延長、 目立

工事にて殆ど工事完了して居ります。以下各管区に

て14.000Vに逓降 C現在変電所工事を施工中〉し主

としてケ 戸プ. ルにて配電致して居ります。

( 2) 上記民需向け電力供給を機として目下受都電会社

カ可ゆSi l ] に生れ沖縄島政府管理の下に送電設備も徐々

に完備されて行くものと考えます。

( 3) 今迄は電気施設に見るべきものがありませんでし

たので痛療を感じて居りませんで‘ したが、着々と軍



施設完備して参りましたので沖縄現地人の有力者の

間で電気技術者を養成したい気運持ち上り最近仮紘

電気学園を設立する所迄となりました。

沖縄の建設工事主力施工鎚習は3分の1以南が殆んどで

下 記の通りでるります。

1. 7ソ、地区 〈ナハ空港地区〉

兵舎、公共建物、計画中、一部施工中

.2. マチナト地区ぐ日本設備及銭高組にて工事中の場所〉

〈ナハ市のすぐ北部〉

住宅、兵舎、ー部施工中

3. ズキラン地区〈松村及消水組にて施工中の場所〉

住宅、兵舎、病院、殆んど計画すみ、施工中

4. カデナ地区〈航空隊主力地区〉

兵舎、住宅、公共建物、軍施設、殆んど計画すみ、

施工中

5. チネゾ地区〈マチナトと反対の東部側〉

兵舎、住宅、公共建物、目下計画、一首喫約中

ぢ 将 校 住 宅、兵舎等に於ける内地と異なる施設

7. 目下当社の受注せる浅沼組の各種施設に於て内地と

異なる部分下記 2 項目は別々にし! 緩いのでー緒に致

します。

一般に米軍の電気施設は管使用する岩器具が電化さ

れて居る関係よ担当量の電力を必要とすると同時に

従って電気設備も日本の施設とは異なり充分と言え

ます。

叉これらのi設備取扱は構度に自助{ じされて居りま

す。この点から言っても工事f誌が多くなります。

内地なれば建築費に対し電気設備費は約10 %以内

で牧まりますが米軍施設では ＲＵｾＴＰＥ のものらり 、

住宅では ＱＵ ｾ ＲＰＥ 位を必要として居ります。

例 1 住宅の場合

( 1 ) 各室自動調節の冷暖房設備があります。

( 2) 各住宅一肝毎に電・設設備があります。

( 3) 電気レゾヂ ( 9 K W) 及冷蔵庫を設備してる

ります。

( 4) 湿気を除く為各室、各ロッカ ー等に乾燥用ク

ロ【ゼアト芭- ! 1 ーを設けてあります。

( 5) 炊事: 室換気用エキゾ ースト7 アンの設備。

例 2 兵舎の場合

囚

最 高 水 準 品 ・ 品 質 優 秀

角 一 コ ' ム タ イ ル 特種ゴム床材

角一ビエールタイル

仁角一コ.ムタイル総代理庖〉

株式会社 コ マ ツ 扇 会

大阪市北区梅ケ校町98 ・宇治電ピル前

電 話 姻 j ll @1247呑

( 1) 照明は殆んど蛍光鐙ル 【パー器具を使用 して

居ります。

( 2) 食堂にはユニッ トヒ- !1 ーを設備 してありま

す。

くわ火災警報装置、各建物の各所に設備されて居

り、拡声装置を設備 しであります。

例 3. 英の他の場合

くりノj、工場及修理工場では標準化された配線〆ク

ト〈ウエスチ γ グハウス社製プス〆グ トコ等を

使用し、安全且墜頓された工事方式を取入れて

居ります。

仁2) 各国絡の保護は全部ノ 【ヒ ューズサ ーキッ ト

プレ ーカー叉はサ 戸モタヅ トマグネ ットトリッ

プ方式を採用しヒュ ーズは一切使用して居りま

せん。動「同産突で分電盤が「コゾパグ トJ に体裁

よく出来るが価額の高いのが難点でらります。

( 3) 街路燈照明関係は γ リ戸スサ ーキット システ

ムを採用し之れが電源はレギユ レー タ戸ピルを

設けコゾスタン トカーレゾ トト ラスにより供給

し日没、日出を時計式自動点滅操作する方式で

あります。 Ｑ ル 戸 フ・回路当り ＱＰＰｾ ＱＮＲｏ 径 ｋ ｬＵＰｗ Ｉ

を持たそて 13，800V トラゾスにて供給 し て居

り、同ピノしは2) K W、2台設備 して2J司路を標準

として居ります: 。此の回路に使用するケ ープJ レ

は単心のパ ー クウ エー ケプルを ｩ 直埋 す るのでｾ ，

ります。

( 4) 持別高圧配電線は地区によりケ ープ勺レ式を採

用し、内径4吋のヒ ユー ム管 〈米軍ではソプス

トゾと称する鉄筋の入らぬコ : /11 リート パイフ

を使用して居ります〉を布設し コY グ リ戸ト に

て捲き Ｑ ＰＰ ｾＲ ＰＰ 米毎に マ ゾホ ー ルを設置 し て居

ります。 ケーフツしは配電線は 5') 平方粍3芯 彼 借

紙ケ ーフツレを標準とし変電所間の連絡用に60平

方粍3; ，むを使用して居ります。

8 変圧器其{ 也の規絡として内地と異なるもの。

くり変圧誌は無負荷及全負荷の損失を重罰鬼して居り

ます。

( 2) 米国では現在電線の接続に半田接続方式を採用し

て居りませんで殆んど端子接続やワイ ヤー の接続に

はソル〆レス F ーミナル叉はワイヤ { ジョイ ントク

ラゾプを使用し、沖縄もこの方式を採用する様厳命

されて居ります。

ＨＳＩ 接均 ｨ は銅彼夜鋼様 〈 長さ Ｖ ｾＱ Ｐ 択 、 直径 Ｔ 分の Ｓ 吋

叉は1吋〉を打込むこ之となって居ります。

規定の接地低抗が出ない場合は仁沖縄は刑務d礁 わ

関係よ好い接地』抵抗が出ません ) 2 吋半与l上の水道

管に補助接地する事を認めてあります。

( 4) パイプ及アウトレヅ トボックスの接地 ζ ポゾド取

( 14頁下段へ続< )
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沖 縄 の 衛 生 設 備 工 事 斎 藤 光 夫

私共の関係致しております沖縄工事と申しますのは

カデナ空軍基地 184人兵舎 日係

マチナト地区家族住宅 ( 40坪) 2J O僚

の 2件でるりまして目下前者は約 70%後者は約9: >%の進

捗率を示しております。今年は更に

オロク地区 四4人兵舎 5僚

11 1000人食堂 1棟

ρ  独身将校宿舎 7糠

カデナ地区病院その他 3棟

等を引続いて施工することになっております。

私共の工事を通じまして持に感じました惑を次に二、

三申述たいと思います。

まず第ーは“ 如何にすすLば完全な工事が出来るカ，" と

言う議: ヵξ 替え方の総てでるると言えるのでありまして、

資材とか労力の点から見まして日本的な考え方からすれ

ば、当然こうす寸1 . ( : r 安くつくと考えられる様な所でもそ

れ が少しでもよい結果をもたらすものであるなれば、費

用の点は第二義的に考えて、 よりよい仕事が出来上る様

な設計になっているのでるります。 この点持てる国の仕

事は大変結構だとの感を深〈致しました次第であります

例えて申しますと先程申上ました 200練の住宅の屋外

の配管施設を私の方で施工致しました時の事であります

が 、浜寺の。住宅地のみ- 4倍もあろうかと言う地域に大は

口径36吋のコ γ グリート 管から小は給水の 1吋の引込管

に至るまで、給水、汚水排水、雨排水等約 7万択の管を・

埋設したのでるりますが、元の地盤には非常な高低がら

りまして、可能な範囲迄に節約すすLばそれ程深い所に管

( 13頁より統< )

り〉は不要と認められて居りますが電気的に充分な

る様要望されて居りますので、送りカップ リγ グ使

用は認められずユニオ Y カップリ γ グ使用を厳達 さ

れて居りますc

( 5コ直埋ケープノレl士一般にプム覆彼のオコナイトケ ー

プルを採用して居り内地にても住友電線にて、心線

開及大地に対する主絶縁It 天然プムで絶縁し此の外

周を「クロロ」系人造プムで外覆したネオプレ γ ケ

ープルを最近製作し初めました。

くの特別高圧ケープノレは今まで単芯のシールド入りケ

ープルを使用していましたが、最近 3 芯被鉛紙ケ ー

プルを採用する傾向になりました。.

〈乃工事方法等では特に変った処はらりませんが使用

ずる器具 、材斜の仕様が函倒で見た事のないものが

14 
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を布設する必要のなさそうに考えられる場合でも遠慮会

釈な〈深〈郷方をして、最良の勾配を持たせる様な音j i!!ま

になっているのでるります。従って最初は余り深い姻方

などがありますと一寸不安な様でるめましたが、計画が

当を得ておりますので図面通りに真面目にさえ仕事をや

れば、設備の全体の出来上りに対してはいささかの不安

ももっ必要はなかったのであります。

屋外配管には序列と申しますか一つの約束がありまし

て、一番深い所に汚水管。 その上に雨水排水。 水道管。

電気の ケーフツレ。 と言う )1民序で埋設して行きます。 その

外相互の管の交叉に対してはロ吋程度のク リアラ γ スを

取つである。従って施工者It 図面さえよく読んでやれば

管の交叉に対する逃げ等は考える必要は先ずない。こう

することによって若し水道管治断水 しても其の漏水部分

から汚水が浸入すると言う事( 士先ず無い訳でるります。

然しながら先程も申しました通り全地域にわたって相当

落大な土量を動かさねばならない事になります。勿論そ

のためのプルド ーザ戸、パプホー等の重機械は貸与され

るわけですが仲々の大仕事であります。 日本でも早くこ

んな仕事がしてみたいとつ〈づく感じた事でるりました

第21t" 設備工事? の設計グ行き届いている" と言う事で

るります。 日本でも最近は指導課の方にも設備係などが

出来まして、建築の確認の場合は設備工事の設計図を同

時に要求されている様でありますが、昔ですと建築の設

計が完了して既に渚工する様な時分になってあわてて設

備の設言十を開始する。ポイラ { 室が小さい、ポゾプを置く

所がない、竪管を通すシ ヤ 7 トがない、〆クトスペ- *  

多く 、それを充分に呑込むのに苦労する次第です。

電気資材と英の運搬

電気資材の現地調達は殆んど不可能で総て内地よか

送遥せなければなりません。以前は箪より特別の計い

を受けて調達したこともらりますが段々難しくなって

恐らく最近では絶体的に不可能と考えられます。

従って輸送中の泡散、破禍等に依る補充、特に急を

要する様な場合には少からず頭を痛めて居り 、従 っ て

相当金の余裕盈を用意せなければからない。

叉其の製品には絡別な検査をしないと折角送杓届け

たものが間に合わない。 内地でられば直ぐにでも取鶴

代品も可能ですが現地ではそれが出来ませんので万が

一芙の様なものが送り届けられた場合には現地 の工事

人逮が色々の工夫をして間に合わして居り ーます。

( ，筆者栗原工業株式会社社長〉



養スがない等と大さわぎをした時代が永年あった訳であ

ります。最も当時は我々のやる工事を専ら附橋工事或は

我々の事をTfJ 帯設備屋等と呼ばれてイ中 身一人前に扱って

もらえなかったのであります。止七頃やっと附帯 と言う言

葉がだんだんとれて設備工事などと呼んで頂いている織

でるり ますが、つまり 附格設備と言って建築の万で、要求

する如何なる詳細にも順応して仕事をさせられて来たの

でるりますが、止t点沖縄工事に於ては工事決定の当初か

ら建築のディテ ールが決っている と同様に設備工事のデ

ィテールも歪れり lませりの図面が出来ておりまして、明

慌に指示されておりますので仕事ヵ: 非常にやり易〈少し

も手戻り等がないのでありますっ内地の様に建築がどん

どん進んで来るのに便所洗面所はタイルの同地割がまだ

きまらないから配管が出来ないと云う様な事はf色体にあ

りません。

衣々はイむに鉛管屋或は鉛工仕事と呼ばれている程過去

に於ては鉛管を多量に使用して所謂曲げものをやって如

何なる形、如何なる場所にもその場その場で自由自在な

配管をして来たのでありますが、最近のアメリカ ヌド匡で

もそうである如〈沖縄では鉛管は少しも使用しておりま

せん。従って日本の様にその場その場で詳細が交って行

〈様な事では我々の配管はJ汝給がつかな〈なる訳であり

ますが、一定の配管詳細の 7 オ ームが決っておりますか

ら、その通り配管すすLばそのままおさまりまして日本的

な心却は少しもないのであります。住宅の場合を例にと

りますとスラフーは一枚のベタコ ｙ クｾ - トであります関

係よ盤地カ終って嵐圧をかけ地盤の検査が済むと 、給排

水に必要な摂伐をしてその中に配管をやり 、排水は満水

テス ト、 給水は水圧テス トをやって OK となれば埋戻を

して床コ : /! l リート を打つと言う }I 関序になりますから日

本の様に建前がすんだら配管を始めると言 うのとは少 し

違いまして現場は唯遺方がある丈で 、この選方を唯一の

頼りにして失 h の器具の真を出し立上り管は予定の壁

厚の中におさまる様に夫 4 の位置を決定して国管をする

のであります。そしてそれに使うパイ 7' は給水給湯は鋼

管 、排水は後から容易に曲げ加工の出来ない鋳鉄管で乞

りますから一寸哀が 1 吋違っていたからと言ってもどう

にもならないので配管は余程慎重を要する訳ですが今迄

率い間違いがあった惑はありません。時々あのパイプは

どうも窓へ出てくるから取外してくれと建築の方から申

入れがるりますので行って見ますと現地人のプ ロック工

治積み違えをしておった一一九、やこれは本当の話です

←ー と言う様な事がありました。 我々の方は 200棟も同

じ仕事をやるので一定の寸法の直管と一定の型の異型管

をつなぎ合して行くので晶も違いお設がないのでるります。

工員の方 も国1 ¥れきってしまって一番始めは床下の配管に

5 日も要 したのが次には 4 日になり しばらくすると 3 日平

均で容易に凶来ると言う状態になり 、従って係員は材斜

をｾてがう事と寸 法 的なチ ェ ッタと水圧 テ ス ト ｦ こけ し て

おればよいと言う訳でるります。

第 3 ば“ 設備に対す る工程ヵ: 非常に合理的でるる" と

言 う事: でらります。最近内地工事でも 設備工事がだんだ

んってきくなって参りま したので建築主の方では建築工事

と別個に我々専門工事業者に直接発注される場合がJP常

に多くな勺て参りました。従来の下請工事の場合でも そ

うでありました如くいまだに明日は便所の防水をやる か

ら今日中に配管を済ま しておけ。或は間柱が建った と思

っていると部管の済まない便所廻り でも両国から木摺を

ばんばん と打付けて しまう っJ 広我々はいつ配管を した

らよいのかまるで時聞がないのであります。そうこう し

ている内に挨工期限がやって参ります。所が便所洗面所

の F イ; t - が貼り よ るのは族工の2、3 目前、リノリウムや床

仕上が出来て放線器が置けるのもやはり 4、5 目前であり

まして、この残りの時間に器具類の取付を全部終るので

すから設備屋なんて一体いつ仕事を しているのかと言 う

綴なものであります。大変余談にわたりましたがそれで

は沖縄工事官はと申 しますと ，先程一寸申 しました様に

住宅の工事に致しましでもコ γ クリート スラフ' を打つ前

に我々の工事の為に一定の期間が用意されておりまして

間管からテストまで絶対に時間が確保されているのであ

ります。 したがって十分な時聞を費した仕事に叉十分な

テス トを行いますから埋設部分からの漏水 と言う織な事

は絶無でるります。兵舎の工事に致 しま しても二階ス ラ

フe の型枠が出来上りますと配筋をやるまでに我 々の方で

盤を打ちまして イγ サ ート ハゾガ ーを十分に打ち ます。

竪管のスリ ーフ' も内地の様に木の箱でな しにすべてパ イ

プの大きさ丈のものを所定の位置に入れ ま して後で長1f っ

たり、余分な穴を埋めたりすることの無い様に致 します。

内地工事ですとインサ ートハ γ ガーなどを入れ るのは鉄

筋屋におどかされながら大変いやな目を しながらやるの

か勺普通の嫌ですがここでは我々の仕事カ苛45って検査がす

まないと次の鉄筋屋が仕事にかか れ ないのでｾり ます 。

第 4 は“ 自働装置が完窒である" と言う事であり ま

すっ例えば兵舎の暖房を見ますと この装置は蒸汽ボ イラ

ーを据えまして一一燃料はオイル であり ます一一この蒸

汽を温水にかえ、このm7. kをボ ν プにて強制循環するの

でるりますが、先ず部屋のi寵度が所定の温度に逮す ると

循環ポ Y プのス ヰ ツチが切れます。すると コy メー ター

の温度が上昇 して蒸汽が止りますっ蒸汽の消費が止る と

蒸汽ボ イラーの圧力が上ってオイ ルバ ーナー が止 ると言

う様な順序になっておりま して室混が下る と叉こ れと 同

じ}I 関序で動き出すわけです。筒日本です と自働装置には

必ず手動への切換がありま して自働が故障す る と人が管

理をして動〈様にするのが普通ですが、ここでは一切手

動への切換スヰツチはありません。精巧な自働装置であ

りますのでこれに対する信頼度と申 しますか考 え方カ哉

けと違う様に見うけた次第であります。

く筆者株式会社三尭商会社長コ
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沖 縄 通 信

浅 沼 茂 夫

S H I Q: O A S A N U M A  

1 . 沖 縄 の 近 況

沖縄戦は第二次世界大戦に事実上の終止符を打ったも

のでら旬 、るの狭い沖縄島に注ぎ込まれた鉄五熱と血の

ＺＡｂＺは査し前古未曾有のものでｾりました 。

英の為めの死者は1S万余〈日本軍10万間二、米軍 1万1

千、住民 6万 3千、佐家8万余棟、〈全住家の九割〉ば全

滅し北部の山々を除〈、中南都の山は崩れ、谷は埋りー

木「草も止めない惨状を‘ 呈した、英れ丈に沖縄の象った

有形無形の変化は極めて多かった。 fキ縄人治: 従来持って

居た世界観、国家観、人生観の根底からの動揺が大きか

ったのであります。新 しく注入された民主主義は、沖縄

人がこれ迄持って居た人間観とは全然違った立場に立っ

たものである丈急速に受入れる事は困難であった。此の

為め社会的混乱が生じ、更にポツタム宣言に よって北緯.

30度〈今は29度〉 以南の南西諸島が日本から切り隊され

政治面、経済面も著しい変化が起 k 住民の生活面に大

きな影響を与へた。今沖縄は軍の大平洋の防波堤築造の

為忙がしし住民は元の生活を取り返す為、復興の仕事

に働いて居ります。

英の? 坤i樋は如何なる所であるか大路を見て行きます。

2 地 理

沖縄若手島は沖縄島を中心に群る島で九州島と台湾島の

聞に弓状に点々連る、琉球列島の中央部にるたり、北は

大島を主島とする奄美群島、南( 士宮古島を中心とする宮

古群島、石垣島を中心とする八重山群島で、 日本 とは北

緯29度で切り隊された。

沖縄島は幅員広い所で 3塁、南北に長 < 40星に亘り 、

商三分のーの所に幅員 3 キロの所がらり此れから以北は

日本内地と地質、地形に似て山が多く俗に山原くヤマパ

Ｉｾ＠ ) と材、せられて居る。樹木も温帯縞物が多〈 、地質も

古成層からなり、南部は、丘陵地稽でサ γ プ石灰岩が、

方法二さり、 諸々に天然洞窟が出来て、今次戦争にはこの
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洞窟が幾多の人命を救った。

南部は人口も 調密で、 米軍の用地も、 殆ど此の地帯に

らり、首里那覇が此の中心となって居る。

この石灰岩は沖縄では唯一の石材で、建築用、土木用

を切取り使用して居る。

3 気 候

亜熱槽気候で、平均気温は22度で鹿児島より約 5 度位

高〈沖縄の正月は平均15度で、北海道の真夏の気候にあ

たる。

夏はく 7月〉 平均気混23度位で、気節風が吹き割合凌

ぎ良い気候です。植物も亜然、帯性の物が多く 。空中に長

〈、ヒゲを乗れるガジマルや、年輸のないす、木、 其他

橋、年中赤い花の咲く、ハイビスカス〈此れは布庄の国

花で、日本語では仏桑議 と云うも の、宮崎県の青島にあ

る、ピロウ の木く薬は団扇に造られる〉がありま す。

沖縄一裕の気候は有名な東南アジ ヤ気節風槽でるり 、

冬は北東〈満州‘|方面〉からの風がひどく 、夏は南東風が

強い。

沖縄は完全に此の気節風に左右され家の建築も南面 し

て建て るのが通例でるる。

春と秋は季候がＮｾり安 〈 、 半年程も吹きつける此の気

節風が北東気節風は真冬最盛期を過ぎれば次第に衰へ、

晩春から初夏にかけて梅雨に似た雨が降旬 、比の雨が物

凄く大雨で、湿気が多い。6月21日の夏至の頃になると，

南点風に変り 、 本絡的な夏が来て、 英れと共に民風の

シーズンで、毎年数百億円の損害を裁って居るといわれ

る。

1年を通じ 200日以上の降雨日数であり 、年 2. 300 ミリ

の雨が降り瀬戸内気地方が年 L500 ミリ 位であるからそ

の有様が想像出来る。

以上要約して、年中気温の差がな〈 、年中四季折々の

花が咲き、畑は年中耕作され、雪が無いので、凌ぎ良い

天気でるる為、のんびり し、人の行動ものろくなって居

る。

英の好例と して沖縄では養蜂業は成功しないと去はれ

日本から持って来たｾは 、 Ｑ 、 Ｒ 年はせっせと蜜を集める

がえ 3年もすると、年中咲き乱れる花蜜が駁えるので遂

に働かなくなると云う事が比の辺の気候を表現して居り

ます。



4. 沿 軍

沖縄群島の象現は太古ア マミコ と云う神カ茨降したと

云われ、アマミコ はカj'I'1南部の海部と云う 一部族で奄美

大島を経て南下し沖縄に落着いたと伝えられる。 島々

の根幹を為す住民が九州南部の人と関連する事l主、 土

器 、土俗言語の類似からも大和民族の一分派である惑を

示して居り 、 日本との関係は推古天皇の御代の頃、初ま

った様で、遣唐使安倍野f中麻呂や底{ 白銀系が漂着したと

日本紀留に載って居る。

莱後鎮西八郎為朝が伊豆の大島から黒潮{ 二乗って沖縄

に着き沖縄南部を支配した豪族の抱ｾと結婚 、 男子を設け

其れが王になったと伝えられて居り 、 其の澄跡逐; R 或

は、マチナ トの名称も残って居る。共後支邦との交通が

行われ、所諮華僑も来て居る。向沖縄( 士数百年前、南方

の安南シヤム、ピルマ、ジヤワ 等とも公式に交通の礼を

修め、E 本にも泉州、| 堺に来た様で、三味線の伝矯を凡て

見ると此の辺の消息を物語っているc ( 三味線は安南か

ら沖縄に、それから、堺に来た様である〉

座長年聞の豊臣秀吉の朝鮮征伐には硫E去に糧食を課し

て居り 、徳、)1 !家康の時l士、島津氏を通じ入買を促し、島

津氏の琉球征伐となり 、首皇統下に攻め入札拡下の警

をさせられ、結果奄美大島は島海氏の直結地となり 、琉

球は沖縄宮古、八重山を以てー王国を作句 、徳川幕府に

対し、明治の初め迄陪臣の位置に置かれたのである。

5. 産 業

沖縄若手島の産業は七ヶ年を経過した今日 、復興に幾多

の困難が伴って見る可きものがない。

農 業終戦前農民の疎開、避難で農業経営が全〈放

棄された形で亦耕地は戦場となり 、田畑( ま原野同然で家

蓄や農業施設も殆ど全滅と云う状況でちる。終戦翌年三

月迄各地; こ分散収容されて居た。幾民の原住地危婦が漸

く許され、幾耕に従事したが、耕地it . 市町村長が管理農

民に割当、彩WF した。然し食糧事情は務窟で沖縄農業( 1 :

食糧の悶産と 、耕地の開銀に軍点が向けられて居旬 、19

・47年には主食全要量の35% を生産し、現在は65 %迄にな

り、広35 %は軍の補給に依って居る。設業.  . t ) 状態や、農

家の経営は戦前に戻っていないc

〈戦開14万四J 歩の耕作地が現在( 土2J j 8千町歩で、主食の

増産に主力をそそぎ耕作4 i ! . の大部分ばサツマ苧の連作に

使用され、換金作物の砂糖キピの生産11 : 微々 たる物で、

農家の経済は苦境に陥り〉軍作業の従事カ辺見金牧入とな

って居る。

稼 業 単時中の大乱伐、戦争による火災等の為、す

す きが原と 化して、建築用材としては殆どなく 、薪炭用

材 も僅に北部にある丈で軍政府ではク リスマ ス に 使 用

の木も米国から取寄せる有様で、森林造成に努力して居

る。

畜 百E 戦首ij 3万頭の牛が、戦時中50頭、2万 8千頭の

馬が僅に500頭 、15万頭の豚が1，500.頭内外に激減して居

たが、布陸、日本、アメ リカからの移入により畜産け進

みつつおる。

水産業 戦争による船舶の損失により 、戦前名産の鰹

節も未だ本絡的にはなって居灼ませんが沿岸漁業によっ

て居る。

商 業 昭 和21年迄は徹底的な統制経済が施行されて

居ったc 昭和23年から民間の自由企業が許可され、商業

も漸次起り 、貿易も漸次活発となり 、 日本の輸出向略譜

類、 反物、衣服、 日用雑貨等は者s市農村に氾i監し、軍作

業による現金牧入によって、消費市場は繁昌し 、一般民

家が、パラックよ トタゾ茸きであるに対し、劇場、斜理

屋等は、繁昌して中身立派なものである。

工 業戦前沖縄の工業は製糖業が第 1 であったが、

現在ヲ台ど見る可き物な〈 、家内工業の 、食品加工、木工

場等の如きものである。

6. 交 通

海運は日本より大阪商船、日本海汽船、三井措欄等が

日; 本と迎行し、陸迩は汽車はなく全部自動車により 、車

輔の数は物凄い数になり 、事がなければ、用が足せない

状況である。

7. 政
:，1.‘ 

'ロ

占領軍の民主4 義政治によって人権を尊重されては居

る。統治の主体は占領軍である。当初琉球軍政長官カ統

治の責任を取って居たが、米国琉球民政府と改められ、

現在( 士 リジユエイ大将が長官 となり今日に及んで居る。

住民の政府は従来の群島政府を解消され琉球政府がらり

本年4月1日に出来た。 立法、 司法、 行政の三権カゆ立

し、紘一致しましたが、軍の政策に反する時は寧の痘否

に会い匁碍手は行政上の責任を人民に負うのでなく 、直接

枕

特 許 武 智 式 鉄 筋 混 擬 土 杭 基 礎

特 許 日信三角型鉄筋混凝土杭基礎

特 砂 利 充 壌 に よ る 特 殊 施 工 法

長 支 持カ強 大。工 事 迅 速 。 工 費 低 廉

( 説明書及び防潮機上及踏土地帯に於ける突蹟表進呈〉

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 稿 留 並 喜

大阪市西区西長沼北通四丁目老O 細野ピル三六号

電話新町@ 九九五一九九八・番
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軍に負って居るのである。

終戦後占領軍政下種々変遷があり 、此の4月1 目立法 、

司法、行政の三権分立の統一政府が出来ましたが、実質

は箪政府による政治であり 、初め箪任命の知事は人民に

資任を持つ政治でなく 、. に責任を持つ政治となり 、次

には人民の選んだ知事に より、人民に責任を持つ政治tこ

し、直接の責任は比の政府に当らしめて居る。軍は間接

に人民に接する所謂晶帯政治を以て行っている。

8. 労 務 総 況

戦前沖縄では工業の見るべき物j な〈、一船農家は自営

自作で、労力を提供して生活すると云うのは極〈僅であ

った。

大東亜戦は此の様相を支え、米軍は占領と共に住民全

体に箪から英の食と衣を無償で提供の対照として老幼男

女を問わず軍の労務に従事させた。勿論或程度は初め強

制でるったが‘ 半ば自由意志に委せ、所謂民主主義の線

に立ったのは事実でるる。

軍作業は寧からの同情と食糧等の給与があるので喜こ

んで行ったが、青年の聞には、新用語「キリコミ」と云

う言葉が出来た。戦事中の切込が終戦後夜間米軍の物資

集積所の物資を盗み出す事を「キリコミ 」 と称し、之は

勿論敵の物資を消耗する事であるから 、日本に対し忠義

だと考え勇気がらる青年として之を敢行し、51いては一

般労務者が怠惰になり、道徳心の表退と、仕事に行けば

戦果を挙げてやれと云う事: が習性となったからで、今米

軍に於てが日本人の労働力を 100，%と見て、沖縄人労働

者を00，%と見て居る。

然し乍ら一般住民は農耕地の全部叉は一部即ち之を平

均すると高句30，%の土地が軍用地、道路に取られ、換金作

物がなくなり、労働により牧入を得ているが、労像h争議

等は夢にも見られない。

人口は戦前1平方粁当り 240人が現在 300人を越え、軍

労務以外は仕事がないf宵況である。

労務者は労務カ ードを持ち 、主事は賃金と移動の統制を

して居る。日本の建設業者が入り 、軍の時給箭j より上廻

って居り 、労働者も喜び参加 してる。

労働者の分野は、沖縄若手島の人口 54万人中可動者23万

人内 15万人カ遺業、軍作喋には 4万人程稼働して居り、

之を男女別に見ると 、男2万5千、女1万5千で、失業者は

今の所職業の好みをしなければ左程居らぬことになる。

之の労務者は普通労務が主で持殊技能者は割合に少く 、

大工の如きは戦後只玄能と鋸を持ったから大工だと云っ

て居り、之を「アメリカ大工」と称して居る。

米軍の トラッ クにより運転を覚えた者が、自動車運転

手の持殊技能者となり 、重機オベレ ータ其他皆同 じであ

る。女子は米軍の洗濯、家庭のメード等が主で、女なら

では夜の明けぬ米国の事で働かせるより眺めると云う程
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の軍作業で作業行き帰りは、白粉を付け、口紅を塗旬、

ハイヒールを履いて、マブラ{ を風に隣かせて‘ トラツ

グに花の咲いた様で沖縄な らでは見 られぬ風景でおる。

9. 童青 鎗

札と沖縄の大路を申 し述べましたが、今や沖縄は太平

洋上の防波堤となりつつある。豆志細亜大陸は今や完全に

共産主義陣蛍に移行した。

資本主義陣蛍は日本列島並に之に列 なる沖縄及南の台

湾、 7 イリツピν が此の大防波堤となって居る。

日夜沖縄に於ける要塞構築はつつ' けられて居る。今や

全く犀夜兼行でｾる。

飛行場も日々完備され、あの空の要塞B2:lの如きは ト

γ ボの如く飛び廻って居ります。道路も文字通り四通発

達し米軍の兵舎、永久住宅も次々建設され、港も逐次整

偏されて骨格。此等の建設作業の為め、消費倶楽面が徒

らに栄え、之に引き返え永久的産業施設は遅々と して進

んで屑ない。教育面に於いては、英の就学歩合より見て

も宇目当の関心カL払われて居る。

叉、最近香港が余りに共産主義陣営に近い為、資本家

カ鳴らかの資本を沖縄に移さんとの希望も多い様で、今

や沖縄は、シンガポ ールかタプラルタルの如き様F目を呈

すると共に、やがては香港の如き国療中継貿易地たらん

としての望みがかけられるのではないかc

〈鋒者 K K 浅沼組取締役沖縄出張所次長)

御 断 り

此の号に掲獄予定で・あった新時代の小住宅般

計図案及審査批僻は都合に依 り八月号に掲載す

る事になりました。誠に延引致しました事を当

選者並に会員各位に御詑びしますc

・ 集 部

大1 1 0匝園E ガスピ1 1 - . K K ク Y トク

耳目宮前回小川町1三翁ピル東京ケ Y トク 電 問 団 ( 25) 1361

名古書・前泥江町2 の1 K K テ エ 〆 ト タ 電 本 局 ( 23) 4578



工 業 デザ、インの問題

石 川 純 一 郎

J U N ! C H ! R O ! S Hl 民A W A

「ベタ ー・リ ピγ グ」の問題l士、ひとりア メリカ だけ

のものでなしに 、白木の我々の問題でもある。今日の文

化 は 「 ペ Ａｬ ｾ ・リ ピＺＯグ」 を基礎に し て打ち立てら れ ね

ばなるまい。学問上の業績も 、産業上の成果も 、それが

一般的な我々の家庭生活、社会生活、精神生活に如何に

影響するかによって 、 その価値を判断さるべきであろ

や。政治、経済、学 術、芸術などあらゆる社会活動はそ

の目標を直接に間接に我々の生活を豊かにし、 便利に

し、健康にし、楽 しくし、美しくする、 という方向のも

のでな行ればなるまい。

しかし我々自身の側から考えて、京突に 「よりよき生

活」を念顔し、追求し、また要求しているでるろうか。

我々はより多くの金銭を得たいと黙望している。労働者

は賃金位上のためには敢然とス トライキを決行する0 - よ

' i ? 多くの金銭を得たい と望むのは何のためでらろうか。

この熱望は結局我々の生活改善意欲に連るものでらろう

か。事実( 主我々えの金銭えの撚望カ湛しく末梢的な欲望

の満足のために掻き立てられているような感じがないで

もない。

勿論 「ペF ー ・リピング」一般などというものはただ

考えて見るだけのもので、実際には具体的な個々の事物

の改善が積み重ねられていくことによって、生活全体の

改善がi尋られるわけで1まあるが、現状はあまりに末摘す

ぎるのではあるまいか。勿論経済的な貧困カ我々の国そ

のものの問題であってみれば 、 我々国民 Ｍ ｾ設が 、 衣食住

にしてからが、不 足I放ちな生活を余儀な〈されている現

状では 、全体的な生活向上を考える余裕などあり得ょう

答もないかも知れない。ーから十まで不満足だらけなの

であるから、少 しお金が出来たら 、その中のどれ' i J ，_ _ . つ

だけでも満足させたいと思うのも無理からぬことだ。衣

食足って礼節を知るで、経済的にあるレベルIこ; 達しなけ

れば、 「ベタ ー・ リピゾグ」など空論だと考えられるか

も知れない。 しかし事実は絶えす1高価な流行の衣装を買

えるだけの高い径済力をもっている人々が、案外他の日

常生活部商では、それほどの改善の安初宵を示さないど こ

ろか、 殆んどナゲヤリ なような例は少なくない。 思う

に、経済上の制約だけからだけでな しに、 日常生活、殊

に物質生活商の不満足には満足し、或いは忍従するとい

う一つのアキラ メは、今日でもまだ根強く我々に潜在す

る道徳観念でるるのかも知れない。 しかし今日では この

道徳観念を強制 される何等の社会的理由はなL 、。我々 は

我有の 「ペター・ リピ γ タソ のために国民生活経済力の

向上を要求していい。栄養価の高い、美味な食溜品の笠

宮な提供を要求 していい。我々を稗益 し、喜( ま しめる 、

美 しい審物の十分なる提供を要求 してし、ぃ。健全な、そ

して愉快なリ タリエ ー シヨY 施設の数々を要求 してい

い。また真に便利に設立って、 しかも美 しい 日用品の潤

沢な提供を要求しでもし 、L 、のでらる。

これらは我々の経済力に相応 して適当に安価でなけれ

ばならない。こ れらは我々の良識に基く 「ベタ戸. リビ

ングJ ( 1) 計函クコ下に、手易〈手に入れ られねばならぬ。

もしこれらの望みがかなえられ るならば、我 々の生活

( ' I 次第に豊かに 、便利に、楽 しく、美しくなって い ぐで

あろう。

これには消費者側の経済力の高められると同時に 、生

産者もその コス ト引下げの工夫をせねばなるま い。 しか

しコス トの51下げが品質の引下げになっては無意味でら

って 、寧ろ品質の向上と価絡の低下 とを同時に考えねば

ならぬところに困難があろ う。しかしこれが生産技術に

負わされた淫命であろう。

兎に角、 ーつの日用品がよりよく使用の目的に通っ

て、より使利で、より耐久的で、 しかも安けれ ば、これ

は一応よりよき日用品と云えようが、我々は更にそ こに

「美 しさ」を加えな行ればならない。今加えると いった

が、突はその機能と金〈別個 「美 しさ」がるるわけでは

なく 、ある部分は機能と互に交っている ことは云 うまで

もない。 f ベタ ー・ リピ Y グ」は我々に生活の美 しさを

要求する。 「ペ Ａｬ ｾ ・ リ ピゾ グ 」 の目指 すとこ ろ は 美的

文化に連るものでるる。 この点、らまり に機械的便利 さ

にのみ急進したア メリカ生活が 、最近 「美しさ」に非常

な重点が置かれて来て 、この方面の努力 と成果 とは縫く

べきものでるる。 と ればア メリカ の所謂 Ｇￍ ＺＯ ｾ、、 ス トリ ア

ル ・デザ イナ { の努力と成果であった。近着の アメリカ

の雑誌を一見 してもすぐ感ぜられることだが、更に直接

には百貨庖らたりのア メリカ輸入品売場を一覧する と、

如何に些細な商品にまで、イY 〆ス トリ アル ・デザイナ

ーの苦心一ー その多少の差はあ り、また成功の程度の差

はらっても 、兎に角その払われた考慮を発見さ れないも

のは全く ない といって よい。

日本では今まで日用法物一一工芸の 「美 しさ」は所調

美術工芸品 と; 拡せら れ るものに独占され てい た感があ

る。美術工芸品は E 用器物的であり ながら、いわば観賞

品である。 しかしそれはそれなりに、我々の生活を豊か

に し、楽 しくし、 美 しくするものではあっても 、我 々の

日常生活に役立つ便利さの点では甚 しく価値低 しとしな

ければならない。と云つで も、我々が日常使用する、生

活必需の器物には残念ながら 「美 しさ」えの十分な考慮
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の加えられているものは極めて稀で為る。

これは安〈安くという点にばか・り固執して宅美の考慮、

など思いもよらないのかも知れない。また菅ながらの形

に安んじて 、本当にそのものの機能追求によって新らし

い形を生み出す努力をいなし、のかも知れない。この機能

上の新らしい形は結局新らしい美しさを生み出す紺縮な

のであるが。

これらの点、は、日本でも最近工業デザィ γ の重要性が

注視され出して、この方面の努力の結果がポツボツ現れ

て来たことは「ベ F 【. リピ γ グ」の見地から喜ばし

い。しかし、これとて理解あり 、資力ある少数の生産者

のみであって、ー般の生産者はその無理解のために、或

いはその資金のために、相変らず醜い、叉は美しからざ

る製品を提供しているのである。この場合、資金の問題

は仙の方策によって解決の道を講ぜねばならぬでるろう

が、少なくとも工業デザイ γ の認識を与え、叉深めてい

く努力と同時に実際に優秀なデザィ γ を給供せんとする

努力は工業デザイナー側に於て進んで弘わなければなら

ぬものであろう。

工業デザ 1 : / の問題は直接には我々の日常生活に直後

するものはあるが、同時に日本としての貿易関係に於て

貫主主な位5置を占むべきでるる。

戦前にドイツを初め、ヨ{ ロツパ賭国が如何に貿易品

の工業デ. ヂイ Y に努力し'たか、叉戦後英国の大規使な、

国家的な努力一一( C. I. D) などは周知の通りで、ある。そ

ういう中で、日本工業デザイ Y の貧困は積々の機会に、海

外に於て娘露しつつある現状l士甚だ残念である。こんな

ことも刺識になって、最近日本と工業デザイゾに異常な

注意を向け初めたように見えるのは当然でらって、あら

ゆる方面がこの助長に力を数さねばなるまい。この機運

に乗じて、日 本工業デザイナーの活躍が待たれる。毎日

新聞 、英文毎日カ噺同本工業デザイ γ 綴興運動を起し、

蓄音機、 ラヂオ ・ケ戸ス、電気ス f，1:/ ド、 万年量産、輸

I . J J 敷物等十二商品を選んで、デザイ Y のj怒算-1募集をする

企111は時立に適したもので満腔の交窓を表したい。

突は私も大阪府工芸療興委員会の専門委員として、叉

大阪府工芸協会の評醗負として 、工業デザイン 、殊に大

阪府下工芸のそれの向上のために微力を尽そうとしてい

るものにとっては、此度の毎日及英文毎日の企劃に特別

な関心を期待とを持ち、叉その成功を祈って止まないも

のである。

我々も、大阪府の主催により、 111 / - ( 工業デずイ: / ( 染色

図築及工芸図案〉の懸賞募集を行ひ来ったの・であるが、そ

の結果は平岡的な染色図案の応募がかなり多く 、叉佳作

も多〈出しているのであるが、立体的な工芸図案は応募

数も 、従って佳作も少ない。これは以前から染色図書震の

20 

デザイナーは存在し、その伝統は今日まで続いているわ

けだろうし、叉経済的にも日本軍大産業部門に関係する

ためにデザイナ ー存立の可能もあったわけであろう。こ

れに反し工芸図策〈工業意匠〉は偲〈近ｾ、の要請でもら

り、叉専門デザイナ ーを被穫し育成する背景; や地盤 がま

だ十分でないためC o'高うろう。

しかし今日日本に於ては特別に工業デザイゾの必要が

痛感され℃いるのである。

アメリカの工業デザイナ ーの好.織な仕事阪や、非常に

細分された専門分野の専門デザイナ ーの存在など我々を

爺かしめるものがあるが、同時に我々も速やかに追付い

てゆかねばならぬという覚悟を新らたにさせる。

兎に角社会一般治江; 業テ' ザィ・/ に関心を持ち、その意

味を恐;1砕し、その良否に対する判断を持ち得るようにな

り、叉生産者も工業デザイゾの必要を痛感するようにな

って、工業デザイナ ーを尊敬し、自己の生産品によりよ

き工業デザイゾを採用するようになり、叉為政者もこの

方面に適切な、有効な政策を行うようになって、初めて

純粋な専門的な工業デザイナ ーが存在し得るようになら

う。私( i 速やかに、かかる工業デザイナー存立の基盤の

盤うことを開ろと共に、現在何等かの芯; 味で工業デザイ

汁こ携わるものの醤起が必要だと思う。

ところで我々建築家の立場から、我 /-((i 工業デザィ γ

の非常に大きな部分が、笑に我々建築家の担当せねばな

らない分野，であることを改めて見直さねばならない。建

築というものが突は屋根と畿とだけを持った箱ではくな

て、その中の、又はその外のあらゆる家具を初めとする

工芸一般も共に間銀の綜合的意図の下に整備されるの

が正しい筈のものであったのてe ある。建築家は僻うま、力

学、工業等の科学・的な基礎的な教育と訓練とを絞ている

と同時に、デツサ γ 、彫貌、製図、意匠、図案等の芸術

的な教育と訓練をも経ているのである。これは工業デザ

イナ戸の要件を一応持つものといえよう。彩、は建築家がi

大いに工業デザ ィγ に関心を持ち、優秀なf乍品を発表し

て欲しいと思号。望むらくは我々建築家の中からも、全

〈専門的な優秀なイゾ〆ストリアル・デザイナ F が' i G. 立

してI i i いたいと忠、う。我々日本建築協会の会員諸君の中

には工業デザイ γ に対して強レ関心を持たれる万付非常

に多いと思う。叉実際に工業デザィ γ を制作しつつ k る

方々も決して少な くないe 両iiJ記の大阪府主催の工芸凶索

募集などにも毎回紋心な建害事家の応募を得ているのであ

るC 今度の毎日新聞、英文毎日の企世11にも初給術| 常連の

建築家の参加が見られると思うが、その他にも出来るだ

け多 くの建築家の参加を得て、こ の金制を通じて今後の

日本工業デザイソ探興に大きな答与が特られるよ うにし

て頂きたいと念、関する。( 筆者 K K竹中工務底技師長〉
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インダ λ トD ア J レ・デザイナー のフ・ロ 7 イルと 作 品 の 説明。

インダスト P アノレ。デザイシの移り後り、ウイ日アム ・毛 D スの機械の敵 視の廃史が始まっている。

園

↑  デ ザ イ ン は こ う し て 出 来 る 。 模 型 と 色 彩 、 着 想 と そ

の表現、デザインをきめる。

くー デ ザ イ ン の 重 要 性 。 製 造 業 者 の 方 々 に 、 販 質 業 者 各

位 l亡、使用者のみなさまに、デザイナ { 諸兄に、政治家

昔話氏に。提言している。



新日本工業デザイン展示曾

阪念百貨庖に於て

自車事事の色彩初l 究、従来異色のみ

に限定された色彩も絞快性、堅牢 l生

の色彩を選揮する。

海外の工業機若手パ ノレコ Y 令枇提

f共の{ 憂 h た 海 外 の 工 業 機 株 類 、 電 然

「令蔵庫( ゼネラ J レ・モ - !l .- 7 - )

ガスレ Y ヂ ( ア メ リ 力 ン ・ ス ト ー ヴ

CO. ) 等



モ デ ル ・ノレ ー ム 居 間茶 卓 子

と解体式肘 掛 待子 、セク γ ョ

ナノレ ・ ソ 7 ア ー ( 産業工藤まえ

li<<所設計) テレ '7> ( ゾヨ 〉 ・

セット ( 日本ピイ }I 5l - K K )  

J. I. D.A 日本イ ンダ λ +

ト 日 ア ル ・デサ. イ ナ ー

協 合 々 員 の作品展示

<- ;えポ ンサ ー の出品松下電 然 K

K のナ シ ョナル 扇 風器、 新市j

作 協 曾 猪 熊 紘一 郎 、 岡田哲 郎

構 成 、動 的 な リ ズ ミ カ ん な 炭

示は一校に注視された。

くースポンサ ーの出品三菱電 機

株 式 合 祉 の扇 風器。
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1  underst and t hat  t he Chi nese c haract er 1' he whol e si tuat i on i n thi s ha11 is unnat u ‘  

( 図 ル ) a  squar e wi t h a  t ree conf i ned i n it ra1. It is busi ness of  an archi t ect  to br ing  it 

means  ha1由 hi p or " k oma r u"  i n ｊ｡ｰ｡ｮ･ｾ･Ｎ＠ near er  to nat ural  exi st ance.  I n ｏｾ｡ｫ｡＠ as  

It is  i ndee:l an har dshl p for hl l man bei ng or  we11 as any  large c it y， t he w hヲle ci ty is  unna >  

any  or gani sm to be conf i ned i n an i nf l exabl e ural. A n  ar chitect shoul d  pla n to ma k e  it  a. 

st ructl l re.  1  bel i eve t hat  it is t he job of  a n mor e  nat ural  pl ace to l ive.  It is ;unnal ural  f or  

archi t ect  ¥0 rel i eve unnat ur al  ri gi dness i n bui l d・ ma n to li  ve in  such densi t y of pO;J ul at i on t han 

i ngs he  desi gns.  t hat  of a  smal l  vi l l age but  per haps in t he f u 

T he  engi neer  is ver y happy  w h己n he is t ure t hey wi 11 be a  wa y  to ma k e  mi 11i ons 01 

conf i ned by  mec hani s m but  t hat  is ver y un- peopl e l i ve i n l arge ci ti e3 i n a  nat ur al  way.  

nat ural  and i nconsi st ant  wi t h nat ure.  1' he  A n  archi t ect  has to br i ng ιl ogel her  h u ma n  

archi t ect  shoul d al ways under st and and be a n bei ng for hi s rol e i n soci et f  for humani zat i on.  

engi neer  Ii vi ng ver y cl ose to nat ure:  W e  a¥l f t' cei ved engi neer  t rai ni ng and 1  al sQ 

Ther e wer e archi t ect s l ong bef ore engi neers.  have a  degr ee i n engi neer i ng  but  we  a!l k now 

J apan is one of t he f ew count r i es i n t he t hat  a n engi neer  ha3 not hi ng to do wit h t he sub 

wor l d i nt erest ed i n nat ur e and has ret ai ned ject ， but  as aロ ar chitect ，we  ar e l nore i nter ‘  

and enj oyeヨt he wonder s  of nat ure.  est ed i n huma n l i ves， t hei r ner ves and ot her  

Al l  shr i nes， t empl es '  and etc.  are set  i n physi cal  ぉ pect s t han i n reinf orci ng st eel. A s  

nat ural  at rnosphere.  Her e ever y chi l d is eユ:- archi tect s we  are pract i si ng 、bi ol ogi st and phy町、

pect ed to appreci at e t he water- i a11s， mount ai ns  ol ogi st  and not  ｭ･ｾｨ｡ｮｩ｣ｳＮ＠ If t here was  one peri .  

and etc.  and obser ves t he wonder  of nal ure.  od i n t he l i ves 01 mank i ud i n whi c h we  shou¥u 

T hey  ar e t aught  earl y to be keenl y awar e c ome  f ace to ｦｾ｣･＠ wi l h thi a fact ， lt b  today.  

of  nat ur e and l i ve i n enj oyment  of it. L ong ago， i n J apan or any  ol her  count r y， 

1  do not  ｾ｡ｹ＠ anyt hi ng 1":巴w whe n 1  ｾ｡ �＠ t hat  t here wer e 1.0 i nt ernal i ona¥ t ransport at i on 

ar chit 巴ct shoul cl  f use n::l t ure and l i vi ng. 、，V e ra:l i ogr ams， l etters  or  any  i nt ernat i onal  COl 1l -

have precede: ¥ beyond nal ur e a nd n o w w e  have muni cat i ons It was  i mpos3ib，e  to send spe-

mor e  sci enti f i c i nt erest  i n nat ure as w e¥l. ci f i cal i ons， end bl uepri nt s for bui¥di ng3 far  away  

W e  ar e i nt erest el  i n IJ i ol ogy .  and physi ol ogy， f r om t he j ob si te， t hough it i$ easy to do so l oday.  

t he sci ence of nat ural l i  vi ng bei ngs.  I n thi s  re・ 1 have ｾ･･ｮ＠ a  Buddhi st  mo n k  const ruct  a  

spect  l he archi t ect  goes f art her i n nat ur e t han t empi e.  At  that  t i me t he mo n k  was  a n old. 

engi neer .  T he  moder n archi tect  is e"(pect ed ma n  and he had been di rect i ng t he wor k  fOl '  

to have knowl edge of t he bi ol ogical  and physi ・ bui l cl i pgs for forty ‘ fi ve years.  . You can i magi ne 
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hi m si tti ng f roi n mor ni ng unti l  5uneown a  mechani cal  way.  It mus t  bec ome mor e 

gi vi ng personal  or der s and at tent i o:l. 1n personal i ze:l as t empl es of tl le Buddhi st  Mo nk .  

forty fi ve years of hi s be: ng t here， he l eams  T he  Buddhi st  mo nk  wi t h forty- f i ve years oi 

t he natural  l andscapes， wher e t he wi nd bl ows exper i ence was  mor e  cl ose to nat ure but  t he 

t he hardest ， t he ways  sun ri ses and sets and mo::l el' n  archi tect  has  t he use of sci eJ;l ce to 

-all t he nat ure of t he l and.  T he  mo nk  woul d go back to nat ure but  it does not  c ome easy.  

have access to nat ur e to cope wi t h t he 1  wor k  i n ･ｾ･ｶ･ｮ＠ states， i n Ital y， and all 

sur r oundi ng J andscape and nat ure.  H e  sees t hese pl ac白 of actual  wor k  ar e t housandョof

l: he  wor k man f ace to f ace and he  can eXi) l ai n mi l es f r om my  0伍ce. 1  t ry ver y har d to es-

t o t hose who  wo1' k  fo1' hi m di 1' ectJ y exact l y tabl i sh a  v e1' y  cl ose connect i on '  wi t h t hose 

what  is i n hi s mi nd.  H e  does not  send spe: i - peopl e who do my  wo1' k.  

f i cati on est i mat es 01' detai l e:i bl uepri nt s as 1  Pe1' haps， 1  shoul d concl ude by  sayi ng  some-

do t housand mi J es apa1' t  f 1' o m my  0節 目 . Wh e n  t hi ng about  money.  Mone y  has creat ed a  ve1' y  

t he wo1' k ma n woul d not  do as t he mo nk  wO'.J l d di ffe1' ent  1' 01e  i n bui l di ng t han t he past.  

want  to have t he wo1' k  done， he woul d tal k to T h e  castl es i n E u1' o;:l e  and J apan， pal aces， 

l: he wo1' k ma n pe1' sonal l y and sell  h i m what  is t empl e3 and ot her hi sto1' i cal  bui l di ngs we1' e  

w 1' ong  01' even hi t hi m wi t h a  bat on as 1  not  bui l t by  est i mat es 01' bu:l gets.  If that  

have seen it done.  Mo n k  had no mor e mone y  to cont i nue wo1' k， 

T he  mode1' n  a1' chi tect  cannot  <10  that.  Hi s  he  t ook up a  col l ecti on.  H e  di dnot  have sche.1-

met hods  are mor e cr uel. H e  has contracts.  ul es.  

He  has to wr i t e a  cont ract  speci f i ng eve1' y  Today you cannot  l i ve as an archi tect  un-

i i ttle t hi ng exact l y as  he want s  t hem.  H e  l ess you have speci f i el  detai l 叫 bl uepl' i nts

has to wr i t e a  cont ra勺t a:1d  has a  cont ract  anu establ i shed budget  and sche:l ul el  your  wor k， 

' subcont 1' actors to cont end wi t h.  H e  has l aw so that  you can get  you1' wor k  done exact l y 

sui ts and so he mus t  see to it that  t he cont ract s as you want  it wi t hout I  your  personal  super-

protect  h i m and ever yone concer nej  do exact l y vi si on on t he job-si re.  

as  expe: t 剖 of t hem and t he cl i ents and evel')'司 Y ou i n J apan ar e J i ke t he rest of t he ¥'，ぬrl d.

。ne concer ned are sati s白e:l. Today we  ar e ver y Y ou must  consi de1' t he c o mme1' ci al  aspect  but  

fa1' f 1' o m ou1' cl i ents， t he j ob si te， and  fa1' a1' chi tect  is  not  engaged i n c o mme1' ce 01' te: h-

a wa y  f 1' oD1  its nat u1' al l andscape  and nat u1' e.  nol ogy but  i n tr yi ng t o b1' i ng back natur e and 

If YO' u wi l l  look  at my  pi ctures you wi l l  see bec ome ｢ｩｯ ｬ ｯｧｩ ｾ ｴ ｳ＠ and ;:l hysi ol ogi sts.  

that  you cannot  do wi t ho:.l t  nat ure no1' just i n 

( The above tral1sc1' i pt os 'Mr .  Neutra' s speech at the  Lect ure Hal l  of  t he Osaka Asahi  

Shi nbun was  ma de  by Mr s.  Tanaka of t he Obayashi - gumi  Co. ， and is not  t he ent i re subst ance 

os hi s tal k.  Sl i des wer e .  proj ect ed and cla1' kness .  prohi bi t ed any furt her  not es to be t aken.  

Si ncere apol ogi es a1' e  t ender ed all t hose concer ned and especi al l y to M 1'. Ne:ut ra)  

お



自 然 に 踊 れ 一一講演 ( 序論) の要旨一一

25年ぶりに、また大阪にやって来たということは感慨

の至りでらります。問時に大阪が25年前の 2 倍にも大き

くなったということも絡〈べきことでありますが、自然

の風景は、るたかも以前の 2 倍も遠のいてしまったとい

う感じであります。

今回 、ご当地へまいります途中、京都からの自動車の

中で私は透訳して下さるナガハ ラさんと面白い話をいた

しました一一建築家たるもの、如何にすすLば主要大都市

が人間味と自然とをそこなわぬように処置し得るか、 と

い うことでした3

中国の文字に、四角形の中に樹木を押しこめた 「困」

という字がありますが、 日本語で「 コマ ル」という意味

ですね。 突に、 人間l土もとより如何なる生物にとって

も、 固くて動きのとれぬ枠に押しこまれるのはつらいこ

とです。建物において不自然な固さを和らげる、 という

のが設計家たるもの L 任務だと私は信じます。

工学者ならば自ら機械に閉じこめられて前足でしょ

う。が、それでは非自然約でもあり 、自然そのものとも

両立し難くもあります。

工学者よりもずっと苦から建築家なるものは居たので

るり ます3 そして日本は、自然を愛し、その美しさを保

存し来たところの世界にも稀な園。ーつでるります。

神社や寺院などすべて自然環境のうちに置かれていま

すc お国では、 どんな子供でも滝や山などを眺め、自然

の美 しさを味わって居ります。幼い ときから自然に親し

み、 自然を楽しんでくらすように訓練されています。

建築家が自然と生活とを滋和せしめねばならぬという

ことは、ここに事新しく説〈までもらりません。さらに

私ども は自然を通りぬけて、今で( 士L 段と進んで自然の

うちに科学的関心をもつに歪りましたっ すなわち、 自

然生物の科学たる生物学や生理学への関心です。こり点、

で、 建築家は工学者よりも深〈自然の中に入ってゆく わ

けでるります。現代の建築家は人生に対して、すぐれた

生物学者、生理学者たらねばなりません。たとえば、こ

のふうな講堂には如何程の酸素が必要か、聴衆にはどの

位よ く聞こえるか、音響効果をよくするよう改造するに

は如何なる資材を用うべきか、などの問翠について心得

ていなければなり ませんG 講堂に入ったならば、まず室

内の状況に対 して身体組織や神経は如何に反応、するか、

さらに腰かけたならば、身体の調子は如何かを知らねば

リ ヒ ア ル ト . . J イ ト ラ

なりませんc

この講堂内の全体の様悶はどうも不自然乃ょうです

な。 こういうのを何とかして自然状態にするのカ議慧彰家

の仕事でありますc どこの大罰法でも同様ながら、大阪

は市街全体ヵ: 非自然的でありますc これをもっと自然的

な住所と化するよう計画するのカ建築家の仕事でありま

す。こんな人口1周密な所にくらすの( 士人類にとって自然

的だといえない、カ鳴らく将来( 士、何百万もの人々が大

都会において自然的な方式で生活で、きるようになるでし

ょう。建築家( 士、人間河志が互に社会の一員として人間ら

しい生活のできるようにと考えてやるべきでらります。

皆さんもそうでしょうが、私も多少は工学の教育をう

けてきました。が、工学者の側でl士、こういう問題は取

扱って〈れません。建築家としての関心は、鉄骨を強! じ

することよりも人聞の神経や身体の方面の事、すなわち

人間生活の上にあるのであります。私どもの行動( - 1 : 工lr

者であるよりも生物学者、生還学者なのであります。人

間生活の号室史において、かか奇問題に直面すぺき時があ

りとするならば、今こそE にその時でるります。

大菅( 主、 日本でも何所でも 、通運、 ラヂオ、通信、そ

の他国祭的な交通はなく 、私自身にしましでも 、かつて

は仕様容や青写真を事務所から遠〈距った所へ送るのに

今日のようなわけにはゆきませんでした。

私は、かつて一人の仏教の坊さんがお寺を建てている

のを見たことがあります〔多分東南アジ ア地方で〕。 そ

の坊さんはすでに老人でしたが、過去45年間も自ら工事

の指図をしてきたというのです。靭から日没まで、親し

く命令したり 内仕事の箇倒をみたりして坐っている獲を

ご想像ください。一生中の45年間、そこに坐って彼は自

然の風景を会得し、風の吹き回しゃ朝日夕日の方位、そ

の他土地の自然万象を体得したのであります。彼は周囲

の風景と自然と! こ対処すべきるらゆる術を心得ていたで

しょう c 彼は工人たちと親しく接触し、自分の意ー図する

ところを直後かつ約躍に説明してやることができます。

彼ば仕様替や見積書や詳細部の青写真などは送りません

一一弘などは自分の事務所から何千マイルも離れた所へ

送るのですが一一そこでもしも工人たちが注文通りの工

事をしなレ場合: こは、彼はその工人に親しく話を し、 ま

ちがった所を説明し、場合によっては指宿俸で‘打ち さえ

もする、 とし、う光景を弘ば見たのでるります。
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現代の建築家の行き方は勿論これとは異ります。方式

はもっときびしく、場合によっては対手を禁銅に処する

ことも出来ます。私どもは契約を取り結びますっ一々明

細に魯き込んだ仕様蓄を以て契約し、請負人及び下ｾｾ負

人の同意を求めるのでるります。法律的菱商によって、

契約を守り 、関係当事者に対して適正でらり 、相互に満

足のゆくように監理を行うのであります。今日では払ど

もは注文主からも工事現場からも遠〈距った所に居り 、

従ってその自然や風景からも遠ざかって居りますーーも

しも皆さんが、これからお目にかける私の〔幻灯の〕函

をど覧くださるならば、私どもは自然を離れては一一機

械的万法などではとても一一 我慢できないことをご了解

願えると存じます。 人間的たらねばならぬとし寸点で

は、 あの坊さ λJ のお寺にひけをとるつもりはありませ

ん。

あのお寺の坊さんは45年の体験を通して自然に親しん

できたのです。が現代の建築家は科学を駆使して自然の

ふところに帰る。というわけです。但し、それは決して

安易な道ではらりません。

彩、は〔アメリカの ) 1 1の州やイF リアで仕事をして居

ります。しかも、そ; f L らの現場はいずれも私の事務所か

ら幾千マイルも距っています。そこで払ば、私の仕事: の

ため働いてくれる人々と親密な連絡をとることに大いに

努力いたし居ります。

苦言の締めくくりとして、少し〈経費のことに触れたい

と思います。建物と経費の問題は今日は昔日と同ーの談

ではらりません。 苦は欧州でも日本でも、 城郭、 宮

殿、寺院、その震史的建造物は予算や工程によって行わ

れたものではありません。たとえば例の坊さんですが、

工事を進めるのに 1 文の銭も無くなったとなると、彼は

寄進をつのるのですコ 銭ができたらまたヱ事を継続す

る、というわけで、工程表などあるわけがありません。

〔が、今日はすべてが予算と工程表とによって計画通

り突行されるのです〕明細な青写真、確定した予算、約

束された工程というものがある故に、建築家は自ら現場

に行って指図しなくとも、設計通りの仕事ができるので

あります。

今日の時勢は日本も他の国も同様に〔商業、工業の時

代ですから〕商・工業の部面を除外するわけにはゆきま

せん、カ濯築家はるくまで自然を回復し、そのために生

物学者、生理学者たらねばなりません。.

〈 滝 沢 真 弓 〉

MA Y U MI  T A K I Z A WA  

【備考〕

以上ばノイトラ氏の講演の序論の要旨で為る。

泊

但し速記録ではなく 、英語に湛能な田中簸 η メモに従

て，私の試みた意訳であるつその際当夜の記憶にょっ

つて多少の締法を施したことを諒せられたし、。

当時予告された演題は 「世界建築界の新動向」とい

うのであったが、これは必ずもノイトラ氏の了解によ

るものでなく 、主催者側の一方的要請だった由で、講

演内容とは若干のズレがらったかと恵、われる。ヵ: 、恩

うにアメリカにおいては、すでに機械文明の銭前の故

に、心ある人々によって「自然の回復」が提唱されつ

つある由なれば、 ノイトラ氏の趣旨も 或はそういう

「ー動向」の表現にらったかとも推測される t

この准測が当るか否かは別問題とするも、あえて私

見を加えるならば、アメリカ人のいわゆる「自然的生

活」なるものは、すでに豊満せる高度の機械文明と巨

大な資本主義的様式がj百来した素j 、ト自然の超克さらに

端的には交通〈特に自動車の普及による〉速度の間大

に伴う時 ・空的距離の短縮化、の上に立つところの、

アメリカ人自らのいわゆる「アメリカ式生活J ( Ame -

r i can wa y  01 l i fe) に他ならぬ。また特lこノイトラ

氏がくり返し説くところの生物学・生理学的立場なる

ものも近年シカプ市一一この典型的なアメリカ的都市

一ーを中心として唱えられている「人間生態学」

( huma n ecol ogg) の生物学的性絡の反吹ではない

かとさえ思われる。

閑話休題として、とにかく上掲は序論でおって、そ

の本論はこれにつづいた氏の幻灯と解説をまたねばな

らぬ。 今それをこ こに再現し得ない のは逃憾である

が、全体のj包旨はすでにこの序論に予約されているか

と思う。

氏の所説については、当夜これを聞かれた人々の聞

にも種々のご意見があろうと縫察する。ただせめてこ

の序論の紹介によって、世界有数の建築家といわれる

ノイトラ氏が、日本人を対手にして、大凡如何なる程

度の訴をされたか、ということの一斑をうかがし、得る

ならば幸とする次第である。

( 大阪市大王! ! ¥工学部教授〕

大 会合ユ! 令 肪 而 採 は|を !に 仕 醐|  
阪 社資 活 ! 錆 震 「 一 一 一 1一一一一

書E 奥 士完向 l用日 i二ー は lー

昨@幡 草.a:. 桂 子 火 |下 進l軽壁橿鉄Zト切天

園町長書 音 中 堅 且 さ式量

函三 任 空 . い を 鉄

誌垂底 施エ音防差同 寸 御|骨 骨 井
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ノ イ ト ラ 氏 を 迎 え て

上 野 伊 三 郎
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ノイ トラ氏はウィ ーγ 生れでリチと同郷であり 、年齢

も筆者と同じでるり 、 日本イゾ F ーナショナル建築会の

外冨会員でもらるので、久し振りの再会は感慨深いもの

3があった。

彼が初めて日本を訪れたのは 1930年の 6 月で、東京か

ら入浴する彼を京都釈に出迎えたのカ取j対面であった。

H 貴方の作品は雑誌を通じてよく知って居ます" 3

と云うのが彼の初の挨拶でらったが、当時日本ではイゾ

タ【ナショナル建築はるまり認められて居らず、素人は

もとより 、建築界に於ても老大家諸先生方には淫解して

もらえず 、 Ｂイ ＺＯ｝ｩｬ ｾ ナ ショナル建築なんてものが出来

る筈はない、全然不可能だ" とは I 先生、その他の一般

制な意見は

ああいうものは一時的祝前に過ぎない、永: i Aの生命を

持つ建築様式はギリシヤ、ローマを除いて有り得ない。

というにあった。

三芸大家諸生先方の意見がこうしたものでるる以上、ー

. 般社会えの影響力は強大であって関西ではTI W土は反対

意見の先鋒の一人であった。苦々の苦戦言は語に絶する

ものでるったが、ノイト ラのこの駅頭の言葉は吾々に非

常な勇気を与えてくれ、 日本よりも海外に吾々の仕事を

注視して居て〈れる人々のらることを知った3

6月15日の午後からリチと共に彼とその同伴者のドイ

ツ青年も共に嵐山へ案内した、 激しい雨の日であった

が、日本版画に雨の風景がよくあらわれるのはこうした

喜美しさがらるからだと云ふ話しが出た。

清水寺へ措いた頃には雨の日カ帯れようとして廻廊の

灯が見え、静かな内陣からは読経の芦が聞えて居た。こ

この建築と自然との融合百聞は殊の外彼を悦ばせた。

夕食は三島亭でスキ焼きと日本酒を御馳走したが、鋭

い皮肉を交えでの快談に時を，臼 1たが、ずメリカ式のテ

ムポで最後にもう一つ、日本の吹函を見たいと云うので

，松竹の爽谷ｾで ｦ Ｑ 項目当三叉十良 ｲ ｜ｊを見たが、終りよ ｚ 席を立

たず、仇討等日本古武士の習慣を細かく聞いたりした。

この半日ータの交際によって彼の人となりを知ること

が出来、滞欧中の外人の友人遠のらる物にこだわらない

自由に物の云える交際を思い出したものだった。

翌日は大阪と奈良を見学することになって居たので、

大阪佐会員が案内 して くれた。そこでも彼は日本の建築

をよく理解 して実内者逮も満足したそ うである。

その夕方、 大毎会館でイ ＺＯ｝ｩｬ ｾ ナ ショナノ ｌ 建築会主

催 、 毎日新聞社後援で 、円 ｾｕｅｔｒａ 氏を中心とする新

興建築講演会」が弱かれた。

先づ近代建築の動向について伊藤正文君の自in誌がるっ

てノイトラの講演にうつり、幻燈による具体的説明もあ

って満員の聴衆に深い印象を与えた。

通訳は大毎記者及柴田知重氏と筆者の三人でー交代でーっ

とめた=

その翌日彼は神戸から鉛で帰国した。この時の日本訪

問記は、ドイツの造形雑誌 DI E F OR M 1931年9月号に

多くの写来と共に掲載されて居る。

今回の訪日は3度目で、関西えは2度闘でるる。

Ｕ 月 Ｙｾ 朝日で説法首会をやるというので建築協会で彼の

到着を待った。 5持の定刻を過ぎる事20分位、体の比較

的小さなノイ トラ夫人が入って来られたので、旧知の リ

チはすぐ之を迎えて挨拶をして居る。

数分遅れて彼がやって来た、22年前にはまだ無名の、

若い、熱い援の、感激に満ちた、皮肉屋の、近代楕神に

充ちた彼( 主、その治新な作品の写真を示 したのであった

が、今や彼はその作品を自ら示す必要もない有名な世界

的大家として、白髪の肥大漢と して姿を現わしたのであ

る。この日は朝から京都古建築を見学しての後でるり 、

大分疲れて居たらしかったが、少憩の後訴事堂え赴いた3

5穆堂えは勾皆分の階段を昇らねばならないのだが、心強

に病気がるって階段を昇ることは医師から禁せ' られて居

る由だが、エレベ【F ーを動かせぬ為めに一段昇つては

休み、一段刻みに男・って行くのであった。

後で聞いたのだが、アメリカ の生活( ま想像に余る厳し

さで、 今でも彼は毎朝 4時に起きて夜10持迄仕事: をする

のだと云う 。これでは63才近くにもなれば健康を害・する

ことや老けこむのも当然と思われる。

講演D 要旨は別に記事がるると思われるのでここでは

省略する。講演中夫人はi寅型と幻燈磁の聞を往復してい

ろいろ心づかいをして居られたのにはその内助擬りがよ

く現われて居た。

晩餐会場ではいろいろ打解けた話しも出て時もうつっ

たので名残りを惜しみつつ雨を冒して京都の宿格家へ自

動車を走らせることになって、横尾、増田両氏の御好意

でま在者夫妻も同乗させてもらって、途上いろいろ久し振

りの話しをした。

11日は朝横尾氏から連絡があって午後 5 時から鴨川踊

りを見て夕食を共にして東京へ出発するということであ

ったのでーその時刻に柊家へ行ったが、1時間程前に すで

に出かげられ、間もなく帰るから待って居てほしいと云

うことであった。欧米の習慣として予定変更の場合には

連絡があるべき答なのにどう したこと であろ号 、さすが

の ノイトラも遂に 「大家」になって しま ったのだろうか

? 一一等と リチと話し乍ら待って居るうちに 6 時に一行

帰着、聞けばこの日は10度も予定を変更したのでっし曳E

29 



絡出来なかった" " のことで、「大家」になってしまった

のでないことが了解出来て彼の為めに安心した。

夜ロ時の汽車に席がとれなかったので20時15分発にし

たが、それ迄の時間を利用してどこか見たい、 との希望

なので横尾氏と相談して見残って居る西本願寺へ行〈こ

とになり、宿を引揚げて荷物を自{ ! l J IJ草に積込んだまま同

寺に向った。正門はすでに閉されて居り南門に廻って門

樹氏に懇願、自のあるうちにと先づ殿舎内を拝観したが

もう薄暗〈て殆んど細部は見えなかったが、中庭や、虎

淡の庭を特に立止って見入り撮影した。

能舞台も注視 して夫人に説明 したりして居たが、るた

りはいよいよ陪〈なってゆくので飛雲閣庭園を急いで観

て後本堂前広場の北端から落日を静かに皇室賞して京都駅

に着、中ご陪の喫茶庖で トF スト と果物の軽い夕食をし

たc ここで茶道とは何か、その作法ばどんなものか、ニ

ジリロは何故あんない低いのか、刀はどこえ置いたのか

等と矢継阜の質問が始まった。

つづいて茶室と樽とは密接な関係があると聞いたが俸

とは何か? の質問迄飛び出し、この場合「目白是好日」

等と禅問答で答えるわけにもゆかず目を白黒しながら出

来る丈けの答弁をしたが、鈴木大拙氏の英文の者警でも

探し出して送る外ｾるまいと患った Ｓ

こうした出発間際の 1 時間も無駄にしない飽くなき研

究心、一一健康を害して居るに係らず京都の数日を澄、

大徳寺、修学院から伊勢、奈良と走り廻ったそのテムポ

にも敬服の他ない。

前に来た時何故径を見せて〈れなつかたか? との聞に

は大分弁解を要した、 ーータウト来朝の時( 1933年5月〉

には大丸の元社長下村正太郎氏が当局とよい連絡がらっ

た為に直ちに手続きが出来たのでらったカL ーそれで、も

毎王者は只通訳と して陪観を許されたに過ぎないーーーノイ

トラの時にはこうした連絡もなく 、急の事でもらり何と

も出来なかったのであった。

西本願寺(1:，5l ウ トが日本を去る時打再び来られるか解

らないから一度見て置きたい" と云うので最後の見尽を

したところであり、今度ノイトラも京都で最後の見学を

して後 H 恐らく再び見に来られまい" と云ったの( 士奇妙

な一致である。

夕食後家縄京都駅貴賓室 ( 9分imりの出来〉を見てか

らすでに到着して居た列車に乗り込んだ、車中で熱陸出

来る綴にとその時に陸限剤を服用した。東京、羽田、 ロ

スア ν ゼルス、そして彼の多忙なアメリカでの生活が再

び始まるのであろう 。

ノイトラはウイ ーγ の工科大学で-::J:.Jf 、構造方面に特

に興味を待って居た。フラゾグ、スツルナード、ロ ース

等のグ'" ｾ＠ 7. に属して居たc

このグル ープは建築に於ける装飾を強〈否定する点で

ウイF γ に於ては珍らしいグル戸プであった。中でもロ

初

ースはこのグル ープの崇拝した先進であって、機能主義

の先駆者でもらったが、その為めに不遇で、ホーェ γ マル

グトのツアールハウスと他2 - 3の住宅を建てたに過ぎな

かったが、日本古文化の大の愛好者であり 、 “ 高級な入

間ば箸で食事をする、ナイフや 7 オークで食事するもの

は下等人主主だ" と云うのが常でるった。

当時l士ヨセフ ・ホブマ γ のウィーナーウエルクステツ

テの盛時であり、ロ ースすら不迭の時代でるったから、

これに私淑する ノイトラにはウイ戸: / ( 土決して居心地の

よい土地主、はなかった。

かくて彼は故; 軍事を去ってスイス、フラゾスと欧11' 1各地

を転々した後渡米してライトの事務所の共働者となっ

たc

聞もな〈カリ 7 オルニアのサナト リウムを建築するこ

とによ って彼はその能力を示した。当時のアメリカ( 1 : 欧

州よりも新傾向建築普及は遅れて居り、彼の仕事はそれ

に対してあまりに革命的でるったが、 一方には共鳴する

人も少しづっ出来てくるようになり、引続き2 - 3の建築

設計の機会カ凍て数年聞の経済的困難時代を脱すること

が出来たのであった。

第 2 次大戦前のア メリカ( 1: 、サリパヅやライト 等少数

の建築党児者がらったとは云え一般建築界( ま様式撰択主

義; こ安住して居たのであり 、スパニツシユミツシヨ ゾは

最も盛んに賞揚されて居た様な状態で一一これば日本え

も強い影響を与えて居た一一、筆者の如きも欧州の建築

雑誌は見たがアメリカ雑設には注意しなかった様な状態

であったので、ノイトラの如き新傾向の尖端をゆ く建築

は一般人に理解される筈はなかった。この困難に直面し

てサスガの彼も一時はアメリカを諦めて、ヨーロツパに

帰った程でらったが、欧州の狭小さは、ここも安{ 主の地

とは思えなかったので再ひ' ア メリカえ帰って新規に始め

ることとなったのでるるが、これを転機として仕事も出

るし、雑誌の原稿の依頼や講演を求めるものも続出する

様になって漸く幸な運命がめぐって来た。

オラ Y 夕、. のタバコ王が彼の作品に心酔して、その工場、

を最新の儀式で建築することを依頼するに到って彼の名

声はいよいよ憎していった。

第二次大戦中{ 主役の活動も一時停止したが、この戦争

によってアメリカは欧州の最新知識人の移住を得た、

一一ナチスのュ〆ヤ人圧迫、芸術家や知識人に対する無

理解等が、それ等D 人々を圏外へ逃避せしめ、これ等の

人々の多くはアメリカに安住の地を求めたのであった。

大資力と大工場生産に恵まれて居たア メリカ( 1: 欧州畑、

らの尖鋭知識人を迎えてその文化{ 士一大飛躍をとげた。

芸術界に於てはウイーゾからはウィ ーナー ウエルクステ

ツテの芸術家がドイ ツからはパウハウスの集団的移住が

あったりしてアメリカ文化に寄与するとこ ろ実に英大 と

云うことが出来よう 。 こうした新入国文化人はノイトテ



と同様に初期には種々の圏鋭に巡過したでるろうが、人

数が多いと云うこ とは相互に有利であって、第二次大戦

が終了 してからのア メリカ の建築専門雑誌は家瀬向の紹

介が半数以上の頁数を 占める迄に形勢が変ったことを示

して居る。 一一欧州の雑誌には殆んど過去の様式建築の

跡を止めて居ないのに比してはまだ相当の距離がある様

に見受け られる。

斯くて今や彼( ' i 設計依頼の全部を引受け切れないで、

一部申込を断るの止むを得ない程の盛況を塁して居る

が、それでも猶彼の生活は女中を麗う惑が出来ないで、

夫人が自ら家事を宮廻は して壱るという処に彼の仕事に

対する真面目さがうかがばれる。さきにも一寸強れた如

く彼は 4 時! こ起きて夜10待迄仕事をするという事は、ア

メリカ生活の厳しさを示すと共に、彼の仕事に対する良

心の強さをも示 して居るのであって 、デザイゾというも

のは自ら製図一一少くもスケッチーーするのでなければ

充分な事ぬ出来ないのである。

今や彼の仕事は医家的な仕事一一スラムを近代ジ ー ド

ルY グに改造すること 、ジードルゾグ都市の建設、グア

ム} こ大ジ F ドルゾグの建設、富衷からは美しい近代住宅

の註文等が殺到して居る。

彼が若くて多くの活力を有して居た時には仕事の無い

のに苦しんだのに、健康を害して過労を恐れる時; こなっ

て仕事が殺到するという誌は人生の悲劇でるる。

太平洋戦争の始まる 1年前にリチヵ: 彼を訪れた時、 f皮

のジルパ 【レ戸グの住宅は一一このーレーク l i 今{ 主水が測

れて しまって居るそうだが一一彼の浬恕によって大きな

硝子の百| 遠い戸のらる家で日本の建築の雑誌を示 し乍ら

“ 日本人(1 私を忘れずに、 こうして雑認を送ってくれ

る" と諮って居たが、この住宅はオラゾ〆の富豪カ濯築

費を貸してくれて建てることが出来たので、貴方が返金

しようと思ったとき御返 し下されば結情ですと云う条件

であったと云う。 セチ辛い日本では想像もつかない様な

話しで、最近朝日新開発表の世界各国民枚入比較表を見

れば一応うなづかれることでもらるが、建築家の社会的

地位が各国に比較して日本では如何に低いかという事も

感ぜられる。

ノイト ラがウイ { ゾで属して居たスツルナ ー ド、フ ラ

Y クの団体は前途の通り独決機能主義グル ープの尖端で

あって、 ノイ トラはこのグル ーフ・から出た最大の天才でも

らり 、最も自由な働きをした建築家である。

このグル ープ( 土日本とチャイナの古美術には殊の外の

噂敬を払い、殊に日本古美術を敬服研究して居たのであ

る。 日本古建築の構造美、戸障子や畳: のマー ケッ トフ オ

戸ムの規格化、材新美b 尊重、等は彼等に理論的、実践

的な根拠を与えた事に重大な意義を持つものであり 、そ

の点 タウト も問ーの事を諮って居た。

然も彼等はこれを精神的に採入れて、外形上の模倣に

陥らなかた事は逆に日本古文化継承者たる日本人り苦々

に厳 しい教IDII を与えて居る事を覚知せねばならない。

近着アメリカ雑誌 Hous &  Gar den 1952年 4月号所

載のホノルルのジ ユツド邸の如き日本建築模写の建築を

見た時の日 本建築家の受ける感じも忘れてはならない教

訓lでるろう。

p  ロ { スの作品は縫者ウイ{ ゾ滞在中に比せてもらった

事があったが、色彩は黙と踏青色が主調となって居た、

装飾めいたものが全然なくて非常に冷厳な感じであった

が、スツルナ戸 ドと 7 ラゾクの傾向はこれ程徹底 したも

のでなく 、ウィリ アム・モ{ リ ス系の感じで、 日本で云

えば多少下手物工芸めいたところがあり 、伝統彩態は多

く取り入れ乍らその表高殿杖けを取去った様な傾向で

るる。

之と較ベるとノ イト ラの作品はむしろロ ースの傾向が

濃く 、これは構造方面に主として興味を持った彼の青年

時代の傾向から見て当然であ (1 ，然も造形的傾向は主将な

る理論以上に人間的な血が流れて居るのが感ぜられ、時

にコルピユジエを凌ぐものがある。

画家から出発したコルピ ユジエの作品に、その理論; こ

も似合[ まないもの、耳立は玉塁論負けの様な点が時に顕われ

るのと 、ノ イ トラが喰正な建築指造から出発 して之に人

間:ο 温か味を添えて居るのとを比絞考祭する時に絶妙な

作品上の差引感ぜられるのである。

写真て見る ノイ トラの作品に時に厳しさを感ずるのは

ロース的要素の働きと見られる。

カリ フオルニアの気候は湿度に於て日本に似、温度は

ズツト乾燥して居るが、大体の日本建築の基本要素は同

地に適合する処が多いので、相当長い軒の出に開放的な

構造は彼に良い参考となったと思われる。

冬季の厳しい空軍さと戦はねばならない中、北欧よりも

の日本建築により近いものが生れるのは現代建築の考え

方から して当然でるって、自然と建築との接近感が強〈

働くのも当然と云えよう。

彼の作品の感じはロ ースより温かく 、 7 ラ:/ 11 とスツ

ルナ ード よりも現代的で、より明るい。

近代建築と近代工芸の生みの親の l 人たる ヨセ 7 ・ホ

フマ Y から最近 “ノ イトラの近作を見て世界第一人者た

ることを認めだ' との手紙がるったので、彼は “ 私をい

つも排撃して居たホフマグ教授からのこの便りは私を最

もよろこばせた" と諾って居た。

叉最近の報道によれば、島建国グラ ーツ大学の名溢教授

に准薦されたそうである。

かくて彼は申し分のない境遇にあるが、近時非常に健

康を答ー して居るので、令息一一青年建築家ーーに仕事を

譲って引退したいというのが波の今の念瀬 だそうでらる

〈筆者京者健気符大学教授〉
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ノ ベ ト ラ 的 ・ ラ イ ト 的

村 野 藤

γ C Gコ M U R A N O

ヨ三

E ヨ

アメリカ の新興建築は ニューヨー グやワシ Y トシやポ

ス トゾからではなく 、西からーγ カプ以西ー而も高層建

築( 例外はるる) でなく 、 主に、 住宅か ら興ったと云

われて居る。何故 か、ヨーロ ヅパでは近代的な住宅は富

める階級の ものでるる のに対 し、 アメリカでは国民一般

の傾向である ととも重要な原因である。初めは ミシガ Y

湖周辺から、西漸して、 太平洋岸、殊に カフリオル ニヤ

は その中心であるかの観がある。 サリバゾ及び ライトと

その影響、之れに対する、ノイト ラ及其の影響が支配的

であったことは云う までもない。 ラィ Lの影響の国際的

なこと、 当時欧州の若い国際建築達への影響殊にオラγ

〆に及した影響については普く人の知ると ころでらる。

然るに ライト 的傾向の及ぼす根りに於ては、彼のあまり

に個性的な、 情存在的な作風に対 し建築家逮は寧ろ無批判

でさへ もらった様に思われるのでるる。ベ レ【. レーベ

y ス、 英の他の建築家達によ って19世紀的な建築上の ロ

マ Y チシ ズムは一応の終止符が押され、次で現はれた、

コルピ ジヱ、 ライト、グロピウ ス、オウト、フ アシデル

ローエ、 英他ー連の国際的な建築家達によって次代の建

築が用意せ られたのである。

かかる建築運動のなかにらってライ トの貢献は建築に

於ける第三次元への発展であると云われて居る。然るに

彼れの個性的な、ちまりに天才的な傾向に対し ノイト ラ

の地伎は対照的な意味に於て正 しく重要である と思う。

〈註 Towor d an organi c Archi tecture の箸替)Br uno

Zevi はラ イト の傾向に対 じ若い建築家逮が指摘して居

る欠点を次の様に述べている。

L  ライ トの設計 した住宅は時と して陪[ < 、光線が不

足して居る こと。

2.  ライ トの装飾ば過剰に して経味性の浪費でるる こ

と。

3  ライ トの設計 した住宅のあるものは外観が野性的

に誇張されて居る こと。〈野性的 ど云 う意味は材料及

手法 を意味する〉

4. 重そう な庇が長〈突出して居る こと。

5. ライト は彼 自身あま り家具の設計に関係 しない。

仮令設計する こと があっても それは不便でるる。之れに

反 し最近の若い建築家遠は白から合理的な家具の設計に

興味を持って居る こと。
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6. ライ ト( t . 何でもーつの形態にま とめることを喜ぶ

様な傾向があること。例へばある住宅が 60

0

乃至 120

0

の

角度 CPau! Hann's  Hous) でプラ ゾを作れば、外観は

もとより家具や便所までも同じ形でまとめると云う様な

こと をするつ

大体以上の様な意味の ことを挙げて居るのを見ると ノ

イト ラの地佼及び彼の作品が ライト のそれに対し如何な

る傾向にあるかラ イト を誇るものは当然ノイ トラを対照

として諮らざるを得ないことになるのでるる。 もとより

最近の傾向は、 ライ トもノイ トラ も変化して居る様であ

るから必らずしも 、Br uno Zevi が指摘して居る通りで

はないが過去の作品に於ては大体その通りであると云っ

ても差支ないと思う。

ノイ トラは窓の天才である。 そして、彼れの使用する

材斜は凡そラ イト のそれと は反対の様でるる。彼れの完ま

は簿〈且つ解政的であり 、彼れの使用する材斜は金属的

である 、仮令 コγ クリート を使用 しても軽快であると共

に一応科学的に合理的なと ころがある。 くライトの帝国

ホテ ルの玄関の上の庇と 対照せ よ〉彼の手法及び傾向は

ライ トのそれに比し著 しくヨーロツ パ的である。

元来、アメリカ とヨーロ ツパ との間には一一人間と遼

境叉は自然との概念、に於て一一摂本的な柑還があると云

われて居る。斯かる宇民主が、onちヨーロ ツパに対するア

メリカ の相違が、サリ パ γ や ライト などの作品に於て 、叉

材料の選択やその手法に於て、ヨーロ ヅパの建築家遠の

それとは違って、者しく 、アメリカ 的な傾向となって表

現されることになるのでゐる。然るに、ヨ【 ロツパ的な

傾向に於ては、材糾( ; l : 寧ろ二次的に考えられるのではな

いかと思う。それよりも 、形態、一一内容の表現として

の必然こそ人生の為めの結界と して発喪し、材科は、構

造及び材料自身の持って居る理念の表現としてのみ現わ

されるに過き、ない。自然 ヨーロツ パ的傾向としての建築

的理念は、最也枠の追及となる外はない。蓋し、凡ゆる経

済財の窮極に於ける表現は、社会的平均の姿でゐる。物

自体の個有一ーその属性からの解放でるる。建築も亦 1

個の経済財でるる限り 、英の、窮極の姿t士、ネ士会的な平

均作用を受け、必然の結果と して、社会杓な他象形態と

して理念されて追及される一一環境及び自然条件の制約

から解成されたる一一純粋ならざるを得ない結界と して

表はされるのでるる。かくてラ イト とノイトラとの対象

は、正し くア メリカ 的と ヨーロ ツパ的との相違ではない

か と 恩号 、ノイト ラの作品に ￱ｾ ける地位も亦かかる意味

に於て重要であると思ろう

記録に拠れば、ノ イ トラは1-392年 ウイγ に生れ、1四 3

年即ち彼カ: 31才の時にア メリカ に移住して居る。1923年

はベレー、 がラ ーシーの教会堂を建築した年に当り ヨ戸

ロツパに於ては新建築運動の初期に当っている。



昨年8月号( ? ) の Archi t ect ural Recor d にへ γ リーヒ

ツチコック は、“ T h e I nt ernast i onal  styl e Z:J year' s 

aft er "  と云う題で興味ある論文を普いて居る。 彼は

1929年 Recor d に“ Ne w Pi oneer' s" と云う題で1920

年 代の初めに於て、ヨーロ ヅパに於ける新建築流動の築

防についてアメリカで‘ は最初に紹介 したのであるが、そ

の当時は未だ一般の注意を引かなかったと云っている

1920- 30年前後に於けるア メリカ の建築界It 所謂高層建

築プ ーム の時代で、非常な勢で高層建築が建てられたの

である。初期に於ては、コ・ジツク( ウ - )!- オース〉及び

イF リアン ) ! - ネツサ Y ス( マツキム 、ミー ド、ホワ イト

の活躍) 等、所謂様式選択時代から、シカプトリプユウ

y の懸賞競技を契機として〈此の競技に於て 1 等レ ーモ

シド、フツド、 23事サーリネゾ、 グロピウスや筆者と同

級の峰君も早稲田からイリノイを卒へて間もな〈応募し

ハ【 7 〆ーゾで 而も選外に当選して居る 、サ戸リ ネγ の

2 等の設計案は其後、アメリカ の高層建築界にー犠式を

作った様な観がゐる。〉

高層建築の様式にも漸〈 、選択時代を脱 しようとする

傾向にあったが、而し未だ 、ヨー ロヅパに於ける新傾向と

は著しく具って居たのである。その当時はライ トなども

実際建築の設計よりも寧ろ雑誌への寄稿を以て、 自己の

考えを発表して居たのである コその頃 Archi t ect ural

、l eagueの年次発表に選択する建築に対 し不帯電を有 して居

たアルフレッド ・トパ) l - ( ニユ【ヨ ーク近代美術館理事〉

の依嘱ｾ、 ヒツチコッ クは 、 Ｗ イリップジヨゾソ γ く昨年

F or um に、 自作のグラスハウス一一ー四方ガラス張りの

自宅を溌表して居る 一一〉と協同で、1931年、国際建築

展示会 ( T h e I nt ernat i onal  Exhi bi t i on of moヨer n

Archi t ect ureJ 白を開き同時に、 ジ ョγ ソゾと協力して

"  T he  Intert l at i onal  styl e Archi t ect ure Si nce 19-

22" と云う本を j包草し、その本の1932年度版の抜主主を引

用 して;f! ;後20年間に於けるア メリカ に於ける国際建築の

発展に対する展望を述べて居るのがその大様である コ彼

は、 その論文の一節で次の様なことを述ペて居る。日

〈、 建築の新しい概念として mass よ りも Vol ume

を、幾何学的均衡よりも秩序と共に、 個性の応用に よっ

て、 I nt ernat i onal Styl e を形成する と主 張 して居 る

のである。

叉、止tの展示会には 4 入のヨ ーロツパの建築家、グロ

ヒ・ウス、コルピジ エ、 7 7 ゾデルローエ、オウ トのf乍品の

外特に 、 ライ ト・レーモ ゾドフツド ( Ra y mond Hood 

シカゴトリプユウゾの懸賞に 1等当選、其後マック ・グ

ロウヒ ルピル 、デリ ーニユ ウスピル 、 ラヂオシザ ー等に

関係す。 レスカゼ ( Le3 Caze 1920年以来 アメリカに住

む〉 ノイトラ、ボウマゾ くBowma n ) 兄弟〈兄弟につ

きでは共の後消息な しと云わる。〉等5人の アメリカ 建築

家の作品を参加せしめたことを魯いている。それによれ

ば ノイト ラは、アメリカ 穆位後 S 年に して当時ア メリカ

に於て既に新進建築家として認められて居ることがわか

るo ( 1930"  AME R I CA" をドイツより出版〉

先般の朝日講演に於て、彼の作品を美 しいスラ f ドに

よって見せて貰い、叉、親し く彼の講演を聴いたのであ

るが、彼の用いる自然と云う言葉の意味は、非常に開放

的な硝子菌、単純な外光、外景と住宅 との関係の様でる

る。此の点いくらか哲学泊な考えを加え勝な吾々の自然

観とは、例えばアメ リカ とヨーロツパと の相違の如〈 ‘

人生と環境との概念、に於て、相違することは致方がない

ことである。昨年東京に於て、彼は、アメリカ 建築界に

於けるライ トの影響に代り 、ニーマイヤー 及 アノ川・ の影

響について語ったと聞く 、むべなるかな、最近に於ける彼

の作品にも往年の純枠l D J ; 形を変えて居る様に思われ

る。 ヒ ツチコックはシ カプに於ける 7 アゾデルロ{ エ の

作品ーアパ { ト ー及、マ ツサザユウセッ ト、テ クノロジ

ーに於けるアル トのセ ュアーハウス について、医際建築

家と しての両者、作風について脅いて居るが、殊に 7 ル

トを意識的にハ { パ{ ドに於けるグ ロヒ・ウスと 彼の学生

遠の作品に対照せしめて居る ことは輿味が深い。 それと

同時に純粋其のものの様な 7 アンデルローエ の作品への

追求に対しニ ーマイヤ の作風を対照せ しめることは興味

なしとしない。

佐 : 比の原稿は旅行中に書き上げたも ので 、記

録、 年代 、共他の点にっし、て誤があ るかも知れま

せん。幸に自信者のnt iEを得れば幸甚で す。

〈筆者、村野 ・森、築建事務所々長〉

←写真 t i 7 イリップジ ヨゾゾゾ作のグラスハウス
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同 行 日 の 記

Ri char d J. Neut r a 氏が京都に着いたのは、1952年

5月9 日の早朝でるる。

来客遠のむれカ税 しくとび出 して行ったらと 、それに

やや遅れて、白髪の老建築家が、巨きな身体の重みをそ

のひと足ひ と足にかけて、 ゆっ〈りと歩いてきた。

まっすぐに向けて、 動かぬ視線のi呈さのせいであろう

か、 身体のどこかに不安定な感じがらったが、それは寄

りそった、ほそい Di one Neut ra 夫人によって支えら

れているかの様でるった。

改札口を出て少し来ると、うしろで( またりと鹿のしま

る音が した。 Neut r a 氏はそこで一 寸立ちどまって 、大

きな息をこっか三っか駁い込んだ。そうして胸をはった

その姿勢のまま、まっすぐに、 しかし乍らやはりまたゆ

っくりと歩いて釈を出て行ったのであるc

その聞に土浦夫人が、 赤1，1雪から荷物をうけ耳立ってい

た。そこえ、はじめで私達が涯づいて、挨拶をしたs

駅前広場のまん中で{ 士、Camer a をかまえた Neutra

氏が、朝日を浴びて立っていた。その c amer a の金属

とJ 彼の白髪とが共に美しく趨いていた。すこしはなれ

て Dione 夫人が、やはりその限を Neut ra 氏の全身

に向けて、 しづかに立ってまっていた。

2  

日本のことばは何故あんなに柔いのだろう 、 とはじめ

私はそれを肱きとして聞いていたc

ごく簡単な朝食をすませると 、まだ Schedu! e もき

めて しまわぬうちにもう立ちらがって、心臓をわるくし

ていると言うその身体に何かがわりうつっているかの様

にも見えるのでるる。階段を二つおりては立ちどまり 、

また二つおりては息を殴う 、そう言う歩き方で、玄関を

ひ と足踏み出すと 、口をついて出た質問がこれだった。

あれば日本の詩になにか関係でも有るのか、と重ねて

宮沢いてくるのであるが、私が黙りこんだのは、その質問

の唐突さよりも 、それがー休何処で建築につながって居

るのかと 、それを考え込んだからである。答を探してい

たからでらる。

京都の宿屋で Neut r a 氏は、何を見、何を感じたも

のでるろう。畳と 、木の天井 と、 土の壁と 、襖とさう し

て白L 、紙障子と 、これらのくら さはもちろん西洋の中世

鈍

Neut ra 氏への理解のため に

増 回 友 也

T O M O Y A  M A 5 U D  ¥ 

ではなし告だし、これらの明さは猶のこと今日の A mト

ri ca  とも縁遠い、 それ故この老建築家は、息をひそめ

て聞いていたのか、日本のことばを。

言葉をしづかに話すのは、日本の c:>urt esy である、

と土浦夫人が答えていた ｾ courtesy，そう 、それば、ま

さしく日本の' l i' J : みに通じることには相違がないが、そう

言う答でさえも 、 すでに私には出来ないのでるる。 維

が私達の周: r u で日常、 さう言う侠みぶかいことばを話す

泊、

るの鋭い Neutra 氏の限が、ふと訟の限を遂った。

3  

紫ｾ殴 のｭＺの階の中 ほどで 、 立どまって ｎ･ ［Ｎｊ ｴｲ｡ 氏

(主、i高欄の笠木乃端の反 1) をゆびさしていた。これは曲

った木で造ったものか、それともまっすぐな木から刻み

出したも のなのか。 2主木の反りは奨甲のたるみや肝の lZ

りにも照応すべきものではあろうが、それを笠子縁で J.!.

る場合、あまりに対比がらりすぎる。あたりはすべて直

線の直角的な構成ばかりでるる。ただひとつ昆上げる野

うらの隅乃反りを除いたならば乙けれどもそれは、交け

とる私達の限に、異質なものとは決してうつらない。そ

こだけZうなっかりと 、例えば紙燭をともしたように、そ

んな拐さヵ: 加に透って来るのである。或はすでに亡び 3

った王朝人の慣れが、そこにかすかに息吹いているのか

も知れないc そう してそれを T旬 at ra 氏が、するどく感

じとって、訊いたのでもあろうか。

もちろんそれは太い木から刻み出したものでらる。純

粋なものはこの様に、必ずしも安価とはかぎ、らない、 と

答えて彼の太い眉を見ていると 、 そこがびくりと動い

て、肩をすくめて、にやりと盛った。そうだ、単純なも

のは、必ずしも常に経済的であるとは恨らない、そう雪

って、なおうなづき乍らおりて行くので、あった。私はb

しろ、van der Rohe の Far ns wor th House を1怠レ、

起 していたのである。

ところで日華門を出て、小御所の内苑にはいる門の手

前で、その門を額縁とした緑の池泉に camer a を向け

たのは土浦夫人。Neut r a 氏はふとふりかえって、潜り

かけたその門を、も一度外え歩いてきた。そうしてそこ

であの巨きな限を光らせて、はるか御常御殿えの p 町、

s;>ecti ve を確かにそこに定めてお〈かの様にしておい



て、自 らまたその perspecl i ve の中へ、ゆっくりと歩

を遊んでゆくのでらった。御学問所の軒憶と 、1s;il 常街 般

の軒樋との形の差異が、それらを含めた空間の全体的統

一を妨げていることを指嫡したのでるる。

4  

Di one 夫人は、そう言う Ri char d Neut r a からは、

何時もはなれて歩いていた。少しはなれているだけで、

注意ぶがい視線を絶えずその全身にそそいでいた。了度

それは、 Neut r a 氏自身の影かのように、私達には恩わ

れるので; l Dる。経離宮の庭苑では、私達もまたそれに倣

った。

けれと・もｾ橋を渡って 、 荒磯伝いの飛石に 、 ｎ ･ Ｂ ￻ｴｲ｡

氏がふと立ちどまると 、 Di one 夫人はすぐその夫に寄

り添った。どう言う si gn があったのか、または二人で

同時になに事かを発見したのか、それさえ知らずに手ム遣

のは、言ーわばただはなれているにすぎなかった 3

彼の淫い視線が庭の一方から、ゆっくりと他方に移つ

参宮線は可l武り混乱していた。

Neut r a 氏と Di one 夫人とは、乗り 合せた女の児と 、

しきり に微笑み交わしている3 千悼家と してのはほn民 自

治: 、何時の間にか消えていた3 いく度も、腰を踊めて、

背をまるめて、白髪のやさしいお爺さま、それがむしろ

Neut r a 氏の本当の姿でらるのかも知れなかった。そん

な気が した3 そうして却って私自身、欧州、|の山ぐにを旅

しているかの様なgtr克をもったコ

三輪で四つの席が取れると Neut r a 氏ば、pocket か

ら黒い眼帯を取り出 して、それをかけた。こん度は魔法

つ. かいのようビ見えたっそう して忽ち建築家 Neut r a 氏

にかえったのであった3

宇治山田に渚〈迄は、そう して彼カ程ったのか、それ

とも何ごと かを考えつづけていたのか、私にはわからな

かった。

今にも雨が降りそ うだったコ

タト宮の深い杉木立の参道は、湿りで空気治運〈 、冷た

てゆく。 その限のいろが、 するどくさえるとそのたび かった。 待ちかまえている ものの、 異常な感動の予感

に、まるで彼の足もとから、力が消えてゆくかの様だ。 を、それは与えていた。まことに不』思議な appr oach で

そうして恐らくその印象をでらろうか、抗女を1!1¥く僧侶 ある。

の1設な早口で、 とめどなく、何ごとかを!法きつづけて い それ故神楽殿の幕のｾむらさき 、 その前に餌を拾う 白

るのでるる。夫人はそれを聞いている、聞くと言うより い灘、その難冠、それがあざやかに、神の姿を現じたも

それらの言葉を 、 心の何処制こ 刻み込んでいるのでら

る。

所uR天の橋立を前に した、この小宇宙の中には、苦難

の道士伴にして来た一組の老夫婦のほかには、なにびと

も踏み込む余地が燥さそうであった。

屡らくそうして立っていたそれが終ると Neat r a 氏

に、急に疲れがあらわれた。木蔭の一つの立石に腰をお

ろすと、そのまま動かなくなっk o Doni e 夫人はただ

ひとり石憶をわたって必琴亭の前に出た。私達も夫人に

悶 った。

ふりかえると 、巨き なすI樹の蔭に居て、Note を手に

身動きもせぬ Neat ra 氏が、 そのまま一つの庭石にな

ったかの様に見えていた。それに較べると R odi n のら

の考える人の像さえもが、私には喋舌な姿とも思われて

来るのであった。

うすぐもりのにぶい光が水面に滋い、石組の上をなが

れ、 石に化った Neut r a 氏の足もとになづさいゆれて

いたのである。

やがて立ち上って、しかし白川石の石腐の手前で、 ぐ

らりとなって立石にその手をかけた。そう見えた。橋を

渡ることが出来ないのか、 と私の声は少しかん高かっ

た。いや、 石が多くて、 あまりに石が多いので、 と

Neut r a 氏の声は しづかにひびいてきたっ しか しその限

付、むしろ歓喜にあふれでいた。

5  

5 月10目。

のででもあろうか。 Neut aa 氏ば立ち どまって、 その滑

らかな、小さな生きものを、喰い入る様に見つめていた。

これは何する建物か。

神にささげる sacreヨDanc e のための建物であ る。

dance，何と言 う騒しいひびきをもったことばであろ う

虫、

Neut r a 氏は、考え込んだまま、ゆっく りと歩き はじ

めた。

けれども愈々一歩宮居に足を入れると 、ふたたび動か

なくなったっ しばらくじっと、それはその感動に堪えな

がら、あざやかな印象を、みづから胸に刻み込んでいる

かの様に見えていた。

そうしてやがて拝殿の東の柵に歩み寄って、それにも

たれて、正皇室を中心 とした空間のつよ さをしづかに見つ

づけていた。 私達は、 そこで もはなれて居たのである

が、Di one 夫人は、彼のう しろに立っていた。

またしても 、呪文の様ならの!笠きが始ったのである。

それを夫人が聞いている、やはり 一生けんめいに。

それが柊ると、 今度は西の木柵に、 その位置をかえ

た。そこで Neut ra 氏ば Sket ch book をひらいてい

た。夫人は桜から cr ayon の箱をひらいて手渡 してい

たっそれらは厳かな pant omi me であった。

私は急いで‘ 神宮の座へ近づいた。そのおし音に Ne u-

t ra 氏は、私の方をふりかえったコ私はその白髪の西洋

人の名と ｬ｛ｾ 業とを 、そうしてそ の位置 と を 、 早口で説明

したのでゐる。率いに して諒解を得ると、向うの方か ら
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Neut r a 氏が、いけないのか、いけないのならやめるか

・ら、 と大きな声 できいてくる。 いいのだとも 、 もちろ

ん、 と私の気持は しかしわづかに素れていた。

Di one 夫人は、向うの塀. の片岡から、 限で私に挨拶

を送ってきた。

参詣の人が しばら〈途だえた。

crayon の音が、かすかに聞えてくる様に、私は思つ

ザー
J 、- 。

ふっとつまづいたので‘ あ。

東大寺の建築について、これまで人が話す時、誰が一

体現存の大仏殴など想いつくだろうか。この時もまた、

私の想いは浄土寺の俊乗坊霊源{ 象をかすめていた。

え、 どちらなのか、と聞はいよいよ強〈 、急だった。

もちろん伊勢の建築家、 と私はむ しろ、おろおろしてい

た。そうだ、伊勢には確かに人間味がある、彼は昂然と

そう言い放った。

ふと別な音がきこえた。その方え限をやると、あざや 私( 土此処え来るたびに、 constructive な鎌倉時代を

かに、白い祭犯の服をきた一人の神宮だった。黒L 申書子 ー想い描くのに、彼は外宮に古代の人間像を見ると言う 。

をかむり 、黒い木沓をはいていた。正殿の前を前かがみ そう言う会話の行き違いに堪えきれなくて限をそらせる

になって、西から東に、しづかに歩いて行くのである。

それが私に、何か異様に感じられた。

Neut r a 氏は sket ch をやめて、その神宮のうしろ盗

を、 じっと見つめて立っていた。その姿勢が、神宮の行

って しまったらa とまでつづいた、まるでそれは幻影を追

うかのように、半ばは放心したかのように。

その神宮の sket ch が、帰りの車中で完成した。それ

を私に見せながら、 この人聞が、 あの建物に住んでい

る、と淫い言葉で説明した。

フ1木の辺りで雨になった。

主平成山がその雨に畑って、ひょうびようとはてなくひ

ろい大和盆地がひろがっていた。

6.  

奈良では、激しい雨に、風さえかなり吹いていた。駅

も通りも、とりみだした小さな旅行者逮で、混雑してい

た。

そこを通り抜けると、との季節なら、いつもは明るい

芝生なのだが、 しらじらと雨に沈んで、、それカ糠青いろ

に光っていた。

. そうしてそのまん中島た 1) に、まっす、お砕服を着た、

五つ六つの女の児が、 すき透った ナイロシの雨傘さし

て、歩きなやんでいた。それを目ざとく見つけたのは、

Di one 夫人ではあったが、 Neut ra 氏も歩を止めて、

心細げに見送っている0 ・さき程から、その横顔に涯びあ

と、大仏殿の大屋根が、雨風に傾いていた、そうしてそ

れカ可可か滑諸で、いささか人間じみていた、末期的では

るるけれども 。

鐘楼えの石段は、 Ne utra 氏にはかなめに難行だっ

た。それで護った大，罵酔木や、i掻青葉の犬小など、それ

をいちいち訊いたり し乍ら、のぼって行った。

けれどもその鍾後も半ばは閉ぢられ、わづかにその軒

下が私達には、ふりしきる雨を避けるのに絡恰な休憩所

であるにすぎなかった。

しばらくたって私はきいた、あなたの澱境論も一読し

たし、 叉昨夜の講演もきいた、 ところカ濯築家の取り

扱ふのは、 どこまで行っても物理的な空間、形と寸法と

の正硲な空間にすぎないのではないだろうか。若しさう

なら、そう言う無機的な空闘が、どうして有機化された

り、叉は生命感をもったりするのでるろうか。

うなづいてから彼は、じっと考え込んだ。

しろい無数の雨脚が、寅掲色の土をたたいて、しぶ きF

あげ、にはたづみとなり 、流れていた。

ややしばらくして、頭をあげた Ne utra 氏カ箸えた。

建築家が攻後う空間なり 、壁面なり、光なり、叉は音な

り、そう言うものは純粋に物理的なものではなし¥建築

家が見る壁、建築家がきく音、それらは建築家の頭の中

で予想され、つまり建築家の主観によって、はじめて意

識の中に存在する、さう言うものを建築家が取扱い、そ

がっていた撃が、しづかに消えて行くかの様に、それに うしてそれこそ E urope の、正しい意味での、 ar chi t -

代ってやすらぎがほのかに頬にのぼってきた。 ect である。

或は雨の東犬寺など、そのるたりから、木ぬれの上の 7  

重し、主主と 、金色の鶏尾でも眺めてすませておけば、その

方がよかったのかも知れなかった。 ところがどんな旅行

間にでも奮いてるるのか、 Great Budhi s m T empl e  

L それを しきりに口にしながら、何処にともなく不潔

さのただよう大仏殿にはいって行った。

果 L て東の廻廊で、まつ向から私に向って、雨のしぶ

きを避けもせずに、伊勢神宮の建築家と、この犬寺の建

築家と、 どちらが偉大だと君は考るか、 と私の眼をのぞ

きこみながら、怠{ まづませてきくのである。答えるまで

もないだろうが、 とおきまり通りに言いかかって、私は
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三月堂の前では、宿屋の揃いの雨傘をさした、七八人

の青年遥が、 Neut r a 氏を取り囲んだ。東京での講演を

きいたという、それは学生逮だった。

彼らを前にして、 Neut r a 氏は毅然となって、老将軍

のよう Iこ見えた。

激しい雨と風との中故、それはかなり感動的な場面と

なった。

それにしても、そう言う記憶を生涯につみ重ねて行 く

と言うことが、こののちどれ程この青年建築家遥を励ま

すことになるであろう 。 少 くとも、建築家 R ichard



Neut r a氏の、この瞬間だけは、私達l士、 Sul1i van の不

幸を Sul l i van 自身の中に感じる、ちのやりきれなさか

ら救われるのでちる。

二月堂から手向山神社へ、そこ の縁先で、私遣はみん

な腰をおろ して、ロもきかなくなっていた。

境内は、ほとんど泥の水たまりで、それをたたいている

雨のしぶきも、ほのじろいたそがれ時が近づいてきた。

何の樹でもろう 、見馴れぬ太いかれ校が、まっすぐに

天に向って、そそり立っていたっ荒涼 と言 うよりは、一

種凄惨な風景だった。

けれども、漸く電車にのったとき 、疲れのためか、安

堵のためか、かえって誰もが多弁になった。

chri st i an chur ch を考えて見ょう。さっきの空間の

問題だが、と Neut ra 氏は、 まづまっさきに口をきっ

た。われわれはあの会堂内部は、ただ単なる形、ただ単

なる大きさだけでは感じられない。光、音、空気それか

ら儀式、そう 言うものや、木、ガ ラス 、煉瓦、石、腰掛

にかける人間達、つまりそこに在るすべてのものの、統

一 された全体として考えるのであるG

それはそうに違いない、けれども私の言うのは、建築

家の制作過程でのことなのだ。 その故、 私( 土不遜も省

ず、こ のことだけは確めておきたかった。いま例えば、

光の効果を考える場合、それは物理的な、納象的な問題

として、 空間を取り扱号ほかないのではあるまいか、と

言い乍 らも 、そう言う私は一体何ものであるか、建築と

言い、建築家と言うものの理解のずれを 、明治以来の西

欧文化の断片的な受客の上に形成された、わが国の建築

文化の、そのせいだけにして終へるのか。建築と言うも

のが、明治以降の概念であるならば、それまで日本に存

在 した、あの数々の隠れたもの、られは何と呼ペばいい

のかc

私の頭の中では、そう言う考えが、いつ時に渦いてい

『 ー

ｉｾ 。

それは archi t ect の問題ではない、それらの aコpl i -

ed sci ence の立場である。 archi t ect は、それらの

appl i ed sci ence だとか、または sci ence の結果を蒐

めて、 空間を構成するのでまbる、 とこの公式的な明快

さ、しかしその意味を 、正しく理解するためには、も早

論理や概念、によるのではなく 、夜、達自身西洋: こ出かけ、

むしろ生活することによって、その風土を、+<? コ伝統を

身につけて来るほかないのであろ うか。 しかしま た、よ

しんばそうであるにもせよ 、建築をそんな狭い所え、ぎ

りぎーりに、追いつめる必要があるのであらうか。

私( 士、いや私達は、少 し疲れている。それ故話題が、

例えば、日本舞踊と畳との音についての相互の関係、或

いは着物と臼本住宅 との関係、などに変って行った時、

やや落ちつきを取り戻 した。

それにしても、 a n archi tect  gat hers its resul ts，と

言ふその仕方が、建築家の倣慢によってでなぐ 、却って

その謙虚さに よって、一日も早 〈紅遠の周囲に突現する

様に、まず私達が努めなければならないと、私はそれを

not e していたο さうすると 、その not e をのぞき込む

ようにし乍ら、今朝の参宮線で、行きづり の女の児に微

笑みかけた、らの表情で、商白い話を始めたのである。

幼年時代の回想であった。

その時彼は、ゆかの上に坐って、校のすき間のl f f . をゆ

びでつまんで食べていた。突然、二才の Ri char d が、

何故ゆか板にすき聞が出来るか、を考えた。

またそれと同じ頃、pi ano の上にのせられたとき、そ

の位置で、 .始めて天井に i nt i macy を感じた、と言 うの

である。その時分の、彼の玩具は、るき穫とか、 媛れた

器 Jえとか、建具、金物とかのたぐいであったと言う。

最後に彼( 士、こ れから口にすることの愉 しさに限をほ

そめて、人さしゅびをふり 乍ら、 調子をとって、ゆっく

.' ? と言った。

I  gr aduat ej  all archi tectural  courseョat that  

ti me， whe n I  was  2  years old.  

この時私i士、始めて Ri char d Neut r a 氏に、近づき

得たと考えた。

それに、その夕方、食事のあとで、河原町を歩いてい

て、 Di one 夫人の した話も 、彼えの理解に役立つであ

ろう c それば、 Neut r a Jr. 君が、F or um社員に、君

のお父さんはおの Ri char d Neut r a 氏かときかれると 、

昂然として答えたと言う 。 Y es my  f at her is t he 

emper or  of archi te: : t.  

これらの惑や、その夜おそく 、宿屋の一室で、Neut r a

氏が、横尾教授と私とを前にして、言ったことやらその

表情やらが、一層彼に夜、逮を近ょせたのではあるけれど

も、それは今脅〈機会ではなさそうだ。

8  

5月11日

苔寺の苔に洩れ陽が金色である、 と言ふのも 、Danae

受胎の雨の説話も 、ともに西洋の感覚であろうが、それ

には季節や時刻や、その他の条件ーがあり 、いつもそうと

は限らない。

況 して、 ゅうべはよく限れたか、 ときくと 、いや、眠

れなかった、と はっきり答える Neut r a 氏であるc 私

は少 し不安になったが、空はすっかり舞れている し、そ

れに何よりも、西芳寺の朝は寂かでるった。そこにはか

すかな、けれどもつよい水音治市置されて、永遠のひび

きとでも言うものが、木立の間をながれていた。

そこでなは、智者{ ま水を愛する、と言う。紛れもない

東洋の感覚を 、口にしようと してやめた。

Di one 夫人も 、 土浦夫人も 、少 しお くれて歩いてい

たc そう して私のすぐ前の、Neut r a 氏の白髪の、今は

冴えて何と言う美しきであろう。 それは単に、 茶室の
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･ Ｚｾ｣ｴ ｩ｣ｩｳｮ に関心を もっ ､ｩｬ･ｴｴ｡ｮｴ･ で は有りえない 、

ただーすぢに建築に、その全生涯を捧げつくしてきた真

の建築純粋さを見せているのであろうか。

私もまた、少し Ne utra 氏の傍をはなれた。

湖南亭からおりて行った、池の采の小径尽伶ち、中島

への小さな矯の向うにある松の探の根をゆびさ して、

Neut r a 氏は、私を呼んど。見給え、こ の庭園の設計者

は、正しくこの根を配置している、そう言って、その松

を下から上へと見あげるのだが、それは別に手を入れて

もいなさそうな、甚だ自然に近L 松だった。私は黙って

うなづいた。

Neut r a 氏は宣ねて、樹を補えると言うことは、植物

学や土壊今や、それからその樹の成長なり 、変化なりを

予測して 、そう して形のこと 、風景のことに及ぶのだが、

これらの樹はすべて、正. 確に取り扱われている、と言い

足した。それかららの一列に、池中にならペた夜J白石を

検にして、 Di o: l e f夫人によりかかる ようにして、例の

monol ogue がはじまった。

これらの言葉が、樹を、自然を、建築のうちに見ると

言うことを、若しも意味するものならば、るの竜安寺の

石庭の、疑ふべからざる純粋さ、それを建築家 Ri char d

Neut r a 氏がどう 見るか。

はれわたった五月 、その石庭では、むしろ明るい白砂

の面が、宙に詑いて、その底に、くろい15の石々が、恰

も水のすきかげに、かすかに授・れているかの様だ。

方丈の縁先を、上ったり 、おりたり、そこに立ち、こ

こに坐りこみ、その位置ごとに、確かな姿勢をとって、

Neut ra 氏は、きびしい意欲を見せていた。

何か息ぐるしい、私はそのたびごとに、彼が、息をの

んでいるのを見た。この滋くべき空間に、それは宇宙の

ひろさをもち、永遠の時聞をもっ、その空間に、 Neut r a

氏は、カをつく して、 迫ろうと試みているのである。

その真剣なすがたを前に、建築の限界などとは、むし

ろ無意味に近かった。

S  

西芳寺から竜安寺、そしてすぐ孤蓬荏へ、とこれは日

本庭園史の、もっとも中心的な道すぢだと、私は思うの

であるが、Neut ra 氏はその部屋に入ると 、すぐにその

床の前で、床に背をむけ、 どかんと座って動かない。

camer a を傍になげ出して、からの両掌は敏に巧りの

その膝がしらを、 ｴ 霞んでいたのでらるけれども、ｾ直に

このことを、私の感じで言うならば、或はその時 Neut ra

氏は、これら日本の感覚と、技法とえの執着を、も早投

げすてたのかも知れなかった。

そろ言う危険さを、例えば利休の辞去にあるような、

投げうちたくなる様な、紙一枚の危さを、確かにそれは

持っても居るし、やがて、ごろりと腹這いになり 、そう

言う投げやりな姿態に、彼がなったから、私はそう感じ

38 

たのであろう。

それでも彼の鋭い限は、逆光の障子の効果と 、陸i認の

布置とを測っている、喰いいる1設に見つめている。それ

故耳立は全く反対に、その不可思議なさE閣の定1惑と 、まつ

正直に聞いてながら、その正体をつきとめようと、限を

血ばしらせているのかも知れなかった。

そう言う二つの正反対な考えを、同時にゆるすと言 う

のも 、突は、ただー箇所の、られだけの紙障子のせいで

おる〉空間にらを光の意l来、その明るさと〈らさ 、見ら

れるものと見るもの、こ れらの対立するものを、一つの

空間で、あれ程の調和で、同時に果している例を、かつ

て私は知らぬのでるる。千年にわたる紙の歴史の、まさ

しくそれは一つの終点でるる。

関口の紙密な耳支援ひに、 関心ふかい Neutra 氏だ、

私達はただまっていればいいのであろう 、彼のこののち

の空間的創造を。

10.  

修学院へついた時、私はかなり疲れていた。あの健康

そうな、土浦夫人も、少しやつれを見せていた。

しかし私達は、 まだしも Ho me l and でのこと。

Neut r a 氏は、ただもう建築家の、いはば執念だけによ

って、旅の疲れに湛えている。

それなら Di one 夫人はと言えば、離宮の案内を始め

る時刻まで、まだ小一時間もあったであろうか、英ill を

事務所で借りてきて、青草の木蔭をえらんで、そこに放

き、自分の活ていた短外套を脱いで、それを円: んで、総

にして、そこえ Neut ra 氏を績にならせた。

Ne-utra 氏は、例の黒い眼精をかけると、しつけのい

い子供・の様に、そのままじっと動かなくなった。

私達は足音をしのばせて、そこを離れて、弁当をひら

いた。

1922年 Ne:l t ra 氏は、 単身故国をはなれて、落rr:; 大陸

へわたった。Chi cago Tr i bune 社の、建築競技設計の

首ij 年であるo Dessau の Bauhaus が1926年、その翌年

には Cor busi er の、国: 深聯盟会館奈が発表されたっ F .

L.  ¥Vri ght の、欧州への最初の紹介( 士、 191似手頃では

あったが、猶 A me r i ca は、一般には、欧州、| にとって

は、未知の土地にすぎなかった。

それからあの優美な、 Li ght Const ruct i on が、木造

住宅の一つの典型を完成する迄、 建築家 Ri char d

Neut r a 氏の、最初の苦闘がつづくのであるが、一年お

くれて渡米した、 夫人の場合には、それはゆるぎない尊

敬と 、愛情にみちた日々であったに相違ない、今なおそ

うである様に。

中の離宮で経師屋が、襖の下貼に使うと言う厚手の和

紙に、務ふきかけ、その縁を竹ベらできりつけて、それ

を手でむしりとっていた。それは貼り合わせた時に 、そ

こが玄り 、そこだけがほかより厚くなるのをふせぐ為だ

( 39頁下段へ絞< )  
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に つ い て

徳 田 頴

EI  T O K U D ¥ 

私には Neut ra 氏を紙上紹介する資絡はなし、。 だが

それでも知識慾にもえる前途ある若い人々に、アメリカ

建築研究に専心する私が誇りや剖こ伝えたかったからで

るる。

いうまでもなく 、Neut r a はアメリ カの代表的建築家

で、らり 、叉世界でも著名な建築家である。長身であり 、

建築えの熱情に輝く障をもっ彼は朗材育であり、暗示的で

おり、機智に富んでいる。それは卓越した芸術家を想起

させるのがある。

さて、1893年といえば、 シカプにおいてアメ リカ発見

400年記念の陣覧会が開催された年であり、 アメリカ浪

漫主義建築は絶頂に達し、折* - 主義建築の瑚芽をみた時

代である。Ri char dson は没し、 Wr i ght は若 〈、Sul -

l i van を中心として 、 Bur nha m， Hol abi rd， Root ， 

Roc he 等がシカゴ派を形成し、欧州の建築界 と対抗し

ていた。T! Pち欧州依存というアメリカ建築が、漸時自国

的な性絡を表しはじめた。Neut r a の生誕したのはジ カ

コ将覧会開催の前年、 1回2年 4 月であった。生誕地は古

典都市ウイ { γ で、1923年アメ リカ へ来朝している。在

欧時代の Neut ra については、 その言毛細を知る由もな

いが、 1919年よりアメリカ来朝までを 、スイスて建築家

として、叉都市計画家として過している。更に彼の性絡

をいろどっている芸術家的色調は、おそらく該時期に身

につけ得たものであろう。アメリカでは、始め Ho! abi rd

&  Root 建築事務所に入所し、その後 Wri ght 建築事

務所でも仕事を残している。然し彼の活躍した主舞台は

西部海岸地方であったっ即ち1926年以来、ロス アンゼル

ス、サ γ 7 ラゾシスコ 等を中心に、住宅事務所建築に才

( 38頁よ 9 )

と言う 。Neut r a 氏はうなっe き乍ら、 注意ふ. かくそれを

聞き、その職人の手もとをじっと見つめていた。

ぞう 言 う Neut ra 氏である、修学院捌には、かくべ

つ注意も払わずに、かえって庭先の細い流れが岩組に、

71 < . 紋の反射をなげて、 それが憶えているのをゆびさ し

て、そのせせらぎを聞けと言うのだ。

煎じつめると、自分の限で見、自分の耳できく、と言

う根源的な、それ故空気の様に平凡な、そう 言 う世界に

Neut r a 氏の全作品が、 一大王国を作っているのではあ

るまいか。

上の離宮も Neut ra 氏の、 あの健康では無理だった

が、案内されて行< course を、これは逆だと言い言い

能を惜しげもなくそそいでいる。かくして1929年には ア

メリカ永住の決意をかため、帰化してアメリカ人とはな

った。その後の彼の活躍にはめざましいものがある。T! P

ち多数の懸賞設計には入賞し、叉住宅問題の権威と して

社会に貢献するところが大でらった。 1943年以来、ハー

バ{ ト、 プリゾストゾ、コロゾピア等の各大学で講じ 、

叉メキシコ 、 日本、スイス等の各国に招待され、建築思

潮の発展に可成りの影響を与えてている。

ひるがえって Neut ra の作品について述べてみよう 。

それは住宅建築を中心とするのである治、 というのは

Neut r a は現在、 Ent enza 主幹 Ar t s &  Archi t ec-

t ure 誌のスタッフの一人でらる。 殆んど毎号該誌に彼

の作品が渇ぶされ、我々に最も親しみ易いからである。

そして我々は彼の作品を通じて、機能主義とはただ単に

単純化を意味するのではなく 、複雑な中にも調和をもっ

美 しさであるということを認知するのである。それは洗

練された住宅美でらる。更に叉、我々は彼の自然魅味に

驚く 。それは東洋的風絡すらもっている。即ち住宅の背

景としての庭園に、自然石や木草を巧に配し、人工的で

ない自然の美しさを表している。人間生活と自然との調

和、我々は叉、そこに彼の建築家としての 、ヒューマニ

ズムを知る3 それは自然に深い愛情をいだく日本人の心

に、るる親近感をもたらすのでるる。極言すれば我々が

Neut r a に深い続愛を感じるのは、彼の風絡と 、彼の こ

の自然を愛する心であろう 。

過日、 Neut r a氏は日本建築協会を訪問され、一場の講

演を試みられたっ深い生き生きとしたスピ ーチ の片々に

国際的性絡をもっ建築は、 建築家の感情的対立ではな

く、愛情に基く即ち芸術を愛し、そして人聞社会に幸福

をもたらそうとするヒュ ーマ ニズムによってのみ、理解

し得、叉人煩文化に貢献し得るものであることを失感す

る。そして建築家自身の過去に対し現在に対し深い複雑

な感情と自省を与えて下さった氏に、限りなき尊敬と愛

情を注ぎつつ、ペγ を置きたいと恩うのである。

〈阪大、文学部、西洋史研究室〉

して、それでも全高官歩き透したばかりでなく、高野川沿

いの帰り途、も一つ凡ゃうと言うのである。

やめた方がいいように思う 、 と Di one 夫人が控え自

に、 夜汽主主のことも言い足してとめたのでるるが、

Neut r a 氏はきかなかった。

それで最後に、 おそらく今度の Neut r a 氏の東洋建

築行脚の最後に、銀閣寺まで行ったのである。

私達はその庭で、 立錐の余地ないばかりの観光団体の

ひしめきを見たっ耳のいたくなる程の、拡声畿のお しゃ

べりを聞いたっそう しセそのほカイ可も見ず、何も聞かず

にそこを出たっ自分の耳に綿の栓した Neut r a 氏だけ

は、案外そこで、ありのままの日本を見たかも知れな か

っ た 。 ( 筆 者、京都大学助教授〉
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N E U T R A  8c A ME RI CA  

林 野 全 孝

Z E NK O  H AY AS H 1 N O 

1 と び ら

Neut r a の講演会は、 その後いろいろの話題をなげ

た。感激 した人は、何に感激したのか明かにしないし、

アラさがしをする人は、では自分ならどんなものを建て

るかを聞かにしないけれど、実際に彼の作品を見ず、叉

らちらの生活などもわからずに、良くこれだけの話題が

出たものだと私自身常々感心していた。 ところがこの私

に何方穏けとのことでるる。無論私は Neutr の作品な

ど突際に一つも見たことがないのに、全〈務き入った次

第である。大いに発 7・y して、得意の心臓をもって筆を

とることにした。副題を“ Neut r a 知らざるの記" とし

て、あえて諸大家の御批判を乞う。

2. 一 つ の 疑 問

Neut r a の講演のテ { マーとなっていた自然との激合

ということ、この中に我々の予期していた日本の自然趣

味との対比がなかったけれど、恐らく自然趣味とは全〈

逆な窓味での話であったと思う 。我々の自然趣味は、自

然への逃避でｾｾるが、彼のいう自然との融合とは、どう

いうことなのか、只ガラスのハコ家を山の中に置くだけ

ではないのだろう 。 しかし講演そのものがこの点はっき

りされていなかったように思う 。

ガラスパコを山の中に建てることは、すでに30年も前

4こ E匂 utra や他の人達によって笑施されている。例え

ば19周年に Cal i f orni a の山中に建てられた Neut r a

の μ 健康住宅" を見ても 、自然にとけこもうと努力して

いることがわかる。無稔今戸のものと比べれば、横長窓

照明装置、Pri vacy の確保、 などに相当の古さが感ぜ

られるけれど。そ して、材料と設備の発達は、ますます

自然への融合を可能にしたのだろう 。けれどそれは恰も

動物園の動物小舎が、みんなに見えるように、反対に動

物の方も我々を観賞 C?) し易いように、ガラ スケース

ヵ: 用いられているのと良〈似ている。ただ動物が人間で

あり、対象が自然であるだけの相違。そして、それがオ

りではないこと。これだけで自然と融合したのだろうか

つ

このような傾向ば、 目下 Ame r i c a では盛でるるo

Wr i ght でさえ、こ の影響・から逃げることが出来なかっ

守 、

れー。

El l wood， J ohns on， T wi t chel !.， Saar i nen， ( 今は故

人〉、R o h e，等々の建築家も 、こ ぞってこの方向に向っ

ている。この傾向は Eur ope ではほとんど見られず、

R o h e す ら、Ame r i c a Iこ渡って始めて念顎がかない、
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Fox  Ri ver にガラスパコを建てた。

このガラスバコについて ｒｯｨ･ は 言う。 ￭ｾＱ きｾを ー

し、 消去しつづけて、一つの結晶を得た。これこそ純粋

の美であり 、 その精神の昇撃でらる。J と、そ しτ 叉、

「建築の中の人聞は自由でなければならぬ。J と叫ぶ。

もっとも建築の外での人聞は自由であるかどうかは知ら

ないけれど、少くとも動物園のオリより は、はるかに自

由であろうし、はるかに便利であろう 。日本の動物園にー

も、ｾる径のオリは非常にモ〆 γ で冷暖房装置も完備さ

れ、 動物は毎日 、我々よりも立派な食事を しているのさ

えある。その動物はオ リの中では全〈自由でらるe

とすれば、ガラスパコと、自然との融合 と( 士、一体ど

んな関係があり、何のことだろう 。

3 そ の 起 リ

このような傾向一一新環境主義と日本の一部の人は言

うーーは、設備のすばらしい発展におうところが多い。

Haskell (士、「一世紀前に構造技術家が建築を一新させ

たように、 今日では設備技術家カ建築を改新させてい

る。J C"  B eaut y for US.  Recor d， J une 1943. ) と言

っている。 しかしそれだけではあるまい。やはり米国の}

高度な資本主義の発達による経済力と機械化の問題も十

分考えねばならないだろうし、今一つ、T V A の大自然

改発工事成功の影縫も 、多分にあるだろう 。

T V A は日本の土木、建築家を薄まかしたように、やは

り米国の建築家をも相当しげきしたのではないだろう，

か。Fai rf i el d Osbo刊 は 「人聞は自然との闘いを止め、

協力することを学べ」といい、人間同土の協力と 自然と

の協力を強調しているのは、T V A 建設の有様と比べ、

なる程と思わしめるものがあるだろうc

叉 Neut r aは先日「自然的になることが最もむつかし

い現代、しかも最惑の社会的条件のもとで、現代の建築

家は失われた自然を人間の手の中に取りもどすという仕

事に立ち向おとしている。 j と言い、Haskel l ，士、「大

地を人聞の住む美しい場所に変えることが建築である。J

という 。

彼等の課題でよbる自然との融合、協力、そして大地の

改善は米国では十分に芽生える条例ーがあって、しかも都

市のごみごみしたところに憾になった人々によって、グ

ラス〆コ( t . 美しい山野に進出したのでるる。

4 あ る 解 決

もちろん動物閣のオリは、動物のために美しくする。

ではなしこれを見る人のためにそうする。叉そのため

に動物は大事にされる。 しかし住居は違う 。住む人のた

めに美しくし、住む個人の幸徳と自由のために、建築さ

れ る。 だから住む人は、 だれでも美しい自然を愛する.

し、も 早壁にかけた風景画には満足出来なくなる。大者拡

市のでたらめな発展は、どの都会人にもこの感覚がわい

て来ている。 しかしながら、住むためには大都市が必要



でらる。そこはなお{ 勤〈場でもらり 、生きるための品物

をつくり 、叉売るところでもらる。

このこつのむじゅんを解決するために、都市計画家は

いろいろと考えた。 耳立は大都市の立派な計画をたてた

り、改造E誌を作図 じたりした。叉ある人は田園都市を考

えた。しかしこのぐずぐずした計函の笑行よりも先に、

都市の人達は、大都市の周辺へ樹木にらこがれて進出し

た。 しかし今日米国では、iDる人はこのような進出だけ

では、どうにもあき足らなくなってしまった。

そこで更に強く自然との融合が促進され始めた。中沢

誠ー郎博土は、次のような解釈をされる。Neut r a の自

然との融合 k は、第一に、米国の大都市否定論でるる。

そして、自 lftIJ寧や道路のすばらしい発展が、この突行を

可能にしたコつまり、自然に返れ ! とば「不自然な大都

市を放れよ り ということである。第二に、このような

考えは建築家のみでは出来ない。注文主の考えもそうで

なければならぬ。住む人が自然の中に居ても 、それがイ

コール自然と融合したのではない。 i 自然の中に住んで

もやはり大都市の生活が出来なければならないc J そし

てこそ自然に返るのであり 、自然に返る、乃ち自然を観

賞出来ることなのである。それは叉我々の当然の欲求で

もあろう。

5. 問 い と 答 え

しかし、自然に融合するための建物自体について、や

はりいろいろの批判はある。

( 1) 室内気混 It . 満足すべきか、

く2) 軽簿ではないか、

( 3)  Rr i vaごy がどれ程保たれているか、

( 4) 地震や大風大雨にはどうか、

( 5) 経済的にはどうか、

くの都市、地方針函上はどうか、等、

最近 Amer i ea より帰られた、生田勉氏は、Ne utra

の建築などを突際に凡て来られて、窓についていろいろ

の見解をのベている。〈建築雑誌 1952年2月) (1)、 ( 2)

について生田氏は次のように言っている。

これらの窓は、ほとんどがハメコロシになっている。

しかし冷房は暖房程に行われていないので、 夏は大変

署ーし、。 しかし彼等{ 士気密性を尊ぶ。多分これは航空機の

窓の影響であろう。汽率も大型パスもやはりハメコ ロシ

窓になっている。気密性に対する国民性の相違でもあろ

うc 叉軽薄ではないかという疑問について、実際にはむ

しろ重厚ですらある。 しかし、単純、率直の表れでもあ

ろう。

( 3)  Pr i vacy について、これは、カーテ ゾとか、最小

限の間仕切などで、やはり保たれてはいるだろう。しか

し米国の建築. . . . : / ガに、若い二人が風呂の脱衣室で服を

ぬいでいるのを、外からゆうゆうと眺めている男を商い

ている。問題にはなっているのだろう。

( 4) 地震や風雨に対して、地方差もあるだろうが、概

して日本程気に しな〈て良いらしい。 Wei dl i nger は

「日本の構造 E ngi neer が、地震地震といっている う

ちに、良かれ悪しかれ一定の型にはまった Ra hme n

Engi neer に固りかけている」と いている。〈建築雑誌

195111，1952. 2，1952. 5，各号 リー〆イ 社批判論争参照〉

( 5) 経済的には、例外かも知れないが、Rohe の F o:<

Ri ver に於ける小住宅のごとき 、実に5 ヶ年の日時を要

していることから見ても 、 叉、 このような建築が当然

に、 Ei r Condi t i on や多くの機械設備を要することか

らみて、ずい分高価なものであろう。叉住む人も、田園

や山野から都市まで自動車でわす》ミ 2 時間? しかかから

ぬとしても、それはもう余程高度の生活を示すものであ

ろう。( のばかつらいする。

6 余 聞

一寸大げさかも知れないが、Neut r a 氏の講演よりも

むしろ有名( ? ) になった滝沢教授の閉会の辞を、結論

の育i J に紹介したいc

「今夕、Neut r a 先生は、25年ぶりに、ノイ 〈新しい〉

トラ〈お手本〉を呈供 して下さったs さき程から、さば

くに家を建てるとかいう話ーだが、何と 申して良いか一。

戦後日本は四つの島にとじこめられ、人口密度は米国

の 4 倍、会くさ( ま〈どころではなし、。 この現実は何とも

いたしかたがない。 ところで最近、国連本部のそばにす

ばらしい貧民アパ ート が建てられた乞このアパ ート に住

める資絡は 、 月 ｊ 吹 ＲＰＰ ドル迄の方で、それ以上の人はｾ念

/ 戸らおことわりすることになっているc

月牧 200 ドルといえば約 7万円である。7万円ιL上の月

給をとっている人は手をあげて下さいc ・ー見わたした，

ところ手が挙らないようです。皆さんは貧乏人の資絡カζ

ある。 このような日本の経済事情で、 Neut ra 氏が度

々 Ai r Condi t i on ( 空気調整〉といわれたが、 日本の

Ec onomi c  Condi t i on ではどうにも手のほどこしよう

ヵ; なし、c

No w Mr .  Neut r :J.， Ai r  Condi t i on is ver v har d 

f ow us， becouse of  Economi c  Condi t i ons.J 

笑声と拍手の内にこの閉会の辞カ終ったのだが、その

あとで、滝沢先生が再び Neut ra 氏にこの話をしたと

ころ 、 Neut r a 氏は「そうです、たしかに Economi c

Condi t i on にふれなかったのは私の手落でした。 しか

し Econorni c Condi t i on が悪いから といって建築家

が何もしないで良いとし、うわけではないでしょう。」 と

いったそうである。

ところが、こ の閉会の辞をきいたらる工高の先生が、

若い者カ祈角美しい夢を見ながらこの話をきいていたの，

に、 すっかり閉会の辞で夢をふっ飛ばしてしまった。

全くけしからんことだ。とふんがいされたとのことでら

る。
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7. む す び

閉会の辞にらるように、 日本では全< ｾ，のような話で

ある。美しし事を見ながら聞いた人もた〈さん居ただろ

う。だからといって夢だけで終って良いわけでもない。

かつて我々は大東亜建設という夢を見せつけられて、大

ー変なめにらったこともある。なるほど、とやかくの非難

拭あっても 、ガラス の家は美しいし、設備の優れている

のは、優れていないより良いにきまっている。叉不自然

、Cーさわがしい大都市の中より 、静かな美しいところで、

ーしかも大都市の生活が出来るなら全〈夢のようにすばら

しいことだ。

だがしかし、 Amer i c a に於て、このような夢がどれ

冗け実現しているのだろうか。

A F L のスタッ フでるる Har r y Conn は " Ne w

.Republ i c" 誌に米国の位宅事情を訴えている。( 扇田

信訳、紹介〉これによると 、米医3940万の非農家住宅の

中、約工/3の1170万カ河て良住宅とされ、〈尤も日本とは規

準カ濯うかも知れないが、 〈わし〈は知らない。〉叉非

自人{ ま離隔された地域に住んで、さらに極悪の状態にら

る。住宅の建設はL 、っこうに渉らず、予算もずい分獄ぜ

られている。叉一方家を建てようとしても、普進一軒が

:15，500弗仁シカプ地方〉もかかるので、年J吹4000弗以下

の アメリカ人〈全体の72%をしめる〉にと っては、全く

無関係に等しL 、。他方復員軍人や現役軍人家族、或は産

業住宅の不足も大きい問題となっているし、国防生産法

は更に住宅の建設を困難にしている。

このような事情にある米国の建築家 Neat r a 先生は、

ハ ガ キ 回 答

去る5月9 日、朝日新聞大阪本社説堂にて学会、協会共

催の下にノイトラ氏が夕方5涛半より約3時間半に凝り幻

燈吠写も混じえて「自然にかえれ」と題する議演をさ

れ、会場満員の聴衆に多大の感銘を与えたっ其の後、職

場、学校等にても話題となったので当線策委員会は下言ー己

のま口き r ガキ回答80透をおもに学校方面に発送 し16還の

御回答を得た。御回答率の悪い点、は締切日が 1週間しか

無い為。めであったと恩う 。

拝啓愈々御隆昌 !N賀に存じます。 さで今般朝日新聞社

講堂にてのノイ トラ氏の講演に就て広〈御感績を得た

〈存じますので、御感想害事ぞ簡単に御取沌め の と6月9

日迄編集部宛御息送下されｾ＼存じます 。 必具

昭和27年6 月2 日 B 本建築協会第集委員会
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「自然に融合せよ 、 月や砂ばくに家を。J と言ってお ら

れる。地球の上のことのみでない、御本人のお国のこと

も解決されそうもないのに、と思うと先生の話はナ γ セ

ゾスな御伸勅のようなものにもきこえる。

「建築家にとって最も大切なものは生命の蛍みであり 、

humani s mである。」と Neut r a 先生にいう 。叉 Rohe

は、 「建築の中の人聞は自由でなければならぬ。」 とい

う。たしかに立派なスローガ‘ ノではあるが、 humani t y

といえ、自由といえ、ど うも彼のいうような建物に住み

得る人にとってのみのそれでらるように惟われる。

Net ur a は「中世紀の寺読や宮駁は、無制浪な金と時

間の上に建てられたj というが、今日の humani s mの

建築は、無制。l良な金と力を持つ人の上に建てられている

のではなかろうか。

なるほど大都市は不自然で 、きたなし、。しかしこの不自

然なきたない大都市を造り、その中で住ませ、働かした

のは一体たれだろうか。むしろそうして来た少数の人達

が自分の造ったものにF針 1をなして、自然へさっさと逃

け. て行ったのではあるまいか。そして大建築家ともあろ

う人が、皆その人達の御用をのみつとめているようで、

一件そのらとに残された大都市の人達をどうするつもり

だろうか、 この中には、 har r y Conn のいうように、

不良住宅と住宅不足がひしめきあっている。この人遠の

上を考えずに humani t y も自由も無〈 、自然との矧! 合

も亦絵に画いたごちそう程の価値もないだろう 。

〈筆者大阪市大滝沢研究室〉

近 江 己 記 夫

MI K I O a MI  

ノイト ラ氏は人間を自然の中へ解成する事が、建築家

としての大切な役目であると話された。私もこの意見に

は賛成である。 しかし、現在多くの建築家の中でどれ位

の建築家が自然への融合の為に力を入れているでゐろう

か、家を建てるにしても、経済的にしばられていたり、

良い土地でも交逮不自主であったりして、多くの困脱があ

るにしても、建築家が真に人間を自然の中に解成する事

に目覚めると共に、言践する事に務めたならば、狭い我

が国にもまだまだそれを受け入れる余地があると思うヲ

この機に建築家が、真に目覚める事により人間生活の向

上、しいては社会の向上と、進歩 ・発達があると思うコ

この意味でノイトラ氏の講演は我々建築を今ぶものにと

っても 、建築家にとっても大きな光と希望と反省とを与

えたと思う 。 ( ' 筆者者f 烏工高建築科二年A 組〉

赤 松 修

O S A M U  A K A M A T S U  

先ずこの様な会は度々やって貿ひ我々は一時でもロマ

Y チックでるり! ! t いと思う 。

リヒアルト・ノイトラ氏の作品より変ける感( ま軽快な



7 7 サードを周到の環境に如何に してマッチするかと云

う事につきも叉それが憎い程に成功している。庭園 ( i

日本の庭園より受けると ころが非常に多い様に感じられ

るのは、私一人ではあるまい。当日来氏発言のらった通

り早く斯様な設計施工が充分出来る様な社会情 ｾｬ となれ

ばと思う 。 仁筆者新工務所専務取締役〉

γ A K A S H I  A O A C H I  

足 立 孝

二回( 主 フラゾス革命と産業革命そして今第三の時期にあ

ると言われる。 しかし今は政治家もう建築家も大きい自で

みたら、まるで ナゾセゾスな亡霊にでもとりつかれて右

往左往しているにすぎぬ様iこさえ思われることがある。

その中で善良で数多い一般の人達わ日々をあたたかくゆ

たかに してやるために、だまって働く建築家の仕事{ 士偉

大なものだと思う。

建築家lまだまっていてはならない。一人々々かけがえ

- 我々の家は自然そのものでらる。それ故に合理化が第 のない人間D 生命 と生活を容れるホ ーム を作るのが建築

ーに必要である。だが過去の合理主義の行過ぎは修正 家の仕事なのだけれど、建築家が、だまりこんでいたの

されねばならぬ。 ではそれさえ充分果せない。建築家は人間性を忘れた政

・生 理、 心理の必要は過去の識者も声を大に して い た 治家官僚、失業家遼を正しい道にひきもどしてやらねば

処。我々の時代にはその適確な方法の把握が褒諮され ならぬ。いつも人間性をあた L かくみつめる建築家にし

ているコ廿世紀前半史は模索の突験の歴史でるる。サ て始めてなしうる仕事がまだ、だれにもなされずに残さ

世紀の建築が人間の全体性を確立し得るや否やは、こ れているのではないかと思う 。この意味から将来建築家

の方法の把趨と云う 一点、にかかるので1まないか。 の中から偉大な治世の人物が現れてもいいのではないか

・残念乍ら我々は生活を外から覗かれる事を好まない し と思う。 ノイ トラ氏の 「自然に帰れ」 は叉現在の人間性

「覗かない」と保証し得る程の広い国土を持たぬ。広 再発見の潮流の中に一つの大きい地位が与えられ よう。

し、硝子商やそれからの光りが反省される処から新しい 〈鎌者 阪大構築工学部新制 4 年コ

建築は出発するコ 〈筆者 阪大工学部構築学助教授) T A K A O  I WA I  

J U N I C H I R O  I S H I K A WA  

石 川 純 一 郎

「酔覚めの水の味下戸知らずJ という。下戸ばかりで

なく 、酒呑てもわづかばかりの酒では水などは欲しくな

らぬものである。 「文明」 の酒に極度に酔いしれて、 初

めて 「自然J の水が欲しくなる警でるろう 。我々のよう

に殆んどガくばかり飲んでいるものには、今のと ころまだ

まだ水より酒の万治望ましい。戦後 ドシドシ輸入されて

いるア メリ カ文明も日本へ着くとすっかり水ま しになっ

ているようだ。 一体アメ リカ 人の考へる 「ネーチユア

ー」 と我々の考へる自然とは果して同じものだろ うか。

「自然に帰れ」 という自然は何であろうか。

これはミスタ ー・ ノイ トラの講演を聞く機会を逸 し

て、後日 、朝日新聞の記事: を読んでの感想である。

〈宝任者竹中工務応技師長〉

T A T S U AI<. I  I N O U E  

井 上 透 明

「自然にかえれ」一一いいことだと思う。

所でノイトラ氏の話に対して「貧しい日本ではー般の

岩 井 孝 夫

我々日本人は公的及び私的の二重生活を営んで‘ いる。

昼間、オフィス ・ピ ルデゾグに働いそいる時は、欧米人

と同様の生活をし、人聞は一個の構成分子として社会主う:

運営されて行く 。 しかし一度帰宅すればどうであろう

か。 日本家庭はらまりにも自然に解叙され過ぎている !

戸障子による関口部分は欧米の家屋の及びもつかない程

膨大な割合を占め、蚊や夙さへもが我々の友人になり皮

い と云って我々 と同居しよう とする。公共生活はさてお

き、事私的生活に於ては我々は原始的に自然の中に解成

され過ぎている。 アメリカ が 「文明」の極に達 し、 「自

然へのあこがれ」が要求されている時、現在の日本は未

だその 「女明J ( 文化ではない〉にさへ到達して居ない

と云へる。逆説的に云へば、我 4 は私的生活を一日も早

〈自然治 ・切実に求められる位の 「文明」に迄到達させる

必要があると思われる。

〈量在者 阪大工学部ほ築教室 l日制 3 年コ

Y O S H I N OヨU I明I A KI

岩 城 良 信

人達はエア・コ Y デイシヨゾニ Y グなどとても不可能、い 一、 彼は「建築家は生活実践をする心理学者耳定は生物争

まのままじゃあまり自然すぎる」 と言うことばがきかれ 者fこ」 と述べているが、建築を心理f学的に分析、研究

た、成程金のあるに越したことはないけれど日本がア メ その新しい方向に進まんとする人の少いのは何故だろ

リカ 程の金持になるのを待っていたのでは何時のことか うかc

わからな L 、。 王u土建築家がもっと社会に進出すべきだと 一、建築の自然への解約は必ずしもガラス張りにより告す

思う。世の中の人をもっと広〈深〈啓謀長してやるのだ。 に外界を見る事が出来る擦にする事ではとEいし、叉日

権力を持つ人達もそうでない数多くの人達をも ー 。 本に於ける建築と自然との融合l士気候 ・環境の異なる

「自然に金一えれ」これは叉「 ヒユ戸マニズム」 に通ず 外国のそれとは趣の異なるものでるる。

る。ノL ネサ Y スは ヒュ ーマニ ズムの第一回のめさ' め、第 〈筆者大阪大学工学部構築工学科〉
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H I R O SH I  O K AM O T O  

岡 本 弘

あのときの盛会は当然なものであったろうかコお談拝

聴? るの瓦解が正しいとして、 日本の現状{ ま互主意味で逆

行していないか。歴史は繰返す ? 総、てとは言へないが先

人の立派なものを忘却して船来尊重 ? に走り過去に於い

て残された先人の立派なもの L 探究把径について反省の

要はないか。既に先人によって示されているとて日本ば

自然と密接な関係を保ちつづけるー文明国と俗的: されて

いる。

滝沢先生のお言葉をかりて、余りノイトラとして振り

廻はすのは如何なものかD 或意味では目覚しになったで

るろう。何としても持てるもの L 豪勢さに目を見張る。

妾言多謝 〈筆者浅沼組取締役〉

S = : T S U K O K A W A D A  

川 田 節 子

リヒアルト ・ノイ トラ氏の講演についての感想と云い

ましでも、私に取っては、感歎と、 2立誠をもって、拍手

をお送り: するだけで御座います。唯建築物その物では無

く、切突に感じましたのは、果してあれだけの建物を実

際自分のものとしてどれだけの日本人が使用し得るで有

りませう 。日差塁走を求め美を感賞する為だけのものなので

しょうか、単に外国文化の招会を受けただけの様で淋し

く感じました。 それはるまりにも日本の現総とかけはな

司れていた為でしょう。そんな点私は空想に似たtll 容と寂

Ｎ ｾとした悲しみをいだきながら会場を山ました。

〈筆者都島工業高等学校 2 年〉

T O YO J I  S A WA K I  

佐 脇 東 洋 児

私は高校の建築科に学ぶものです3 現在の建築界 こと

に世界の動向を知るため、聞きに行ったのですが、タト匡

の人でもあるし、少々不安私のでした。 しかし、天然色

の幻燈で説明されたので、突にはっきりわかり、数多く

の知識を得ることができました3

氏の1誇怨は、突に立派なものでいくら 日本とアメリカ

と気候はちがい、 まわり の 天 然の美がち治; うと云って

も、日本にも改良される必要があります。ことに朝夕の

太甥の具合などで、色の美観を呈するなど、立派だと思

う。 しかし氏は構造美と云うも のを自然美よりー投下と

みられています。なぜなら人間生活に自然を取 入れる事

ぬ:大事だと云われましたコそれを皮肉のようにl扇白くお

っしゃいましたっ私も自然美ヲコ生活;話入には両手・を上げ

て賛成します。それだからと云って階造葵の立派な事も

否定するものでもありません、愚文をお笑い下さいっ

T A宍 A O T A K A M AT Sコ

高 松 武 羅 雄

ガラス狼り の寝室の夫婦を入手自のよくない男カ覗いて

レるアメリカの漫画を見た事がある。f U嚇な人聞の心理

H  

を 「開放= 仕切をなくする事」 と簡単に割り切る事は正

しいだろうか、この漫画は、人間をガラスの箱に入れて

自然の中へ泊り出した近代建築に対する一つの抗議では

なかろうか。

ロック 7 エ ラーセY ターの建物の谷底からとび出 して

来た人には確かにそれは開放で; ! b ろう。併し人聞はその

中で四十六時中住まねばならないのでるるコ警察と光と空

気 .1: 71¥くから、人間を守るものカ濯築ではなかろうか。

自然の暴威を、建築的にではなく機械的に解決しよう

と云う行き方も、同じ自然の融合を目指す日本建築を凡

ている我々には理解し難い。

彼ヵ: 日本の建築一一特に農家建築についてどんな見解

を持っているか知りたいと思う。 J 石炭を焚き電気を起

すのは誰か」主人であり同時に奴隷である日本一一いや

アメ リカでも ーーの大衆には機械設備は一種の負担でさ

えあろう。

「我々には経済的に縁遠い」 と云う声がるの講演を聞

いていた人の口からもれたのも案外こんなところに根ざ

しているのではなかろうか。

「 石 炭 は誰の為ｽこ誰がＮｾくか 」 はそのま ｌ 今日の資本

主主主の矛盾であろうが、 ノイ トラはピラミットの上に腰

かけ、我々は先づその下積みになっている多くの石の市

を考える。 「ノイ トラは週末別荘は作るが住宅は作らな

いJ tl 、はそう思う っ 〈筆者 阪大工学部構築科〉

J U N J I R O  N A K A N O  

中 野 順 次 郎

前函〈二十数年前〉は朝日の手テ 戸ジで、原始人の建

築から説 きだして、古今に透ずる建築造形の原則に触れ

た彼が、今回は白髪の老大家になって自然のことを主に

話しつづけた。 何時まで経っても 、 彼は自然の人であ

りたいとする意欲に燃へているようだ。彼にとっては空

気 ・光 ・土 . 71'< ・木等が建築の根本的な要素として見失

はないように努力することにある。これは、我々に対し

て数料諮的な基本論を説くもので突に真理的な価値がお

る。 日本の建築家といへどもこの教科警は学iまなければ

ならない。それ程重要な勉強に違いない。 しかし乍ら教

科書だけでは家は建たないし、めしをI食べることも出来

ない。我々は今生活を保つことにらくせくしながら 、 し

かも後の云う教科容を再び勉強しなければならない段階

にある コ 〈筆者大阪市教育委員会指導 主事〉

!i' E I K E I  MI H A R A  

原 清 敬

殺したたる広々とした美しい自然の中に明るい生活を

する事は何と 気持のよいものでありましょうか。人間が

有機的に生活できる建物こそは、建築家の建てたもので

あるとの御講演を聞いた我々未来の建築家は建築に対し

て、新鮮な一つの確固たる光を見出せましたc 建築家は

常に自然の中で生活しているという心をもって、新しく



建てられる建築を大自然の中に開放していかなけれ; まな

らない思います。豊富な緑を世界中に繰拡げることもで

き、やがては砂漠や、山の岩塊にすら樹木が生えるだろ

うと考えます。建築家の心の開拓は即ち地球上の開拓に

なります。先日の御講演の御主旨は手ぷ丞の胸の中にいっ・

までも消えない光、太陽の光と して、美しい建築物の設

ｾｴ 、 自然への設言「の力として 、 伸ばして行きたいと思い

ま す 。 ( 筆 者 都 品 工 高 建 築 科 2 年〉

M A S A N o a u  M O R I  

森 正 信

ノイトラ氏の講演を開いて通訳が専問誌を正確に翻訳

できず不明な所が多かったの残念で主る。

ノイトラ氏の事は始めてではっきり知らないが、氏は

強〈建築物と自然とを結びつける司王を主張しておられた

が、我が冨では今までは自然と完全に結びつき、よく調

和したと云われる建物は氏の写哀のスライドの建物ほど

に自然の中にとけこんだ建物は少い F 思います。氏が我

々学生に月世界に建物を築けと云われましたが未ー来の建

築家たるものは市街の近代ピル符にも多くの自然をとり

入れた I人自然と云う物はどこえ云っても変りはないの

でらりますから月世界までに自然を求めなければならな

いと云う事はないと思いますからこの地球上にもあの氏

のスライドの中のあの自然ととけ合った建物以上のもの

ができると信じるのでらります、だ古ら未来の建築家を

日ざすものは今から自然を変していかなければならない

と氏め講演を開き感じ氏は講演中にも私たち守生の事を

忘れずにいて下さった ＭＧｊｾ は喜ばしし斗［ーでありました。

く筆者 部品工高建築科 2 年〉

第四回 「圏土建設週間」

賓 施 要 領

建

吾" '

白又 省

建設省では例年の返り、都道府県と共に各官庁、報道

機関の後援、関係間体の協賛の下に、七月四日から十日

まで「国土建‘ 設週間」を実施する。

過去三聞の経験 lこかんがみて、また建設事業その色の

ゆ本質からも 、こ の種の行事は、現場をもっ地方々々の

l 自主的な似しが最も効果的であると考えられるので、各

ー地方当局の自11窓に1 e U ' 企困と、積秘的協力が望まれる 。

特に本年は講和策一年に当る J己念すべき &pであるから

特に盛大に行いに し、。

一、趣 旨

N o a O R U  Y A M A M O T O  

山 本 昇

ノイトラ氏の建築は幾多の写真で紹介されたが、今回

の講演会で吾々は海外の実状亦彼の主調を知り得たコ密

集群立した高層ピル街の不自然さに比ペ自然の中へ解成

せんとする努力えは亦ア メリカ 人の切突な希望でもあろ

う。高度化された機隙文明を更に自然の中へ生かすに到

ったあらゆる技術 ・業「樹: 斜 ・諸機能の発達は我問とスケ

ーノレが合はない。建築のみならず祈都市の発展の上にも

自然環境を忘れる様なことがあってはならない J 共に、

之等の進歩した技術のレペルに早く到達することカ歌国

の心胸であろうっ

〈究在者・ 大阪市大理工学部建築学教室〉

MO T O A K I  Y O K O I  

横 井 元 昭

一、叡市生活の自然への解放という事は、極めて重要な

;，').t と思う。それは個 4 の建築の計画から建築家が更に

高い社会での立場にた L ねばならない事になる。これ

は現在の日本では密燥な環境ではゐるがE も望ましい

mである。

二、自然には取入れるべきものと防止すべきものがら

る3 外国では後者から前者に移る段階をもっている

が、後者を解決せずに前者を突行して来たのが R本 建

築で会る。従って ノイトラ氏の立場と我々の立場の相

違を認識している事カL必要 と思う 。

仁筆者 阪大工学部構築工学科〉

( ハ ガ キ 解 答 終 リ 〉

ｾり、希望ある独立への第一歩をふみ出すことになった

が、我々が径済的にも自立し得て名実共にちらゆる意味

で、タQ豆諸医に伍すると自負し得る迄に{ 士、前途[ 苛多難

なるべきを銘記しなければならない。

恩えば、一方に狭い国土に擁する過大なる人口問題を

解決し、仙方荒廃した国土を再建 し、 俳金し、更に開発

並びに利用の高度化を図って生産力を高め、国民生活を

安定させると共に、経済的にも哀の独立国家なら しめる

ための基礎条件としての国土建設の強力なる雌進こそ、

新日本建設への第一歩と してわれわれに課せられた至高

なる責務であると共に、国民の幸福と国家繁栄への途で

あることは論をまたない。

このためには、 国土全体を我々の手で愛護 し、各人の

協力で建設の諸事業を推進 し、 明日の生活を明るく希望

に充ちたものにしなければならなし、。この見地 から我々

は従来より「国士建設週間」を突施して、問題の重要性

について広〈世論に訴えると共にその支援を求めたので

あるが、以来三カ年建設の事業は漸〈軌道にのり仕事は

活々と進んだっ併しまだ再建の途は速く障害は決 して少

終戦後七年、被に国民待望の講和条約の発効を見るに くないっ
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本年もまた七月十日建設省設置の日を中心に第四回の

「国土建設週間」を実施し、広〈国民一般に国土建設の

重要性を訴え、国土建設に対する深い理解 と関心とを高

め、その強力な支援の下に希望; l b る新生日本建設えの一

大推進力となることを期待するものである。

二 、 執 行 機 関

主催建設省、地方公共団体

後 援 関係各省庁、新聞社、日本放送協会、艮開放送局

協 賛 関係団体

三 、 期 間

昭和zl 年7月4 日〈金〉一一7月10日〈木) 7日間

四 、 実 施 目 練

1  国土建設に対する関心の昂揚

2 公共事業の意義解明

3  国土総合開発の趣旨徹底、国土総合開発 と青年運

動

4 河川、 道路、海岸その他国土の災害防止並びに復

旧促進、砂防の徹底、水防の強化促進

5 森林の愛護、治山治水の徹底

6  7 i i J 川総合開発に関する啓袋

7 道路及び自動車交遂に関する知識の普及

8 道路の改良補修の促進

9 河川、 堤防、道路、僑梁の愛護思想の強調

10 住宅の合理化、建築の不燃化の強調

11 庶民住宅の建設促進と住宅金激公庫の事業紹介

12 公共建築物の整備と愛護権進

13 都市復興の促進

14 都市計画に閲する啓芸員、都市建設えの市民意識の

昂揚

15 公園緑地の建設、都市美の強調、公共施設に関す

る道徳Jむの昂揚

16 観光施設の整備拡充促進

17 建設業の健全化促進

18 建設の機械化普及

玉 、 実 施 行 事

仁一〉 建設省では次のようなものを実施するが、こ の外

民間の創意による自主的な催しを期待するc

く1 ) 展覧会仁附表ー〉

( 2 ) 建設祭 ζ 附表二〉

く3 ) 建設関係者慰霊祭〈附表二〉

( 4 ) 建設白書の発表

仁5 ) グラフ リ戸フレヅト

ＨＶＩ ポス Ａｩｬｾ く二種〉

〈イ〉国土建設週間用 ( B 2判〉

くロ〉 建設祭及び展覧会用 ( B 3判〉

く7 ) 新聞特集斡旋

( 8 ) ラヂォ特別番組交渉

( 9 ) 街頭啓霊長放送
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く10) ニユース答函・取材上映

( 11) 建設功労者、優良団体の表彰

( 12) 土木、建築両研究所及び地理調査所の見判主ぴ

に研究発表

( 13) 建設機械の展示 〈建設機械化協会後援〉建設機

械に土る施工突i寅

く14) 建設機械に依る道路補修工事:の実施

く15) 建設現場の中学生見学 と感想文の募集

( 16) 写真、短歌、俳句の懸賞募集

( 17) 水防演習

〈二〉地方ではく四〉の目標に副い、各地の実情に. Qjl し

た行事を各々の創意により 自主的に実施することと

するが、事例としては次のようなも のが考えられる

く1 ) 慶賀会、講演会、吠画、幻匿の会

仁2 ) 建設功労者表彰、顕彰建湖、慰霊祭の執行

く3 ) 各地の特色を生か じた壁新聞、ポスタ戸、リ{

フレツト等の刊行

( 4 ) 地方放送、地方新聞との提携

( 5 ) 市区町村の弘報委員会並びに市区町村長の集い

に本週間の趣旨を徹底

( 6 ) 劃期的建設工事の完成を記念する地方行事の設

定、記念碑の建設

仁7 ) 7J く防演習〈水防器材の整備、洪水予報訓練〉

( 8 ) 建設機械による施工実演

く9 ) 河川、道路の変護運動

( 10) 街路下水の渚婦、街路樹の手入、墓地の整備情

掃

( 11) 公共建築物並びに住宅地の清掃浄化

( 12) 都市計画の街頭掲示

( 13) 公園愛護運動 と児童公園く小公題〉の設置運動

( 14) 観光地の整備運動、各種レクリエー シヨゾの{ 雀

し

( 15) 模範住宅及び住宅地、公共施設の紹介見学

( 16) 防火宣伝、模範不燃建築物並びに資材の見学

( 17) 公営住宅並びに住宅金激公庫による融資住宅の

公開見学

仁18) 各種建設工事現場の見学

( 19) 工事現場の整備並びに工事進捗状況の公表

く20) 労務者の慰安

( 21) 建設関係法規の説明会

く22) 建設週間を記念する地方〈ぢの発売

( 23) 小竺校、新制中学生徒より建設に関する綴方、

図画募集

( 2. 0 川祭り、道路祭、復興祭等の{ 越しをこの期間に

招 致

( 25) 学生治水キヤ Y プ、国禁奉仕団等と連絡、指導

啓裁の突施

仁三〉 後援官庁及び協賛団体の行 うも の 以下省略



竹腰曾長の

M . R . A.  

便り

出発の際は多数会員の御見送を厚うし恐縮に存じま

す。マキ ノのM. R. A の会合を小生のみ少し早〈切り上

げ、シカプ、ロ サγ ゼルス 、ヒ ユースト Y を経てワシゾ

トY に出で、叉此所にてM. R.  A の一行に会し、上院の

欝腸にては会議を一時中止して、上院議員の歓迎の辞を

受けました。翌日は国務省で意見の交換をなし、又一行

に別れて紐育に来ました。 30年前と鴬〈程の変り方は建

築には見られませんが、只使用材料が変化した事と 、新

しく建つものが安っぽ くなったことを感じます。

只務くべき変化( 士人心です。やはり国が富み、生活程

度が上る と、 上等になるのでしょう c 老人の働いている

のには驚 きま した。とくにめだつのは、ワ シY トY の タ

クシ ーの迩転手に老人が多い事です。私の乗った運転手

があまり歳寄りであるので歳を聞くと、 71才と云いまし

た。気毒に思って、家族は無いのかと開きましたら「子

供があるが、その家庭を維持するのも容易で‘ 無いと」云

、i ・〆

写真説明

ニューヨ ーク市のパスの

たまリ

入番街と四十一容街にゐる

世界最大の大たまりです。

毎日 12万台の定期衆用車と

1万2千台の旅行事で一杯に

なります。

いました。 なにか楽 しみがあるかと云ろと 、 ["1  work  

onl y for ex ist enceJ と答え 、吾が身に思いくらべて、

気認くになりポケッ トの中の金をやりま したが 、もう感

激性もなく 、唯ひからびた声で、かすかに、 「ありがと

う」と云うだけでした。

次の率の運転手も歳寄りなので歳を聞くと67才だと云

うのですc これは一々同情 してはこちらがひえあがるの

で多くさん金をやることはやゐました。

国務省の後、大使館で大使のお茶に招かれましたが、

なんとなく日本も独立 したなあと云う感じを受けまし

た。皆様に よろしく、予定通り帰るつ もり で、す。

1  952， 6.  1  6  紐 育 に て

竹 腰 健 造
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Inlllilll l/ lIIl lIl!l llil 創立35年記念事業エユース /l川

gE念事業各池建築講習会

官日念事業の一つである講習会は予め郎会で司星術中であ

ったが愈五月五日松江をトップに下の湿り開催した。当

初山陰は鳥取米子両市よ b も招請を受けたが鳥取大火の

ため二市は一時中止する事とした。倫今月中に和歌山、

兵庫支部で開講、今秋は問問、広鳥、名古屋市で開催予

定である。

4i- J也共非常な雄会であった事は悦びにたえない 、御斡

ｪ 慌の方ぞ煩わしたが地元各位に誌上をｾＮ￬ｦｦｩじ厚〈御礼申上

げます。 for今后開俄きれる各地元会員各位の絶大な御協

力と、御支援ぞお願申上げます。

講 演 講 習 部 部 長 伊 東 五 郎

松 江

後援島根県建築士会及松江産業高等! 学校 5月5回

自10待至17時30分 会 場 投 江 産 業 高 等 学 校 商 業 部 聴 講

者約250名島根県建築課長、近藤武男氏開会の挨拶並司会

竹中工務庖設計部長 日 野 勝 好 氏

住宅及新橋法

神 戸 大 学 教 授 工 博 伴 潔氏

材 * ' 十 犬 林 組 技 師 谷 口 筒 武 氏

号| 続きメ【カ{ 側講師として関西ペイゾト児島氏及長

久氏の防火塗斜と色彩調節 朝日石綿工業館氏の最近の

スレートにつき田島応用化工笠原氏のアスフアルトタイ

ルにつき 夫々専門的な講演があった、閉会の辞松江産

高校長鎌田武氏。この日遠くは益回、浜田、米子より来

会あり極めて盛会でるった。

筒同夜講師を囲んで島根建築土会役員諸氏主催の歓迎

懇続会カ可千われた。

下 関

後援団体山口県建築文化協会及山口県、下関市 5月

20日 自10時至17時会場下関誉・家会館聴講約2) 0名

開 講 挨 拶 山 口 県 建 築 部 長 今 著 書 重 蔵 氏

竹中工務庖設計部長 日 野 勝 好 氏

新構法及材斜

神 戸 大 学 教 授 工 博 伴 潔氏

住 宅 大 阪 市 建 築 局 長 伊 東 五 郎 氏

次でメ ーカー側より藤森工業宮原氏のアスタイル、日

本池脂近藤氏の防火滋糾と色彩調節につき宍 ι 守門材籾

につきま待望農が行われた。

閉会の辞 下関市建築課長 鹿 島 武 夫 氏

育i J 日来の雨で出足が案ぜられたが、地元諸国体の協力

によって聴識者け会場こ樹1 る盛会でーあった。

同夜下関市迎賓館に於て地元各団体主憾の講師歓迎

懇現会が3司かれ会する者50余名、歓を尽し九時過散会

す。

翌21日午前地元側の案内にて大洋漁業冷旗康及び工

事中の関門国道海底ト γ ネルを見学す。

福 岡

後援徳間建領土会、建築学会九州、| 支部

福岡県建設業協会 5月20 日 自10待至17時

会場福岡市立記念会館聴講約170名

司 会 本会九州、| 支部副支部長薄 与荘氏

開 講 挨 拶 福 岡 県 建 築 部 長 宮 脇 晴 美 氏

新 構 法 京 都 大 学 教 授 工1専 横 尾 義 賞 氏

{主
宅 具 益 要 諮 問 主 中 村

納氏

材 料 大 阪 大 学 教 授 工1事 奥 島 正 一 氏

引続きメ ーカー側講師として新光レイヨゾ稲垣氏 ( 7

F リライト〉東洋リノリウム安岡氏くリノリウム〉田

島応用化工松本氏〈アスフアルト F イル〉関西ベイ ν

ト長久氏〈防塗と色彩調節〉夫々専門的な立場より輿

l県ある講義あり。

薄氏地方建築界に清新の気を吹込み意義極めて深かっ

たと全員潜師に拍手を送り終告書の挨妙後閉会。

尚同夜県庁誉回分館に於てま湾加を囲み懇湧会が催さ

れた。出席19名。

長 崎

後援長崎県建築士会、長崎県住宅協会

建築学会長崎支所 5月22日 自10時歪17時

会場長崎町村会館聴講約210名

開言問挨 1> > 1 長 崎 県 建 築 課 長 小 栗 治 平 氏

新 構 法 京 都 大 学 教 授 工 博 横 尾 幾 . 氏

住

村

宅 長 義 豊 富 義 務 裏 金 中 村 納氏

* " 大 阪 大 ! 学 教 授 工 博 奥 島 定 ー 氏

次で田島応用化工総本氏及び関西ペイゾ ト長夕、氏よ

り宍々メーカー側として専門材料にうき講義あり。

終 i哲 挨 拶 長崎県建築士会々長今泉佳三郎氏

早朝来雨模様でらったが認講者の出足額る良< 200名

を突破する盛会でらった。

同夜地元有志の主唱で異国情緒楚な中華閣に於て講

師歓迎晩餐会が( 雀され、記念写真を繰り楽しい数刻を

過した。

熊 本

後援熊本県及び熊本県建築土会 5月22 日

自11時歪17時会場熊本県税務講習月Ii 聴織的190名

司 会 熊 本 県 建 築 士 会 本 司 貞 介 氏

開 講 挨 拶 熊 本 県 建 築 課 長 板 井 公 威 氏

住 宅 大 阪 市 建 築 局 長 伊 東 宝 郎 氏
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( 48頁よ h 紛 け 熊本県建築士会総会ヵ: 行われたのと地元の御配慮よろ

新 構 法

竹 中 工 務 自 談 宮i謀長 日 野 勝 好 氏 しさを得て速くは天草、小国、人吉等より泊りがけの

神 戸 大 学 教 授 工 博 伴 潔 氏 来言語者もあり 、この種会合としては珍らしい談会であ

引続き東洋リノリウ ム安田氏、朝日石綿工業中村氏

藤森工業宮原氏、 岡本l由脂近聡氏より夫々材料につき

拙演、t反対: 課長閉会挨拶後解散。同日は午前向所で建

築士会総会が開催され時間不足のため一部講習を割愛

の止むなきに至 った事をお花申上げる。

この同気温われた雨( : 1 : 終日| 怒り止まざりしも開誠前

つた由で2らbる。

宛ｦ筒 ｴ白苛 Ｑ奇 Ｓ 問夜 ｹ水 ｫ 前寺東 古浜王慶 に於て地元主ｻ催催断 ｴ渦檎 Ｑ誌諸ｾ師 クのコ歓歓、迎 ｩ懇 Ｑ怒塁 ｩ混

会治が; 開カ

を ｪｾ 邑 Ｒ した 。

@各 メーカ戸提供のサゾプルは岳地共支部、県庁、市

役所、関係学' 校等に夫 t 寄贈、非常な好評を隠した。
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ア ス フ ア ル ト

防 水 工 事 に 就 て

社団法人 アス フアルト同業会関西支部絹

1 古い歴史の アスフアルト防水工事 建 築の1! h7. K工事

に於て共の材斜は、其る構造に適応 して果して如何なる

ものが理想的でるるか、叉共の施工は如何な る方法が合

理的であるか、之れに就ては平目当に街今後共研究を要す

る難しい問題であるが、概して今日迄の突! 演に於て、セ

メゾトに防水剤を浪人した工法よりアスフ 7 ) レトを主体

とした工法が比較的湿怨である事は古ぐより今日に到る

迄防水工事の主流をなしている事に依句突証される。

所謂セメゾト防水工法も比較的小さい建築物叉け施工

場面の狭い場所隠は適応出来るかもしれぬが、大きな建

築物に使用した場合は建築物の波動伸縮叉は震動等に依

るクラックの必然性におI して何等抗張力を有していない

為、折角の防水皮膜それ自体に亀裂を生じて漏水叉は浸

水の因をなす事を防止する事は仲々困鱗の僚である 3

之れに反し 7 ス 7 アル トを主体とせる工法はルー 7 イ

Lノグ類の補強村糾及 アス 7 7 ) レト自体ヵ: 相当の抗張力を

有している故、コンクリ ー トに多少の亀裂を生じた場合

も或る程度之れに唱え完全に防水力を持続する事が出来

る。

然も 7 スフ 7 ) 1 トが永久的材紛である例は紀元前二千

数百年、エジプト人が王の死体を布片にて彼渡したもの

にアスフアル トを以て塗布して永久保存の用に供し、是

等の3貨物は今向ミイラとして保存されている事は普く知

られた事実でｾる 。 斯様な極めて安定した 、 永久的 の 材

粉を以て施工したる所謂アスフアル ト防水工法が古来よ

り叉欧米先進国に於ても永続し叉普及発展している事は

当然である。

2. 戦時及終戦後のアスフアルト防水工事 当時の凡て

のものが劣化せし例に洩れずアス フアル ト防水工事も主

材 たるアス 7 7 ) しト及 A ーフイング演の不足と l町立の低

下其 の 上施工技術も極度に粗雑なり ｌ 惑因は近 ［ｦｾＸ ｩ 々に

露呈 し、アスフアル ト防水工事の真価に付最近郊き批判

を受けて居る惑は業者と して深〈反省している次第であ

ります。

主主主盟主庄 アスフア ル ト防7J<. 工窃: の主材たるア ス

7 7 ) レトは近来急激に泊i盗され品位も戦前と同品質叉は

それ以ょのものが生産 され、つ・つあり叉、明、乙プロウユ/

自由に希望撲訳出来る様になり叉ル{ プイング績も防水

工事刷。ものとして高級品続々各メ ーカーより生産され

函朋的良質のが市販され 、 加うるに施工後 ｩｾｊ も駐屯〉中の

落着きと共にき容にも良心的に復帰しアス 7 アノレト防/ . kの

真価を充分発原信用依復の好機になって居ります。

4玉虫現; 盟主震近ノ〉自由競争の歩曙 は ア ス 7 アノレト

防水界も例外とせず近来工事は減少し業者は乱立して如

何に設計仕機をゴマ化すかに専念する者続出し、叉元舗

の一部には斯かる業者を歓迎しているやに見受られる械

に嘆かわしき現況であります。

それでは折角信用快復の絶好のチヤ Y スを逆に蜘侍及

終戦直後時代以上の悪因を造って居る次第で真面目なる

業者一同は心より苦慮している次第であります。

Lz宅金なる アスフアルト防水工事は上記。現況に対

して勿論業者の反省が部ーではありますが英断目なる業

者一同は下記の事を 申合せ設計及現場管理者諸賢並に元

請業者の格r . 1養成を変心より御願するみ努であります。

〈ーコ現場所要材料を算出の上一時又は分割持込させ走

れを確認 し其の全部を使用さす事。

〈二〉下 ｾ ｛ｾｪ 車名の者はアスフアルト同業会員にしてアス

7 アル ト防水工事を主営業とし業界の信用失墜は自己の

破滅を痛感し、何時 でも施行現揚に於て切取検査を受く

るも差支なき自信ある良心的施工を緩い万一違反の場合

は同言葉会 よ り除名を申合せて居ります。防水仕様設計の

節;是非施工業者も下記の内より設すl績に指命を密入れ御

願 したき事。

仁三〉施工上の細 目の注意事項は近今日本建築協会より

防水工法に関す るパゾフレツトが発刊され る計画に付是

非御高覧の穏を。

〈社団法人アス 7 ＷＩ ｾ＠ ト同業会関ー何支部会員迷名参照〉
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. 6.  

ヨ弐

務 ( 5月分〕

講習部会 ( 記念事業委員会〕

2 日2 時於分室、伊東部長外講師共 14名松江開講打合

せ。

主 記 会

2 日3時分室、伊東、青木、中野、伴、理事分掌其{ 也主

記事項協議。

松江講習会 ( 記念事業委員会〉

Ｕ 月 ＱＰ 日 ｾＵ 時松江産業高等学校にて別項の透開催。

和政山支音「総会

8 日2時市内労働会館にて栗林副支部長外30余出席、支

部長以下役員改選、予算決算事業審議した、備本部より

大和常務理事: 列席記念事業協力援助方依頼した。

表軍手と祝賀部会 ( 記念事業委員会〉

9日2時於電気クラブ、鈴木末尾、池田宮彦両部長外委

員10、会場としての同クラプ調査方其他万般協議官、開催

日を理事会に一任する事に申合せた。

ノイトラ氏講演会

9 日5王寺於朝日新聞社諮堂、建築学会と共催来聴者堂に

溢れ踏会。

定例理事 会

14民 1 時30分於ニユ { オ{ サカ東畑副会長外17名細則

10条中個人会員並団体会員の文字を入れる事を協議した

委員委明。事務局員昇給、午餐会定例日変更、入退会詮

衡其他協議後諸報告を了した。

竹腰会長渡欧歓送茶話会

14日2 時30分間所にて今回欧米に山張される会長歓送

茶話会開催、東畑冨l陰長外2Cl 余名、東川副会長旬、送の辞

につぎ竹腹会長挨拶あった後歓談暫し、最後に乾杯会長

の健康と一路平安を祈って散会。

見学部調査 ( 記念事業委員会〉

16 日東海方面見学先立主岐阜白川方面見! 学会下調査打合

せのため竹内孝委員並戸川書記 2 : F J 圧に分れ夫々 現地に出

張。

会勢委員会見学会

17日2 時より御堂筋工事中の淀川製鋼ピル竣功建物大

和ピル、 並蝶理 ピノL 見! 学会開催参加凡50入。

九州方面講習会 ( 記念事業委員会〉

記念事業地方講習会は20 日下関市と福岡市。 22日長崎

市と熊本市に於て別項乃通り夫々開催各地共2う0- 250名

感会、筒大和常務理事は17日より先発各開催地準備打合

せ、当日は山田、活下両事務局員 2! )圧に従い出張した。

東海方面見学会 ( 記念事業委員会〕

予て計画中の上記記念事業見学会は23 日早朝上六集合

松本部長外一行凡30名出発別項の通り四日市、常滑、名

古屋を経て24 日解散c

竹腰会長渡米出発

r 既報の遥り竹腰会長はM R A出席のため27日大阪駅発

東上23 S 羽田空港より渡米された。

懸賞図案審査会 ( 記念車ー業委員会〉

記念事業のーとして方寸ユて募集中の小住宅設計応募図

案審査会は20 日午後より 9 時迄大阪建設会館で開催当選

者 6 月号掲載の遥り決定、当日出席の審査委員は伊東五

郎、小林街、森忠一、塚本猛次、滝沢真弓、中野順次郎

諸氏

大阪府建築士会

予而本会に事務を嘱されている大阪府建築土会本月の

行事概要下の通り。

5 月10日午後本会天神橋分室にて渡辺会長、大林、中

西、政中、各理事、府建政謀本会事局員等会合今後進行

方につき種々協議。

5 月27日3時より於大阪建設会館評議員懇淡会開催、渡

辺会長外20名出馬経過報告後諸般事項につき盛々懇淡し

た。

5 月29 日2待より於朝日 ピル本会事務所近畿建築土会協

議会開催、大阪、兵庫、京都、奈良、滋賀各士会より出

席日本建築士連合会の件につき協議した。

前会長片岡先生霊前報告

5月25 日故片向先生御命日を期 し協会を代表 して 1支給:

治平理事記念事業委員会代表、表彰部長池田富彦氏並大

和常務理事は桃山の片岡邸を訪問し、みつえ夫人に親し

〈倒l挨拶を述べ、故人の霊前に額27故会長の在りし日の

御功績に感謝の念を俸げ今次挙行の記念事業等につき報

告参拝ο 御生存中の面影をお偲した。

言E念事業東海方面見学概記

予告のプログラムに依り 5月23 日午前8時半上六発11時

四日市着用本板硝子工場差廻し自動車で 同工場着提工場

長説明後懇談中食の饗応に接し工場見学後、辞去パスに

て同地東海ゴム工場着、宮坂工場長説明案内後茶菓の i笈

待を受け辞去、 4時半名古屋着中央ホテル に東海? t 郎会

員諸氏と共に集合、玉置東海支部長、佐藤四 1m、染木正

夫副支部長等の歓迎挨拶、松本見学部長の謝辞後一同 、

ピーノし の満を曳き、 乾盃歓談後東海会員と別れを告げ

7時半常滑着、宿舎丸久旅館に寛く¥ー浴后疲を慰し懇

親晩餐会開催席上、伊奈製陶向井専務より歓迎の辞あり

たる後同社員幹部の紹介らり、松本見学部長感謝の挨拶

の後、各自隠し芸披露などありて盛会、2'1日朝 8 時半伊

奈製陶工場着 F イル、衛生陶認モザイツク製造行程見争

したが次の コースの関係上、 竹内孝委員謝意を述べ辞

去、名古屋に急ぐ。

ロ時熱田神宮前下車、 トヨ 〆自動車工場差廻しの甥光

1I II IIII III IIIIII II IIIIIIIIII IIII II IIIIIIi lll lllill !lI lll1ll1ll1l1ll l1ll1li ll !1I1I 11111I !lillilllllllllllllllllllll llllll lllllllllllllllllll llll lllllllllllllllllll111I1I 11I 11111I 11i 1111111l 11l !1111111I 11I 111I 11I1I1I1I1I 11111I 11!!11I 111I li!IIII !l II !l 11I 11111I 11I1I1I1I 1I1I 1Il 
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正 会 員 佐 竹 則 姦 君 の 計

本会理事: 佐竹則薮君昭和27年 6 月14 日心臓麻簿で59才

を一期として急逝されま したことは誠に痛恨の極みであ

ります。

君は八幡浜商業を出身後明治末期上阪夙に電気界に身

を投じて大阪憶鐙株式会社に入社まもなく株式会社立花

街会を創設社長となり後近畿電気工事株式会社i設立され

るやその社長に准され大いに手! 胞を振われた。一国大阪

商工会議所、日本怪気協会、中央電気クラブ、両機高等

学校、灘鮒口会其{ 也各会の理事、評議員等多くの名誉職

に推挙されるなど関西電気界に霊きをなされていまし

た。

本会にも早くから籍をおかれ昭和22年より返事に当選

今日に及び極々尽力され特に電気部門と本会との: 連獲に

協 力されるなどその御功僚は突に大なるものがらり 、愛

会の念また極めて強い方でありました3

宕資性温厚な円満家で l宵誼に厚〈然も人絡高潔で多く

の人に敬愛されていた3 君の他界は各方面からいたく借

まれ木会とし丈も君の如き協力者を失ったことは大きな

損失であります。

去る17 日2時から四天王寺本坊で近畿電気工事並びに

立花商会の合同社葬がおごそかに蛍まれ列する者堂に満

ち、3 時からの告別式には会する者種を援し近来稀に見

る縦儀で今夏ながら故人の徳、が偲ばれた。本会よりは竹

披会長i度欧中のため東畑副会長、大和常務理事が葬儀に

参 列、東畑高u会長下記弔辞を供して焼香、青木友一、浅

海治平、架原信虎各理事、戸川書記英他役員、会員多数

が立 トしその他参拝して弔意を表した。

宝互に故人の肖像を掲げて在りし日の御功績を感謝し主主

みて淘l冥福をお祈り申上げますコ

亡 日 頁よ ｾ Ｉ

バスにて挙母市の同工場着中食饗応後玉置氏主主に今技取

締役御両氏の案内で 、ユタ カプ レコン工場と東洋ーを誇

る トヨタ 工場を、時; 間の者s合上 かけ足で見学した、ィ、憩

茶菓の接待を受け名古屋駅に III で 5 時過ぎ解散、自由行

動に移り本見守ーの幕を閉じた 3

ヌド#1- 学は余りにも盛沢山となったので筒間に不足を来

たし見緊先に非常な迷惑をかけ、叉参加各位にも大変忙

弔 辞

時昭和'27年 6 月14 日本会理事: 佐竹則姦沼ー突如として急

逝されました ことは会 〈背天の静態で淘 lこ痛惜の極みで

あ b ます。君夙に本会に絡をおかれ昭和二・ト一年以来評

議只、常務、玉虫事、委員等に Jit 々当選、現に理事の一人

としての会の枢機に参凶本会今日の隆盛 に寄与さ れまし

た。就中戦後多難時代の主計担当又は事業委員長と して

新な事業企画或は本会と匁気部門との述繋を草野にす るな

ど献身お尽しになりました御功績は大なる ものがゐ b ま

して永〈本会の記録に残される こと、信じ ます。

今や35年記念事禁真中にしてその他進符中の各般の事

項につ事ましでも君に! 宍つもの益々多からんとする 秋忽

然として長逝されましたことは惜しみても余 ry <'tる こと

で遺憶に湛へないと ころであ h ます。

去る 11 日開会の役員会には共に席を問う して熱心に協

議されましたのが、今世T限前に初仰としてい るのに須受

にして再びその温容に接する機な〈会 〈感慨11正母愛慕の

念禁じ難いものがあ b ます。

主主に凶千有余の会員を代表して謹みて:哀 悼の誠 {e捧げ

惜別の情を放遜御冥福をお祈りして最後の御) J IJれの有楽

とャ? こします。

日目和二ート七年六月十七 日

法団法人 日本建築協会

副会長 束 畑 謙 三

しい自に巡わせユ ツタ リと 見学の出来なかったのは誠に

渚憾で申訳ない事でしたコ然し至る所十三分の御歓待に

按 し個人 としてなかなかに出来難い効果的な見学で‘参加

者各位が稗益された所が多かったのは率 とする所であ り

ます。終りに見学先御関係各位の歪れり尽せ 1) の御案内

と種々 、御接待に預りました御厚志に対 し、 紙上を遜 じ

厚〈厚〈御礼申上げますっ

27. 6. 2-) 委員記 ( 紙面の都合で参加者氏名略〉

Ｑ ＱｉＺＱｉ Ｑ ｊＺｬ ｬｬｬｬｬ ｬ ｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬ ｬｬ ｩ ｬｬ Ａｬｬ ｉＺｉｉ ｉＱｉ ｉｉｉｉ ｉＺＺｉＱＱｉＱ ｉＱ ｉＱ ｉＱｉｉｉｩ ｉ ｉｬ ｉ ｉｬ ｉｬｬｉｬＡ ｉｉｉ ｉＱＱ ｉ ｉ ｉｉｗｉｉｉｉｉｉｉｉｉ ｉｬｩ ｮ ｬｬｬｬｬｬｬｬｬ ｾ ｩｬ ｬｉ ｬ Ｚ ｉＺｉＺ ｉｬｉＱｉＱ ｉＱ ｉｉｉｉ ｉＱｉｩＱＺｕ ｬｬｬｬｬ ｬｬ ｬ ｬｬ ｬｬｬ ｬ ｬｬｬｬｩｬ ｬｬｬｬｬ ｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｩｬｬｬ ｬｬｬＡ ｬｉｬＱｬＱｬＱｬＱｬＱ ｬｬ ｬＱ ｬ ｬＱ ｬｬｬｩＡｉｉ ｉＱ ｉｐｬｬｬｩｬｬｬ ｬ ｬｬｬ ｬ ｬｩＧ ｉｩ Ａｉｉｉｈｉ ｉｬ ｉ ｉｬ ｉｩｉ ｉｉｉｉ ｉｉｉｉ ｉｉ ｉ ｉｉ ｉｉ ｉＱｉ ｉｉ ｉＱ＠
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日米学生建築意匠安換展示会企画

在阪中の米人 7' ラゾド氏が協会に来訪され、日米両国

の建築学生に依る作品交換展を申込まれたので、協会と

して滝沢教授並中野 ・中村両理事: を始め村上清氏 ・徳田

頴 M 事に依てその企画達成に各方面と接渉中である。

大阪を中心とした建築研究団体

都市計画研究会 中沢誠一郎教授等に依て多数のメ γ

バ 【が出来つつある此の研究会は月に 1 回各種の研究を

している。入会希望者は日本建築協会編集部迄問合せら

れ度い。筒お会費は集合度ひ' の実質制度である。

デザイナーの会 安井建築事務所、渡辺建築事務所等

の方々に依て毎月 1 度集会されている。非常に有意義な

会合である。入会希望者は同じく協会編集部迄申込まれ

度い。此の会もやはり集会度びの実費である。

室内工芸研ズ会室内装飾関係としては誠に力のらる

多数のメゾバ - 1こ依て構成されている熱心な会である。

此の研究会の倒l世話は大阪府工業奨励館企画課長加藤清ー

澄氏、日建設計工務岡村突氏等がして居られる c

意見@批判 ' 論文・感想、 を募 る

「建築と社会」の為に皆様からの御原稿を協会編集部

( 朝日ピル〉は御佼稿( 原稿用紙 200字詰、 10枚迄〉を

御待ちしています。

テ[ マは自由ですが、例へば下記の如き題材も結構で

す。

1. 法隆寺の再建

2. 米図式建築に就て( レーモゾド ・ノイトラ・ライ

ト・英の他〕

3.  日本趣味と建築

4.  建築の防災

5. 新しい建築材料

6. 新熔法

7. 都市計画

編 集 後 記

予告の通り洲 Ｑｾ 工事関係の記事と、企画を特別に変更

して、ノイトラ氏の特集とした。依て非常に協会予算よ

り厚いものになったが記録的な事だから出来る限句の事

をしてみた。依て不意の企画の為め少々編集が連れたが

次号の都市不燃化問題特集の御原稿は既に手元に揃って

発行を待って居るから期日は取句戻せると思っている。

筒、その次の企画は古建築と法隆寺復源問題を取り上

げ準備中である。

II II II'IIIIIIIIIIIII '.'IIIIII'II'IIIIIII'IIIIIIHIIIIIIIII!IIIIIII 'IIIIIIIIIIIIIIII'II'IIIIII'II'II111111111111111111111111111111111111111 
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出 版予象 告

備本委員会では下記の通り逐次出版企画中であ る。希

望の方l士予め部数御申込願えれば出版計画上誠に好者11合

である。

1. 空気虐行コングリートとその施工

1. 7 ス 7 アル トとセメント防水剤につして

1. 衛生工事について

何れも青年技術者を対象とした笑際に直ぐ佼立つ簡易

要諦のパ γ 7 レツトである。

@)J 畠市昨年くれ第 1 回出版の「建築法規索i . l 1 J は各学

校教材として叉英仙からも多数申込まれているが、/ 戸澄

憾既! こ品切れ土なりました。目下の処再版企商ありませ

ん。

映 書 曾 ? 象 告

建築協会では今秋 9 月に下記の如き映画会を開催せん

と準備中である。備お此の吠回は既に東京に於て多大の

反響を呼んだもので、関西の各位も必ずや期待して頂け

るものと信じている。

映画プログラム

T . V・A の建築 ・カゾベラ の建設 ( C. 1  . E 提供〉

日活国際、ピルの建築 〈竹中工務庖提供〕

モスクワの建築・花咲 くウグテイナ( 日ソ親善協会

提供〕

企 画 予 定

所、毎日会館時、 9 刀11 日午後5時より 8時

主催、日本建築協会・日本建築'学会近畿支部

建 築 と 社 会

第 3 3 輯 第 7 号

売価 1 都80門仁送料共〉

昭和27年 6 月25 日印刷・昭和27年 7 月 1 日発行

編集溌行人 沖 回 誠

発 行 所 社団法人日本建築協会

大阪市北区中ノ島 3 / 3朝日ゴル
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格 表 田 園 田 園 田 園

事 I 17. 屋 根 主 主 工 事

事 I 18. 衛 生 工 事
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アスフアルト防水層 (小口工事は劉明のこピ) I  5  2. ｏｾｉ＠ 但し怒台.倒 ι パヲベット等は合まず

3ザ 叫 ( 手 間 共 ) 1; 認むおお1 7  2311 内ZfJJ 設よsぷL) 7 5 M2 0 0  

仮枠パネル( 鈴及び杉村11虫) 1  3尺 便 所1 ケ所当 9 a望は合主ず)

2  x 6尺 310¥ 1000- 2000 

¥ 1. Q  x  11 285レーー一ー

等 辺 山 形 鋼 岨 ) 1  ￯Ｂｾ［Ｑ＠ i i l ol s 石

小 形 3 x 4 0 mm 480001 2  x 3  ＲＱＰＱｾ 一一一一

中弘ぷ ;;22 2制i昆 和 剣 | 軟大谷石右 {:37RJJF11本

辺 ＵＰｭｭ を越え ＱＰＰ 以下のもの ＴｾＰＰＰＱ 花深土 12 .
g袋 入 1601

u  G寸 x 1尺 x 3尺 111

大 形 辺100を越えるもの 390001 部 化 石 灰 3011 6901
伊 豆背 石

11 1切

不 等 辺 山 形 鋼 (1 i l!.) 
1  

ij 石 ( H，-.)
16. 5 1  

薮 採 石
1/ 1本

I  
，.-": ｾ＠ ｾｉ＠ ｉＺＺ［ｾｾＧ［［［Ｇ［Ｇｮ＠

ｾｖＮ＠ V  

I  房州石 6寸 x 1尺 x 2尺小1' 1/

中形辺の和の財 ＺＵ ＮＰｾｭ 42000l A ｾ剤Ｈ脇町剤Ｉ __ ｯｾＮＮ ＮＮｊ 生命石ｻ跡 ＩＶ 寸 ｸ 内訳 U  

守品7 3 3 r s a ? P
|  

〆レツタス 1ドヲム白ガロ ンλ
m

叶 三! 師
11 11 

|  プロテックス 55ガロ〆グプル 482ω|中 軟 石
(1刷

大 形 ♂

3?ぷU
子泊が山印:九川1ω0∞

O m m 4蛇ω 2叩0

川 ス プ 一 マ 1  司 賂 2u州 内 河 石
山 1尺 x 3尺

I  形 鋼 (1
・l!.)

大 形 51000!  グイゾソル NUX l ドラム沼山 Y λ 1む0001 須 賀 川 石

圃園田圃関 西 建 材 会 編
F 一 一 一 一 『 一 山 一 一 一 - 一 ー ー 圏 一 耳

6 1 mx 3 0 m 約 6上平

シ ル バ ー グ ラ ス マ ッ ト ( ' 制

事
一工一ル

一昨

d

・
一

タ

一

持
一

統

瓦

一

上

並

慎

一瓦
一

燦

守

S

目

立

亦

メタロイド金属ルーフィング ( 1ホ)

1 mx 3 0'τ1  

スーパーメ タ ロ イ ド

8  

7. 0 

6
・
0

6 1 c mx :J O m  

セ メ ン ト 防 水 剣 ( 日晋願)

ウータイト 18)
'2: 

11 B  

30 

36 

;}OO 

磁 紫

シーカー

シ 7 カ - A

B  

1&，‘ : 筒ボース

防水ボース

18立入

18j [ 人

マノール

3000 

3300 

2全;00

2600 

7200 

5  鉄 骨 工 事

工 事

180 

200 

200 

190 

170 

200 

200 

150 

180 

圃・圏直副
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? 園 田E 四 国 圏 直E 園 田 園 副 司 曙 富 田 皿 屋 晦 圃 圃 園 田

煙量
盟 園 田 園 建 材 価 格 表 薗瞳薗.

源 右 !被 割 (1日

花 尚石 幡 町 1切 400¥ 杉 丈2厚壬分布¥6寸

{沢λ ) 11 350 

Ｈ塩ｾＩ 11 350 

(;lt;; fc) 11 800 

花筒板石( 恩3- 4寸) 尺坪上旬J 100- 20 

1窯花偶石 ( 菌醐 ) 5切 未 満1切 700- 500 

グ ( 三悲) 11 ＹＰＰＭＱＰｾ Ｑ 貫 ＨＱ 石Ｉ
11 (勿家) 11 ＷＰＰＭｾｾｾ Ｑ＠ 杉 丈30. 5 X  3. [ I寸

万成石 11 8001  

小 松 石 ( 挺鈎) 6切 米i筒1切 400 

本 1)、必石 11 700 

機 根 沢 石 11 250 

月 111石 11 250 

白丁場 11 300¥小 劃 ( 1東42本)

砂 岩 |  

| 杉12 - 1 3尺 6 x G分

自の 凶 石 2 切未 満1切 約 3001

銚 子 石 ;，J /I' II ... J ... ..，../ I I' J 3"ool 樋 木 (1石)

立房石 11 3001 必 13. 2尺 1. 5 x 1. 3寸 一 等

多 胡 石 11 3801 

大 理 石 { 別 問 手 間 共1卒方尺) 1  13. 2尺1. 8 x 1. u 一 等

岩 手 大 理 石 800- 10001 

|木 摺 (1来 100了)

喫水石 8001 

美 濃 盛 大 型 開 800- 100O¥ 6 尺 1. 2  x  0. 23寸二 等

長州産緩 800- 1000 1敷 居 木 (1石}

凶医! i I E 大理石 800- J OOOI  桧 ＱＳＮｾ 尺 3. [I x  1. 5寸

ト ラ パ ー チ ゾ 〈 字 流 附 石 ) 800- 1000 

蛇 紋 石 (1平方J":')

秩 父 蛇 紋 石

賀 蛇 紋 手i

銃 火 石く犬城 1111 ケ〉

板 劉 1寸 x 5、j x  1尺

的瓦耳ｾ 2  x  3. 3 x  7寸

抗 火 石 プ ロ ッ ク

内盛期 3. 3  x  4.  15 x  8.  8寸

外 ｾｧ 用 ＶＮ 生 ｸ Ｖ Ｎ 生 ｸ 13.  0寸

鉄 平 石 ( 施工玖: 如何}

プJ 形容軍手

l平手

舌LJ 移罪事手

j事手

7  

8  

j手町子 6  

7  

8  

厚 8分 縞 尺

0. 5 x  3. :3寸 一 等

900 1仰 角 (1石)

1000 1 杉 1!3. ＲＩ ｾ＠ 3. 0寸

3. 5 

4. 0 

23 1  

"，11正 角 (1石)

ー l 杉

23 ¥ ＱＰ ｾ＠ 3. 3- 3.  G寸一 等

85 

13.  2尺 3. 5寸 一 等

2800 

2600 

2500 

3200 

4. 0寸 一 等

4.  5寸ーノ ｪ 、口虫ｾ (邸U) 天然丹波石 4uOO- 5500 

テ ラ ヅ ( 施工覧共尺埠)

敷プロツグ{ 刷骨)

立 J ニb 11 

大 似 隔 {厚1寸q 両面1t.J::

Ｑ Ｉ 、使 ｉｲ 高 ＨＩｾＱ 寸 Ｉ f  

甲 板Ｈ厚 ｬ ｩ］Ｇ Ｒｾ 子 一時Ｉ
カｻ プＨ以 ￭ｳｾ 子 Ｉ

産量 石 ρ  

ァ ν グ ル ・チヤ ゾ 不 ル {厚，11子)

人 i盆 石 ブ ロ ッ ク ( 締工費共尺輝)

富国石 平 盛 角 物l事1寸

引 金 及 び 太 柄 金 物 類 l 貰

9 木 工 事

製 材 品 は以相尉)

板 ( ; i，" )  

〈 秋 山 〉 杉J!) 2分3嵐長 6. 3尺 制 尺

7kー 終

止l 一 無

赤 一 上IJ、

内ー 1-.1)、

赤ー・ノj 、

{i¥<ニ 上

赤ニ並

赤 三

・岨掴圃関 西 建 材 会 編

350 |  〈尾鷲〉 杉

ｾｾ ＿ｉ＠ ｾＢ ￭￴ 尺
750 

l:>50 

480 i  

γ J O  

2.  5寸 一 等

3. 0 I! 

3. 3寸 V

3. 5寸 U

4. 0 I! 

3. 5寸 H

4. 0 I! 

300 1  ｊＳ ｾ＠

330 1  

正 角 ( l l i )

l  く紀州〉 検

300 1  
13. 2)ミ

約 300

3. u寸 一 等

｟Ｎｾ車線

1:ノj 、

込

込

込

吋↓
J

吋

》

，

b

k

u

4

A宝

河

、

径

川町

明

日

寸

E

'

J

。
“

日

…

m

m
凶

林

一

封

υ

、
J

打
、

レ

u

↑J

太

刺

太

ド

〆

L

h

H

2

削州

:

径

梁

場

中

丸

足
n

u

n

u

n

U

A

U

n

u

n

u

n

u

 

0

0

5

6

5

0

0

 

w

d

Q

U

Q

U

R

U

7

・n

υ

n

V

2

2

2

2

2

3

4

 

1650 

1900 

2150 

200 

240 

280 

250 

280 

330 

4. 0寸

4. 5寸 ー

1400 

1200 1  

1350 1  

1160 1  

1150 1  

1100 ;  

315 1  

270， 

く尾鷲〉

10尺

槍

2. 6 寸一等

3. 0 11 

3. 3寸 ρ

3. 5寸 H

4. 0 I! 

2. G寸 H

一 等

2 6 - 2 8  

29 - 31  

3寸 23- 26

2 6 - 2 3  

1  29 - 31  

ｾＺｾｾ ｉ 素材 ＨＱ 日
1450 1  

235O¥ 秋 岡 杉 丸 太

1800 1  

『 東 北 杉 丸

4700 

3生50

1200 

1400 

1660 

1680 

1900 

1800 

4500 

6000 

7700 

8600 

13尺

2400 

1300 

480 

尺6上1. 2等

尺 上 込 材

太 6. 6寸

中 目

尺 上 込

中目込

尺 上 込

尺 上 込

尺 下 込

尺 上 込

尺5摂 材

2尺 上 線 材

2260 

2260 

2600 

2500 

近 県 杉 丸 太

東 北 松 丸 太

木 合 格 丸 太

400 

ベ ニ ヤ 板 (1削

ナ ラ . ｾ 議厚 Ｔｭｭ 3  x 6尺

栓 . タ モ ・ジ ナ3 x 6尺

40001 プ ナ 3 x (l 尺

3 x 3尺

1500 1 料 6 x 3尺

1450 1  .- 3 x 3尺

1( i OOI ラワ: / 3 x 3尺

j単物( l ! : /・ 9 モ) G m m  

9  

850- 900 

600- 650 

380- 450 

250- 300 

340- 380 

290- 320 

390- 400 

800- 850 

1300- 1000 

1800- 2400 2400 

ＺＺｾｾ ｉ 床
2200 

2100 

1850 

2360 

2150 

17001 

1  _  _  ( 1級 2700 マカバ 1級 3200

ＲＳ 叫 ｆ モ｜ｾ叡 ＲＳＰＰ 7 り ' 2 2850 

ｾｾｾｾｉ＠ シ ホ ジia 1700 サ ク ラ 3 2200 

19001 

フ ロ ー ロ ン グ ブ ロ ッ ク { 施工共1時 )

7 ' 十 3200

20001 2 2 3 800 

2100 1_  /  

2700 1寄 木 〈ナラ〉施工共1坪 5500- 15000

27001内地 j偽葉樹{ 家財I l i )

ｾｾｾ ｾ ｉ＠ ヶ 件 獄 t y蹴 2三tふ ZI 
2GOUI  

出。。| 校類 300P1 230P1 250PJ 350 

鋭側 斜 330 253 276 385 

角 按i 321 24. 6  263 375 

1  凶ツ待。 250 (';00 220 300 

2760 1  

2600 ¥南 洋 材 団 M1石)

12 

キ反 (1坪)

暇2寸， 2. 5寸， 3寸 j車6分 (5号は1創 刊

セ γ ( 1級 2000 ( 1級 2900

カツ ラ ｾ 2  1700 ナ ラ { 2 26003 
ト チ 1- _. - _ .  - 1  

プ ナ ｾＳ 1300 ｾＳ＠ 1900 

! ! 250 1  7 ピトン殺 7 ナカグ訟

270o I 枚 類 2130円 23U 

2uool  鋭答IJ 類 275 2u3 

ｾｇＲＰ Ｑ＠ 挽 角 類 268 2壬0

2800 j  凶 ツ 制 220 20
0  

2u50 1  

1  ! 日しf‘' H' 暗むのは次ι 制合tニて) J 1L!'): する。

。2f.iU1

| 板 紙 胆 升- 3H3子山首，2. 3持以下8割 地

2200 1  直 筏

25uol  3寸未満は3寸計 算 1尺 未 満 2刻 i 曽

27ω 1  2. o""' :'31<:1¥凶僧 3- 3. 5尺 2制胤

2850 1  ｊ Ｎ ＵＭ 生 Ｓ ， ｾｉｊ 地， 4 - 1. 5  5古IU泊

2600 1  長さ Ｖｾ 未満は ＶＱｾ 計 ｚｩ ， ＱＸＭＭＲＴ 2釧 J自

ｾＵ Ｕ Ｐ Ｑ＠ 2 4 - 3 0  3書IJt首，ＳＰＩｾ 以上 Ｕ 剤 ｪ 問
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a嘱掴圃踊歯菌画面 種麗彊圏 曹司l I t l J I I I 叫唱田恒田園_ = w = z r 司自目白宅建 材 価 格 表

1350- 3500 

8 5 0 - 1<l5リ

2uOO- 35uO 

650- 12001 

ｾＵｯＭ￮ｩｩＵￕ＠ 1  :f i膏プラ λ タ - ( 紬 )

550: ' i 8501 ヒ塗丹j 25kg 

1500: ' 28001 下 塗 HJ 25kg  

必 00: ' 85001石 膏 25! <g

1持 殊 壁 材

1860- 35001 兵納長

i ooo: ' i aoul 消 光 壁

￮ｾＵＰＭＳ Ｘ･ｯｬ 栄墜
23ool 木舞盤館料

2200- si5ool 篠 竹 1 米100本

1  ｾ￙＠ 1巻3fT m 

1  ｾ白羽 約 壬:Ilt

8000- 250001 荒 木 悶 土 1立併{ 持; . 6)

ｾＵｾｾＭｾｾｾｾ＿Ｑ＠ 木 純 掻 き か 開j共 尚 )

ＲｾｾｾｾｾｾｾｾｾＱ 着色剤
8500- 600001 

40uO- 180001 着 色 漆 攻 1J 坪分

I 800- ' 35ool 色 土 1斗

ＱｯｯｯＺＧＳｾ￶ｯｯｬ＠ 四京二ト. が 1-5' 71' 依入

ＲￔｏｏｏＺＧｾＸￕｵ￵ ｬ＠ ] 白書剣マイゾ( 1 袋〉

' 献 500g

す 5uO

4000- 5000 1 長 500

16 0 0 - 180:>1 ヱ ピ 茶 必 0

2500- 5000 1 赤 600

2800- 38001ペーム

漆盛岡 アル ヵ・納 (i  ，.lld入1

45uO- 20000隆盛工費{ 手間IJ 机 l、)

;;;!こiおお¥- ¥糾塗 (悼平iF長員長良ふ)

プラスタ ー重量

木 Ｑ 辱ｾＨ並木録下地Ｉ i書官

H  大地

塗 b替 え 砂 物 漆 収 仕 Iニ

但し以上は20枠以上回場合に限る

人治石洗判( ラスヲII りより仕上まで)

人遺伝m甘i !/ 

401 リシ γ 11'f 11 

151 モルタル当i 11 

|  セメゾ ト1火付ー

12iJ - 2:1001 ドυ マイ ト塗

4 5 - 1201 テァゾー塗 ('Fllnol'<".p. Jj 尺)

4 5 -
120

1  t  I 薄 銀 工 事

1100- 3600 1  ＭＭ｟ＮＮＮ［ｾＭ｟ＮＮＮ［ＭＭＭーー

| 高 鋼 板 (1泡)

2500- 40001 

30- 2001 犀4. 5 mmx 3 x 吠 6700001

ｉｾ 年鋼板 ＨＱ 随Ｉ 3 x 6民 30'1. ;χ 6 民 1 165 

3 寸. 3. 5寸 1350- 2300 I  ＢｊＺｾＮ＠ ｾｾ＠ ｾｾｾｾ＿＠ 1  ｾＮ＠ ｾｾ＠ ｾｾｾｾｾ＠ I  180 

1  0. 35 60000 1  0. 90 550001 荷造現場取付盈は合まず

ＱＳ＿ｾＭ Ｒｾｾｾ＠ 1  O. 40 60000 1  1. 0  5300( )  1ベンチ レーター (1偲倒的組ぴ固定，1 . . )

［ｾＭ ｾｾｾ＠ 1  ｾＮ＠ ｾ＿＠ ｾｾｾｾｾ＠ 1  ｾＮ＠ ｾ＠ ｾｾｾｾｾ＠ 1  - ｾ吋 ＳＳＰ ＱＧ Ｑ 6  

6 5 0 - 9501 o. 50 53000 1  1. 6  530001 

8 5 0 - 13501 O.  55 60000 1  2. 0  560001 3. 5  

0. 60  53000 1  2. 3 530001 生

亙鉛鍛平鋼板 ｃＳｸＶｊｾＱ 枚〉

漆 喰 材 料 1  ｾｾ番 Ｕｾｾ＠ 1  ｾ＿＠
只 灰 20kg袋 1501 勾 生ｾｾ 1  31 

ピ特選 1_ : 日 一 435 1  

石 灰 :i 等 M ml 亜鉛鍍生子板( 1l犬山x6は1∞[ l J高) nnJ 12 金 属 工 事

叉 11耳目 8501 28番 生95 1  30 385 ト

浜 説 10 11 58001 29 440 1  31 3351構 造 用 鉄!防

鹿田盟国凶 西 建 材 会 編曲圃同盟ニーコ エ 亡 ヂ 一 一 三 士

木

天井板い了}

イ手日' 1' )

や1
1代 杉

古 !Il f杉

秋 悶 杉

; 答掛 (I T l

イド n  

吉 野

柄

11 (貼}

'
v

b

b

r

u

 

)

1

1

 

杉

山

断

水

本

マ

)

{

(

(

)

)

n

n

大

)

ゾ

日

以

川

町

桂

太

山

引

味

1

H

K

H

い

}

)

怖

い

日

給

知

山

丸

柿

組

r

ノ

剣

{

(

(

(

鎖

市

キ

纏

叫

山

;

縫

州

木

h

u

h

い

刻

倣

板

1

1

板

皮

丸

キ

山

野

太

.

品

開

以

紛

然

桑

M

M

楓

ρ

山

品

川

緑

地

段

以

u

M

絞

国

間

間

桐

桑

膨

梢

機

松

札

柄

拘

樟

松

栃

ル

北

古

香

床

床

治

床

側

面

磨

タ

丸

間

剥
4

4

 

ごL τ f

林

節

回

2

r

l

咽

引

付

制

引

H

ド

網 代 ( l Z1i 加え)

錨 竹

角 竹

晒 竹

ｍＮｾ竹

紛 竹

亀 甲 竹

10 左 官 工 事

下け，Ｇｾ

人 ｩ 盆石材料 ｃＱｾ 人〉

ｾｇｏｏＭ｝＠ ｾｾｾｾ＠ 1  oil F  IJ  I  )fj ノj叫 河 ＵＰｫｾ＠
5リ00~15dOO|i hl J i lli グ H

［Ｎｉ ｕｕｏＭＱ 凶 ｾｾｉ ＢｾＧ［，Ｎ＠ ｾｉ 砂手 ＱＱ I1 

1200- U5001 

l プラスター材料 ( 1袋〉 下絵川

マルコプラスタ戸 Ｒ ｩＩ Ａ｣ｾ 160円

三 共 プ ラ弐 j l ，- 25 16J  

日 本 プ ラ ス タ ー 30 特 上

並 上

1，000;4' 

3Of-分

1土T分

生000- 20000

3500- 12000  

2500- 900
0  

吉野 700以上

吉野 600以 上

ょｾｴＺ川

l ' i5 

175  

295 

275 

1401銅

.t!) 0  

290 

600 

キ反 (1告収 l kr)

以O. 26 X  365 x  1200可1 m

0. 28 11 

0. 30 11 

0. 40 11 

菊 富 士 鋼 板 ( 1i'X1 J ( X 1. 2尺)

j手 0. 2 2 mm

0. 27 

0. 31 

0. 36 

生 ＶＰＱ 真鈴 板 ｻ銅仮 ｴ ニ ｩｾ ず ＱＱＰ 円安ｽ

3901アルミニューム平板 (1放)

7901 

1  )亭0. 5・nmx 3x 6J - :

。. 8

440 

350 

175 

60 

120 

5001…  

8001南

半 田 1kg  570 

10501パンチングメタル (1卒方f ' Z ) 鉄製 90 

|  爽 銭 製 垂00

9UOI 耐駿メタル (1平方米}

ＱＺ＿ｾＱ＠ 被 板幹部僻 30 0 mm長 18. 1，2. 12，2 畳2 m

900
1  材料のみ 12山手 '  1250 

750

1  球材料手間l 木 骨 の 場 合 80 

|  鉄 骨 11 150 

25001 

|  秘包，谷樋，雨押類 (1平方米)

35001 

2200 

1品。0

200 

600 

210 

板 厚1 . 6，2，3 mm1司g

28 

26 

軒槌i. 竪樋 (1米)

軒 樋 円 安

筏 90m m )早 28 210 

105  11 2.12 

120 26 322 

135 11 360 

150 グ 385

24 490 

。530

360 

380 

330 

生. 5

5  

長30

560 

270 

1401アル ミニューム波板 (1削

1401 ノj 、波厚O. 3  x  910 x  1820・11m 500 

2岳山岸O. 5  x  910 x  182i) m l! l  750 

200
1 大 波 (12J11，10山) 750 

150- 1601 

iiiol ヂュラルミン板 ( l kg)

60001 以0 . 5 mmx 1 mx 2 m

800- 9001 O. 8  

1. 0 

1151ステンレス板 (1放)

3601 18- 80 c  r  片面勝板1 x 2・n

3501 0 . 8 mm 

1. 0  

1. 5  

13 c  r . 片西国勝敏 3 x 6尺

0 . 8 mm 

1. 0 

1. 5 

680 

鋭i I l 製』よよarl の約3儲

軍 軍 -

。O

Q

o

o

o

n

u

a
宮

」

崎

A

a

a

z

n

h

v
L

 

d

 

120 

130 

] 50 

50 

750 

1100 

35
0  

340 

340 

: 11000 

22000 

27000 

5000 

6000 

7500 

185 

1100 

1; ) 00 

樋 p . )

j厚29 395 

28 455 

11 610 

11 680 

26 750 

11 820 

11 890 

7  

850 

970 

8  

10 

1300 

2000 

12 2500 

自 -

67 



丸 釘

匙 材 価 格 表 . - ー 山 一 一 一 =

13 建 具 工 事

ｾｾｉ 木製建具
1001 

1201 和風建具本 (lll 船山枚}

1501 玄関水日曜絡子戸

1751 玄関桜千l' ｾ晶子戸
2501 限付綴硝子戸

2601 版付入枚硝子戸

3701  水腹横絹子戸

腰高六枚硝子戸

腰高関硝子戸

肘掛窓機< i 首子戸

肘掛完軍人枚硝子戸

ご入窓椴硝子戸

二人半窓硝子戸

二人窓六枚l尚子戸

便所尺五窓" * i 子戸

ｾ＠ .'M.nl { 挺所尺二完i { . f i I ' 1子戸

似 1ω' ( 必州 ィJl! mt mf l l 窓哨子戸

能 川 j ｾ＠ 剖 ク ｾｾｾｾｉ＠ 尺 判 明 慾 尚 子 戸

1 5 2品 ク
12601 長 雨 戸

;30 り()I 8  11 ク usol  n卜「掛雨戸

32.
50

1  1寸 Y 58;3 1  ベ ニヤ引 i削 除 良 戸

35. 001亜鉛引変形金網{ 帆は) 1  ベ ニ ヤ 問 鯨 良 戸

38. 001 10 0501 似所板戸

41. 001 i2 ' ;001 ベ ニ ヤ 補 戸

仏 001 i壬 4661 ケゾド γ 寄安隊子

46. 001ワイヤーラス |  肘掛ケゾドゾ吾妻障子

50 叫 モ 川 ル 以 J iJ 20佐 H同 M 叫 椴制陸地F辛子

j i g l メ3成 1 4 1 3ぷI S坊主}1J4i 3 0 0 1 1 3 i矩
1  :;;y.  ' j  ^  1

1
抄

1401 梢細硝子F辛子

64. 701 2  160| 椴ケＺＯｾＺＯ隙子
6500| 3  270| クグリ H門 戸

l  コプヅ九 1学 1601送風趨具{ 規他引絞)

33丸 刈 | 液 状 ラス 1号 :I ool 腹山戸

岳、]- 4. 5

n  

1  15. 51 リプラス A 1号 5301 

5  5. ;3 1 7 . 6 1 "  J  " H  Ｒｾ＠ 6001 庇 戸

6  6. 0 18. 5 1  3  6701 フラッシュ額入

7  一一 17. 51 リプラス s 1号 s501 無 地

8  - 19. 01 2  10001 ベ ニ ヤ 合 板 紙 入

アンカーポールト・羽子板ポールト・ 1_ _ _ _  _ . ; 3 
1200

1  無 地

丹冊・箱金物・曲金物類 (1貰目) ; 3 叫軽量チャンネル (1附 |  片 面 狼 額 入

普通鉄線 ＨＱ ∞ｾＩ 1  ｾ盆壁 材 料 3500111 王子1111 5叫 太 紋 張 紙 入

規 制 幽 5 ・O mm. ω 0 1 ＢＡＮＮＮｾｾＵ＠ 11 Ｒｾｾｾρｾｾｏｬ＠
|  天井下地 H  泌 00 h  350閣{ 剖l格 抑 制

8  4. 0  52001__. : . "' .  '. ＭｾＮＮ＠ _ U U U  u u u  1  

| 真鎗パイプ ( l
g R

) 1  片 面 抑 入 用 引 注 及 開

10 3. 2 Ｕ ［Ｓ ｴｬｏｉｾＧＺＺ［ｾ＠ Ｇ｟ｾＮＮＧ＠ Ｎ ｟ ｾｾｂｋＧ＠ _ .. 1  

I2 2: (; 5Gool  径1. 刷、J J手2 m m 5001 両宙開仕切月] 引盟主及悶 440- 750 

16 1. 6  62001_ . 2. 0 h  5001鋼製建具

Ｑｾ＠ 1. 2 6 5 ω|同 上 ( ニッケル純金1尺) - - .. 1  スチールサッシュ (2叫方尺のものを基準}

20 O.  0  67001 3分 30 8q. 901 

鉄鮒側韓u 悶丸川) 1削附叫8加側州りω叫り川| 壬 4仰り 1ωo 1刈 様 殺 { 仰l時卒哨矧方別肌制代削() 2釘捌6ω0-30ω
り

1 :  ｾＺ＠ ｾＺＺ＠ ｾＮＺＺ＠ 1  魁 転 ff 400- 450 

亙 鉛 引 鉄 線 開 (g包丸) 1  5  必 12 1401 と 9 IHし h  400- ぷ

ｬ ∞ ｾＸ 当り ＱＮＮ _  6  60 1  両 開 h  650- 75。
規 制 直径5 . 0 mm 6却 01スァンレスパイプ (1尺) 1  上 ゲ 下 ゲ グ 9 5 0 - 1100  

7  0. 5 60001 外 径 1吋 厚l n mい3cr) 1201 引 途 h  650- 750 

8  4. 0 59001 fl ( ( 8-8 cr)  
6001  スチールドアー (1卒五尺) 1050- 1200 

10 3. 2 62uol  2吋 W- 1 m m(13cr) 2ゆ01 都内現踊取付費はサッシユ及び1 ' 7 - 共上犯の額

12 2. 6 U生001 h  ( 18ー 伽 ) 10001 1こ1- 1. 5例を加算するこ官。但し滋賀は合まず

ｾＺ＠ ｾＮ＠ ｾ＠ ｾｾｾｾｉ コ ーナーピード 真鎗 6尺 2001スチールシャッター (1卒別て)

Ｚｾ＠ :. ｾ＠ ｾＺｾｾｉ ジョイナー 鉄 ρ  印| ヶー剤師方Ｉｾｾ法制す 900- 1100 

i: :; ; j j j |肝 ク ロ ス 仁 f 6; | ぶ 院 比 明 よ ヒ: 100

1  T  ; "、 ff 81 備し法貨は合まず

1凶臼 1. 0  7壬ωω0∞?I陣指段と止金具 鉄 訳 12OI ホ ル一一. ングゲ一ト( 叩方欣尺) 50∞ 
0  

銅 Jλム::LL凶ω笛} t; ;誌恕鴻;お総;おgl 床 目 叫 ;立設2; ミム ;議:3!|ド吋康j2諒弱i語t2錯紘紘E広叡え;l;品弘賀弘)斗金
昔担20 呈必351槌随i釣金物 字 t首吉3. 5寸 l 本 5.0ω| 枠 内 法 4 x 6  x  1.  2尺

l f18 盛251 ρ 生 h  5. 51 扉厚 6寸錆止主主

園田属国 関 ｾￎ 建材会編 ｬｉｉＡｉＡＡｉｬｬｉ皿一一一一 ι 三 一 一 一 一 一 一 一 ← ー ー

:侵

6ラ3'¥l'

直後

1. 生I l l m

1. .1 

1. 6  

1. 8 

2. 0 

2. 3 

2. 6 

2. 9  

3. 2 

4. 0 

4. 0  

4. 5 

5. 0 

屋根釘

8  

1. O，} 

1. 2  

1.  1. 

1. 6 

2. 0 

3. 0  

3. 2  

3. 5  

4. 0 

5. 0 

;3. 0']-

3. 2 

3. 5  

丸会告T (l 'ili ! l : は丸SJ の各守 1COl' J高)

平小鋲・山小鋲 ( ( l t 自)

ォ; ールト類( ) - 川、・仏防211<:制 lぶ)

士是 正 ｾＴ 弥

生寸 17. 50i ' } 

5  19. 00 

6  20 50 

7  2主. 00

8  2.1. 00 

同

27. 00 園.

10 27. 50 

11 : 11. 00 

12 32. 50 

13 ;34. りO

1品 36.  50 

Hi  38. 00 

16 40. UO 

総 (1ぷ)

金鉱

}

 

日

リ

ζ

U

W

川

崎

O

F

 

f

E

、
H

H

M

W

U

H

，
K

M

M吋

H

"

M

M

U

M

}

4
S

 

米

引

い

{

 

泊マ

プ

)

一

空

港

口

出

6

8

9

m

u

u

m

m

ぃ

銅

ヤ

綱

網

イ

織

ワ

金

，
、
n

u

n

u

n

u

A

U

ハ

U

H

U

n

U

《

υ

A

U

H

U

A

U

H

U

n

u

、U

れ

U

-
υ

0

0

0

0

0

0

0

5

5

0

5

5

5

0

0

 

唱

0

9

7

6

5

4

3

2

1

1

0

0

0

5

5

帆

4

8

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

t

 

5 米国 11200 

16800 

1200 

3220 

3fl 40 

2800 

90U- 1200 

' f OO- 1000 

550- 750 

520- 750 

750 

430- 780 

500- 800 

300- 450 

220- 450 

220- 320 

180 

1 7 0 - ;320 

12り

80 

60 

2i )O 

'12U- !)(iO 

.100- 050 

680 

6oO 

400- 950 

720 

950 

650- 900 

350- 430 

生60- 530

:380- 180 

480- 600 

350- 480 

700- 950 

2500- 4500 

1100- 1800 

1300- 2000 

2500- 4000 

2400- 3900 

1850- 2300  

1350- 2000 

1600- 2000 

1800- 2500 

3S0- 680 

240000 

曹邑

69 

4

室

戸

O

'

o

網
スン

引

ロ

鎗

鉛

H

H

プ

官

H

M

注500

4/ /  

菅fエナメ' " 5 1 1  

免 中 形 網

3分自 2; 1番紋
Ｑｾｊ＠



建 材 価 格 表 て 三 竺 士 一 一

230001 キャッチ

ブ ッ ク 棒

紐 ｊ ｊＺｾ足

401カ ー テ ン レ ー ル( 6尺〉

65
1 爽 鎗

851 

1601 鉄

トロールブラインド (1平方 J ( )

1601 

260陣風日除( 昨日立)

長2()1 .i1i 製

2701 スチール

3101 軽金属ラツ} J - 塗

500
1 木 製 ヨ 民 地

6601 
|  エナメル塗

40001 

| ロールスクリーン( Il s 方) ( )

7001 

:制 14 塗 装 工 事

17001 

1. 6001:油 類 ( 容桜 jl' を 合 か 絡 )

6刈 ボ イ ル 泊 以氾 ＳＸｕｏｾ “ ＰＰ
42Ol 述乾ボイル泊 16 

9501 地主音. fIl 11 15 

ＳＰＰＱ 調会ペイン卜類 ＨＲＵｫｾＱ 館Ｉ

901 白川鉛ベイゾト A  

4001 B  

1501 白鉛ベイ Y ト

ｾＺｾｉ オイル・ワニス類 ＨＱ 駄目 Ｑ 織Ｉ
1401 

260¥ ゴールドサイズ A  

2000ベ B

1500け コ ｆ ノｾＩ ｌＮ ワニス

鋼鉄製倉庫入口用金陣式扉

枠 内 法 4 x 6 x 1尺

扉 j厚 生寸錆J l : 塗

同 片 関 キ

枠 内 法 2. 8  x  5. 8  x  O. 25尺

民l単 0. 25尺 65000

枠 内 法 2. 8  x  5. 8  x  O.  8尺

屍l単 0. 35尺 105000

練 鉄 特 製 金 庫 窓 周 防 火 扉

2号 枠 内 法2 . 2 x 3 x 1尺

持子付，扉2段，受枠3段 25000 

3号 枠 内 法1. 6x 2. 4x 1尺

格子付昆虫段，受枠3段

建 具 用 金 物

民 間 金 具

実 鋭 角 線 呑 3 吋 1ケ

Ｓｾ＠ 11 

生 U

6  

3証鎗蝶呑ギボシ付

4吋 1ケ

5  11 

6  11 

自由蝶番両 3  1組

生 11

6  11 

G ρ  

軸 釣 金 物 NO. 120 11 

函 錠 272 大 形 1組

2  合 形 H  

Ｑ ｾ＠ ，t，]診 H

シ リ ン 〆 - Ｒｾ＠ 大 形 U  

2  合 形 H  

錠 2  合 形 H  

Ｑ ｾ 中｝ｾ手 ρ

ナイトラッチシリユノダー( 1 * 且)

板 鍵 1 ケ

戸当ｾ 11 

ドアーストッ 7 11 

上ゲ務シ 1尺 x 5寸 1組

抑 板 6寸 1枚

色" “
1尺 H

ドア F チ ェ ッ ク 1 ケ

1組

'1 

主皇

引戸用金物

レF ル 2分 鉄 丸 6尺

H鉄叩 丸 11 

戸 車 ＱＱｈ 寸寸真普爽ｾ 鎗通

1/ 

1ケ

11 

引 手

実ｾ打ＱＺＱ Ｑ し ＼ＮＵ 寸 1 ケ

H  鈎物 3寸
11 

締金物 ( 大 形 1 %
1組

仰錠 中形 1Y4 11 

A、形 1 11 

主主 シマリ 寸
1 ケ

差込ｾシマリ中前 11 

標 金
11 

鈎 戸 レ ー ル 上 6尺

下 グ

四ツ車

ロープ

受金物

窓 用 金 物

上 ゲ 慾 下 ゲ 悠

錦 亭 鉄 製 1 ケ

Z亘書垂 1貰目

紐 1尺

手 掛 1ケ

締金物 H  

・ 圃 ・ ・ 凶 西 建 材 会 編

スノミーワニス

30 1酒 精 ワ ニ ス 類 (15kgl 縫)

2&1 向 ラ ヴ タ ニ ス ＴＰＰＰｾ ， ＱＶＰＰ＠

ＱｾｾＱ 主計二ス ;;;;二訪問 15 I丙一一装 工 事

ＱＸＱｾｾＭＺＺＭＺＺＧＺ ｟ＮＮｬ｟｟｟＠ _ 1 . 1  W2 S  I ' X: : '  ，.lo"" I  

7由'Eztfft 類 似gl Mi l 削~白川壁紙張及び布張

101 

1人 道 樹 脂 塗 料 類 (20kg1他)

ｾｾ＠ ¥' Ｎ［ＮＭ［Ｎ［ｾ酸白エナメル ＷＵＰＰｾＸＷＰＰ＠
6001  

長oo¥; 錆 止 塗 料 類 (1健1

3701 合 鈴 鋳 止 酸 化 鉄

iii¥ ベイゾト ＲＶｫｧＴＷＶｾＵＴＰＰ＠
J 鮒止ベイゾト 11 3200 

ｾｾｉ＠ 外讃用アル 4 ベイゾト 16kg 42000 

171 

5ooI エ マ ル ジ a ン塗料 (15k.g 1幡}

ＲｾｾＱ＠ 外 部 用 各 色

Ｔ［ｾＱ＠ 内部用2

uOI  

76¥水 性 塗 料 (?kgl 袋)

目 水性塗料白色

か 淡彩

1ニ ト ロ セ ル ロ ー ズ 塗 料 (1餓}

ＡｾｉＭ ｾイニッシュラッカー 16kg 7000 

1601 " ， ノ l

10l  pDャラッカ _ 11 ｾｾｏｾｉ 襖張用 ＨＱ 欽ｽ
36| 局同途用グリヤラ y カ - / 1 6ω0∞0州 荊和l紙 姐 醐 雌 量 巾 3. 5尺 長6尺 55印

0  

6υ| ラツカＭ良エナメ ｊルレ ＱＸｫ 勾 ｧＸ 回 ＰＰ ∞ ＰｾＹωＰωＰ ∞ ＰＱ 紛 布 11 1112.9尺 長6尺 1030 

140000 

ｊｾ 関キ怒川

虫軍 手 ｆ 京ｾ￬Ｚ Ｓ Ｑｩ， ｴ

11 4  

鉄 31吋

16 7J OO- 8) 00 

ヶ1

9

M

M

 

u

a

 

-

k

 

n

u

n

O

に

u

n

u

n

d

唱

A

噌

A

q

d

師

陣

6

 

・
k

m

刷

町

一

剣

ン

リ

ヤ

総

黒

赤

-

イ

(

イ

u

H

剰

〆

テ

類

-

プ

ト

F

ス

ド

y

u

p

ル

状

状

イ

リ

イ

糊

液

ベ

オ

縫

n

u

k

u

守

A

n
U

ハ

U

n

U

A

J

8

1

2

7

8

 

3300 

3500 

4000 

1500 

ＷＵＰＰｾＹＰＰＰ＠

4500 

6500 

4300 

3100 

11 4  

ハ ν ドル付締金物 H  

七 Y 目調整申告

魁 転 窓] kぴ廻転; ! f I i 問用

回転金物 1組

附属イサ

16 7500- 8500 

16 6200 

1800- 2500 

11 

11 

11 

A

B

A

 

鉛

M
w

n山

白

H

白

H

-ア

総

パ

墜

n

u

k
υ
 

d

宝

K

U

1本 6 5 1 λ  

1ケ 15 

B  

C  

250- 5001妨 腐 剣 (1 儲)

18kg 

1u 

550 コＭＩｾ ;t - ) し1

6 0 - 7
5

1  !I レオゾート

漆 (1 民間 1

250
1  ｴＡ戸製 Ｇ￬ｾ

2201 下地用生漆

2001 図 ifg漆

60- 851 ｾト地盛漆 ＸＰＰＰｾＱＰＰ ∞＠

120- 1uol 柿 漉 ( ! 幅上11埠1司) 5000- 6000 

4001塗 装 工 費 (1面l 4i .lil 側 'J)

1 回 2 回 3 削

鉄 木 部 ペ イ ン ト 歳 出77 491 6u8 

鉄 骨 及 屋 根 1) 168 359 

テ ッ ク ス 商 ( ;iI ，性) 519 833 

1  ｾ卜部 ｅ 主体面いＩ 305 553 634 

おおこおお| 内 部 1) ( パ 1臼 290 

1 7 1 < 性ペイゾト塗ト般) 147"' ; ' 177 

1  /) (テ Y クスi! i i型i i ! i i l 167 2u9 恒一-
85001 

|  ルジョン主主 200 303 3 %  

60001 - . .  .  ': 

4000¥ オイルステイゾ 主主 119 303 ω  

1  : & 納氏仕上

3 旧1 4  iJJl 5 回

45001 木部ステイゾ・ワニス fi i i486 Gu3 859 

3300- 38001 エナメル・ラッカー塗 1408 1877 泊生8

3500- 必 001 木鉄都エナメル 塗 木 部 品 回 115G

鉄 都 7 凶‘ 1259

!I リヤラッカー塗 5 ｾￛ＠ 6  Tlj 7 h!1  

1105 1397 2131 

600- 700 

12LJ OO- J uOOO 

9000- 12uOO 

10000.- 12000 

3800 

3800- 4300 

下 政 月 紙 2 x  3J'ミ 1枚 中 物 6  

石 州 0. 82 x  ＱＮＱＵ 尺 ｬｾￎ 40 

商 内 1 . 43 x  0. 96尺1帖50-1:文 120

障子紙@l 21間生枚分 150 

.偽の子紙 3 x 6尺 1枚ヰ』物 200 

紙布く模様入) 11 11 90- 600 

三菱壁紙 1巻2呼 分300- 400

生霊長 1l¥t 目 400 

墜 張 用 (1時}

不l紙 銀 側 量 巾 3. 5尺 長30尺 1加。

中 1益基O

長 1700

綿 布 組 制 量 巾 2. 9尺 長30) { 2260 

中 2340

長 2u60

ＸＰＰｾＳＰＰＰ＠

75- 100 

150 

11 



4  11 470 1  ｾ型開類 ＨＱ 卒方尺Ｉ
セ ミ ハ ー ド 4分 x 3尺 x 6尺 ｾＳＰｉ 絞 通

ハ ー ド 2. 7l } x 3

r

， x 61ミ 62ト[ i 30I ウ イ ル ト ゾ

味 の 素 吸 音 板 ( i卸 ) 1  

4分 x 1尺 x 1尺

目 地 梅 6分 x 6尺 1本

ρ 刷

木 モ セ メ ン ト 板 (1坪)

太 木毛 3分 x 6尺 x 2尺

壬 11 11 620 ι  

6 x 3尺物ノ、30円高 |  ‘  

| 施 工 費 ( 1坪}

タ イ カ ボ ー ド 板 (I lili) 1  

1. 6分 x 6尺 x 3尺 4801

1

) ノ タ イ ル (1梓}

2分 x 6尺 x 3尺 6001 ) 剥m m 1尺 角 占260

3分 x 6尺 x 3尺 9601 施 工 費 600以 上

2分 x 1 mx 2m( 1 欽) 3261

1

) ノ リ ュ ー ム 糊 2i) k g  1繊 3300 

2分 x 3尺 x 8尺e17)'  3801ゴムタイル{ ヲパータイル) I K1Ii l枚 約 200

2分 川 尺 x 8尺e11)  6001 ラバリューム 手間共1締 7200 

石 綿 ス レ ー ト 大 輔 ( 1欽) 1レキヤリュ l ム チヨコレート色手間1共}

6叉は7. 6 )( ＹＱＰ ｾ＠ i S 2 0 mm 460- 6401 1平方米 8uO

岩 綿 (1枚東京工場渡し) 1アスフ 7 ル ト タ イ ル { 町 臥 )

保温板 2 6 mmx 2 x 3尺 2301 12 11 x  12 11 x  ye、

保冷板 5印O mmx川1. 6  x  2尺 担

ミネラ Jルレ 7 エ Jルレト 1  12 11 x  12 11 x  ys 1 赤 . 緑. 背

6 0 mmx  1. 6 x 2尺 3001 911 x  911 x  Ys f 共 他 色 物

岩 綿 板 6 mmx  1x  1 m  特 3801 

11 1ザ 3001 ザンライト (1毎 ) 3 x 6尺 x 1.  3分

ラスポ 戸ド Ｒ 日 ｾ Ｎ x  2  x  3尺 ＳｾｾＱ メラミン化経板デフラ
墜 材 ｬ 事 ＱＰｭｭ ｾ 音盤仲間Ａ共 ＩＱＴＰＰＱ
日 y タウール( 1 ¥"，) 1  A  傑 準l厚み 1. 6m m  

凶状紛 19- 221 B  様準寸法8尺 x 3尺1枚

1場 - 2号 16- 221 3尺 x 6尺 1枚

鉱祥綿 12- 221 

コ ル ク

l学3分板 (1 土中)

4分 H

断 熱 炭 化 コ ル ク 板 (1枚}

Ｒｾｾ Ｎ ｸ Ｒ ｸ ＲＩ ミ

品吋 H  

コルク粒{ 吹付用5短目 1111: 自}

新 畳

特 級 品 床 5J 0- 6001-9) 1260- 160り目

表 4uO.- 6 6 U I  ｾ，Ｇ＠ _".u. ..，. .  1  

縁 ｾｾｾＭｾｾｾ＠ t 製品温ZF斗I 3 粍透明

工賃 200- 30υ 1  ・J 目

1 級 品 床 460- 600 ¥ 

表 360- 43U l 10HO- 1 2uO 

縁 100- 12U r  ｾド ＳＰ
工賃 180- 200 )  

2 級 品 床 3uO- 100 ¥ 

表 260- 300 I  80 0 - 960 

縁 80- 100 r  別ニ30

工賃 12U- 760 )  

3 級 品 床 330- 23U )  

表 200- 230 1690- 780 

縁 6 0 - 8 0  (  別ニ30

工賃 100- 120 )  

特 価 品 床 300)  

表 160 i  600 

縁 60 r  別ニ30

工 食 90)  

表主事ハコ レョリ床{ 干及量臣賞放込路鍋ヲ

差別キ工賃，、大略2割引

育 表 団 総1政) 1級 品 400- 600 

2級品 3 6 0 - ωo  

並品 300 前後

a田 園 ・ 関 西 建 材 会 締

生 11

6  11 

測 ｬ 木毛 Ｓ 分 ｸ ｇ 尺 ｘ ｾ 尺

7 ッ クジ ッ1/

18001 . ，- " 品，

目 ' ‘ ι . -

Ｚｾｉ リノリュームＨｬ ＱＱＩ Ｈ 長 ｬ 綱Ｉ
1ul  ー茶色 j車2 . 6 mm

11 3  

400 

" も

ｾｾｾｉ＠ 色物( グリ- ; / ジヤスペー)

6301 

| 厚2 . 6 mm

470

1  3  

9J O- 150U 

400へ心00

170- 300 

100- 600 

226J  

400以 上

建 材 価 格 表

1426 

1600 

2000 

i導型板 - 17- 103 

J ! l i 到板 - 4 - 17 

紛 板 - 11 - . " ， 1/ 

納 入 縞 板 - 11 - 11 

納 入 塑 板 - fI - - 11 

E粍6粍居場板1 日 lくにつき

特定ｾ 4 - 6  

11 

11 

7 - 17 

1 8 - 39 

1700 
11 4 0 - 49 

11.  u Q - 76 

11 7 6 - 1 0 3  

11 104以 下

1800 

調i f ! 生 - 6  

11 7 - 17 

11 1 8 - 39 

11 4 0 - 生O

11 5 0 - 76 

11 7 6 - 1 0;.1 

11 104以 下

府 納 入 板 盛 - 6  

7 - 17 

18以 下

46001備子ブロック( 醍子保瓦1悩)

6901 200 x  200 x  9 6 mm 

マ床 硝 子 ( :依)

角丞ｾ 4寸角

l 丸 澗 径 長 寸

￥1 .  9801 

￥a  t氾01ス テ イ ン ド グ ラ ス ( Ilfiii 尺)

前 - 1i ' i 鳩 I  5- 6mm醐 子 矧 れF 但し縦子代は含まず

一 ( 6 * 方帆) -.Iiiエ f-I I

A  7枚- 16枚 ω刈 必 リ 波 形 ガ ラ ス (1枚)

。 17- 103 : noul  厚 約百m mx 2. 4 x  3. 3尺

B  7 - 16 39901 施 工 手 間 共

11 17- 1U3 ＳＰｴｬｕｉｾ 泡 硲子板Ｈ ｩｾｾＩ＠

3280 1  

1  75 :n m x  6UO x  600 

3300 

16 硝 子 工 事

色 板 ガ ラ ス { お 間 卒 方lく) 2GOOO- 40000 

穂 線 ガ ラ ス 1平方尺 700- 1000 

工ッチング硝子 1平方尺

47UUI  
I  f) u mmx  

74101 

1  2 5 mmx  :l OUx 日υ0

u7101 

64201風防 ガ ラ ス ・ ア ク リ ラ イ ト 板

8100 

6190
1  1 m m  

'1760 

4620 

ｾＰＷＵＰ＠

16030 

1341U 

12050 

B  4 - 6  17280 

11 7 - 16 1:1:17U 

11 1 7 - 2G 11170 

11 2 7 - 103 1UU4U 

G 粍透明 A  4 - 6  28270 

7 - 16 224生O

11 1 7 - 26 18860 

B  4 - 6  23570 

7 - 16 18690 

11 1 7 - 26 16700 

- 歯 菌 邑

(12s1i 尺}

242門

1. 6 11 :1:1011 600x  900 

211 :162 11 2000x 1000 

r. 11 49711 11 

411 662 11 11 

611 772 1/ /1  

611 926 11 11 

7 ・2 108011 ，'1  

8 11  123411 1/ 

911 1:38911 1/ 

10 '1 121311 11 

1611 181611 11 

.2011 2424 1/ 11 

(30mmt であり色僚は上犯IOJ t?高)

喧よ - 4 画 自E闇

13 

3800 綴 硝 子

J  

， 

3:390 

6830 

8960 

16900 

16900 

3

生

7

9

田

町

2

2

0

6

1

6

3

2

生

1

3

7

1

2

4渇

2

9

1

7

9

0

3

1

8

0

6

1

2

4

6

4

3

3

2

2

1

d

品

3

日

2

2

1

6

-

3

350- 7 0 0  

2HO 

150- 28j  

160- 28J  

1000- 4000 

:300- 1600 

1800 

2000 

440 

293 

:36  

π1m mm 

600 x  36U 

:3uO 

65U 

品 樋

主k厚透明

450 

y

a

υ

n

u

n

u

q

G

内

u

d

噌

A

O

M

n

u

~

~

~

ペ

~

H

'

d

笥

η

t

n

t

n

t

a

&z

i

t

L

Q

“

 

A

U

H

U

H

M

M

B

 

6 粍透明

p

u

p

U

内

A

U

μ

U

F

O

p

u

q

d

1

2

0

1

2

0

 

唱

A

唱

A

~

~

~

~

~

~

~

 

η

a

n

a

-

W

4

4
宝

n

s

w

t

句

t

'

A

。
“

1

A

n

w

M

M

H

M

M

H

A

N

N

U

M

U
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一 一 咽 唱 建 材 価 格 表 掴

)

メ

%

町

田

弁

ゾ

)

位

H

管

比

百

一

オ

屯

n

n

.ケ

J
a

-

-

γ

E

S

K

A

t

-

9
《

H

a

i

a』

一

色

適

合

同

川

船

削

普

合

雑

い

鈴

弁

水

n

u

k

υ

ρ

υ

n

U

A

U
ハ

U
内

u

n

U

A

U

内

U

ハ

U
内

U
内

u

n

U

A

U

H

H

E

4

5

h

d

0

6

0

9

5

6

0

心

。

。

ゅ

0

置

回

E

M

}

}

l

l

υ

~

~

げ

U

3

1

2

1

m

日

刊

U

M

凶

白

け

岡

山

似

印

ω
ω

刊

伽

利

部

位

~

~

~

~

~

~

釦

袋

錫

4

4

4

3

8

凶

肌

A
U

内

u

n

u

n

u

n

u

n

υ

E

W吋
『

1

4

t

判

別

坪

m

y

-

-

印

叩

印

ω
ω
ω

錨

骨

附

加

加

。

U

O

A

O

に

川

∞

∞

加

制

m

u

m

1

1

1

1

1

1

勺

咽

鉄

錦

町

必

紛

山

山

お

川

一

川

一

九

刈

刈

m

u

u

J

M

1

却

危

雀

製

J

A

V

U

3

0

0

)

X

O

似

時

稲

奴

M

o

o

u
リ

減

却

仙

川

山

川

山

拍

物

別

山

崎

山

地

問

鉱

鋼

M

U

H

U

M

叫

M

m

ω

仰
山
山

い
い

h

h

岡山

j

I

A

U

引

い

日

心

山

、

1

3

z

q

刊

明

骨

引

製

リ

一

川

印

附

ト

i

i

恥

官

8

羽

川

M

A

M川

水

醐

鰍

制

制

抑

蜘

m
m

叩

6

4

1

9

6

L

V

「

M
F

，
‘

υ

却

一

絢

hH

坪

板

板

ス

『

平

イ

川

下

上

以

制

削

新

ノ

パ

棟

当

1

波

波

プ

ラ

m

m

咽

M

M

M

M

H

一

以

噸

上

A
市

平

平

サ

ラ

上

小

大

リ

グ

ト

小

イ

長

即

陀

r

し

鵠

小

小

ア

グ

ケ

山

隔

巴

蔓

ノ

カ

(

叩

印

∞

ω

ω

F岡

崎

叫

ス

1

日

2

別

別

剖

仰

瓦

m

d叩

卯

ば

叫

明

山

川

A

m

N

m

問

団

旬

凶

ω

山

崎

刊

初

旬

却

q

u

A掌

1
a
a
t
L

匁

也

q

u

o

d

-

A

~

~

閥

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

2

見

~

~

~

~

~

。

唱

0

0

0

2

4

9

1

5

0

0

0

君

5

5

0

0

0

2

5

2

4

8

4

2

1

8

4

0

8

7

3

6

3

5

9

 

3

3

円

2

3

瓦

寸

向
山

0

6

6

6

3

6

6

0

0

0

⑪

S

ド

-
L

g

・

4

7

4宝

2

2

7

3

0

7

7

0

h

一

7

桐

仰

い

~

~

~

~

~

~

~

4

~

~

却

円

担

'

束

三

山

川

叩

叩

刊

お

却

問

邸

M

m

印

的

出

何

回

刊

印

2

J

1

グ

M

m

m

釘

m

m

師

泌

M

印

印

ω

叫

~

~

~

~

叶

7

8

3

2

6

0

5

0

 

松

杉

)

瓦

~

~

~

~

~

~

~

~

4

~

~

1

Y

3

6

7

6

m

出

明

地

叩

四

回

刊

邸

時

四

日

出

ト

印

印

ラ

(

M

7

 

板

皮

皮

瓦

一

丸

草

瓦

パ

瓦

シ

箱

ピ

坪

瓦

瓦

パ

箱

振

字

ラ

ゾ

1

ラ

本

文

ユ
桟

庖

一

ケ

丸

ノ

怠

冠

鬼

ト

巴

蔓

筏

ケ

益

勝

巳

杉

槍

目

洋

柿

、
J

R

主

、

ノ

8

6

'-
8

r

E

K

-

パ

リ

ベ

叫

的

M

K

G

m

m
一

式

式

げ

屯

ぱ

司

h

h

μ

1

1

u

x

x

γ

卜

j

j

x

(

×

×

1

1

'

a

l

'

 

E

M

〈

J

h

4

1

F
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d

a

-

-

!

・.、

J

決

3

u
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L
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J
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式

総

'

的

U
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'

m

〆

H

ゼ

リ

凶

器

付

単

}
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，

h

幻

9

式

穴

ュ

凶

y

x

使

栓

キ

.

7

洗

若

洗

後

シ

V

A

才

メ

ル

山

町

世

型

洗

U

H

M

H

水

器

洗

山

都

ツ

M

7

出

一

式

栓

L

U

U

住

栓

ヤ

ル

タ

糊

角

耳

J

I

通

使

水

使

オ

×

イ

×

ト

洗

水

混

桧

水

水

チ

バ

ル

器

官

同

長

器

付

丸

干

器

智

大

非

大

器

ウ

M

サ

U

ス

水

在

水

水

便

生

使

-

I

m

平

前

隅

使

1

2

便

白

湯

敬

小

衛

小

ポ

函

L

L

洗

6

幻

ω
大

6

大

刊

山

町

曲

器

E

L

L

L

風

C

C

風

C

C

使

υ

洗

手

和

洋

小
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0

0

0

0

U

0
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0

0

3

6

8

3

0

0

6
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建設資材の審査について

本会内に建材審査委員会を設け建設に関係ある新旧資

材の審査を行っている。

之は建材の品質につき某良否を審査し需用者側の安心

感を得ると共に斯界の向上発達を期せんとするものでる

る。審査の結果優良と認めるものには会誌で報告する外

設計官征工商の主たる関係先に紹介している。

建材業者の受若手申越を熱望すると共に会員各位並に大

方の御支後により本委畏会を利用される様御協力をお願

申上げる。

建材審査委員会規程

l  本委員会は一般建築資材の調査、研究、試験果をな

し審査の結果良否を認定し以て斯界の向上発達を図る

ことを目的とする。

2. 審査を受けよろとする者は一件毎に所定の申込穏に

4700 

3500- 3700 

4700 

3600- 3700 

6800- 6000 

4600- 4800 

4200 

3500- 4600 

6500- 5800 

5000- 5500 

6000 

4600 

別に定める審査会費を添へ現品其の他本会が指定する

資料を提出する。

3. 審査の方法は依頼者より説明を聴取し調査研究叉は

必要に応じ試験分析等をする。

1. 本委員会の意見は全委員 3 分の 2 以上を以て決する

5  審査の結果、優良品に対しては一件毎に別に定める

調査費用を申し受け優良証関曹を発行する。

英の他のものに対しては意見を附けて申込者に通知す

る。

6. 優良 E正朗容を発行した場合は建築と社会に掲献する

外務官庁、設計閣係者に周知につとめ筒ほ適当の方法

で宣伝する。

7. 優良証朗曹に対する資任は審査委員会に提出された

現AF について負うものである。

8. 優良証問書は発行より 1 ヶ年有効とする。

9. 本5正明脅を不正に利用された突情半j 閉じた時は直に

取消の通知を発すると共に一般に公表する。

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

寄贈安換雑誌案内

現在本会に寄贈及交換並に購入している犠籍は下記の

通りで、問書籍は本会図脅室 C朝日ピル 6 階〉に備え付

けておりま寸世随意御覧下さい。

新住宅… … ・… . . ー. . . . . . . 新住宅社

新建築. . . . ・ H ・- …・・・・……・一新建築社

国 際 建 築 … .... . … … … … ・・美 術 出 版 社

建築文化… ・… … … … … - 一彰 国 社

建築雑誌・・… … H ・H ・...・ H ・- …・・日本建築学会

新都市… ・… 一・… … … … … 都市計画協会

建設月報… … ・… … ・建設省大臣官房弘報課

金属表面技術・・… … ・… … ・金属表問技術協会

工学技術月報・・……・. . . . . ... . 通産省工業技術庁

管工事工学・…・……. . ・…・日本管工事工業協会

日本学術会議月報……・・ H ・H ・. . …日本学術会議

熔接界・一. . . ・ H ・-… ・日; 本印刷出版株式会社

仁美の他〉

自動車妓術ー・・ ・・…・…・ ・・……自動車技術会

衛生工業協会誌・・・…・・・・・・………・・衛生工業協会

国立公開. . . . . . . . …・………. . . . . ・. . . 国立公園協会

経 済 人 ・ ー .. ........・ H ・- ー・…関西経済連合会

Chamber  ・… .. . …・・・・・・……・大阪商工会験所

造酒雑誌 ……・ ー・. .. … … … … ・日本造園学会

軽金属情報・ ・. . …- …・…… . . …・ー騒金属協会

経金属資籾・・・・… ・……・ー… ・・・・・……・・・向 上

セメ γ ト……・…ー・・ ・一…・・. . …セメゾト協会

セメ ν ト、コゾグリ戸ト日本セメ Y ト技術協会

T H E  A R CHl T E C T V R A L  R E V I E W . . . 購入

T H E  MA GA Z I NE  OF  BUI L DI NG. ・・向 上

L'  AR CHI T E CT UR E  

D'  AUJ OVL D'  HOI. . . . . . 向 上

LIFE. . . . . . . . ・H ・- … … ・… … … ・… ・… ・… 購入

国援写真情報…・… ・・… … … ・・… - 購 入

- ・・・ 関 西 建 材 会 編
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